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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　僕には、幼なじみがいる。

「健けんちゃ～ん！　忘れ物だよ～！」

　お弁当を包んだ布の結び目をちょこんとつまんで、僕の名前を呼ぶ女の子がいる。

　折おり原はらのえる。

　僕の、幼なじみだ。

　ポニーテールをやんちゃに揺ゆらしながらのえるは、教室の隅すみにいる僕のところにやってきて、

「はい、お弁当」

　小さな両手にちょこんとのせて、僕に差し出す。

　やばい。ドキドキする。

　まるで新しん婚こんほやほやの若奥さんみたいな仕草に、見ている僕のほうが照れくさくなっている。

　と、

「愛妻弁当か？」

　ひゅう、と隣となりの席にいた矢や島じま（たまにしか出てこないけど、僕の友達だ）が口笛を吹ふいた。

「やだぁ」

　両手を頰ほおに当てて、のえるは恥はじらう。

「……そんなわけないだろ、矢島」

　僕はため息をついて、席を立った。

「調理実習で、出前を取るような奴のえるが、お弁当なんて作れるわけないだろ……」

「やー、健ちゃん。それは不景気に悩なやむ町内商店街の活性化のためにね」

「そんな家庭科がどこにあるのさ!?」

　とまあ、心ときめくような話なんて、サハラ砂さ漠ばくに落ちたダイアモンドを見つけられる確率ほどにもないのが、僕とのえるの関係だ。

　この弁当にしたところで、お母さんと妹の光とで作ったもの。

　僕の両親とのえるの両親は親友で、彼女の両親が海外で仕事をしている間、ウチがのえるを預かることになり、僕とのえるは一つ屋根の下で暮らすことになったというわけだ。

　だから、彼女が僕のお弁当を持ってきてくれることも、不思議じゃない。

「なに言ってんだよ、届けてくれるだけで充じゆう分ぶん幸せものだろが、このヤロ」

　まあ、それはそうだけど。

　それにしても、

「おかしいなあ、ちゃんと手て提さげに入れてきたつもりだったんだけど……」

「もー、健ちゃんったら、あたしがいないとダメなんだからぁ」

　返す言葉もなく、僕はお弁当を受け取った。

　妙みように、軽かった。

（嫌いやな予感がする……）

　蓋ふたを開けてみる。

　中身が半分ほど、なかった。

「あらまあ、イリュージョン」

　見ると、彼女の唇くちびるのちょっと横にはごはん粒つぶが。

「のえる……、これって……」

　疑いの目を向けると、のえるはふにゃあ、と子供みたいに、両手でおなかをおさえる仕草をした。

「だってぇ、お腹なかが空すいて空いてしょうがなかったんだも～ん！」

「僕が忘れたんじゃなくて、こっそり僕の手提げから取って食べたんだろぉ」

「こっそりと盗ぬすみ出せたのはいいけれど、こっそりと元に戻もどすタイミングが見つからなくて……、えへへ」

「中身が半分になってたら、戻すもなにもないじゃないか」

「ごちそうさまぁ」

　ぺろり、と出した舌でごはん粒をたいらげると、のえるは、そばにあった窓まど枠わくに手をかけた。

　見事なものだ。

　ひょいっと、風に乗るようにジャンプをすると、窓から外に飛び出して、

「あたしも混ぜて～」

　校庭でサッカーをしている男子たちの輪に飛びこんでいった。

「のえる！　上うわ履ばきで外に出ちゃダメだよ」

「上履きシュート！」

　もう一点入れてるし……。

「うらやましいなあ、健けん太た」

「はぁ？」

「のえるにあんなに愛されてさ」

　愛されてる？

　誰だれが？？？

　びっくりすることを言われ、僕は息をするのも忘れて立ちつくしていると……、

「まったく幼なじみってのは役得だねえ」

　しみじみと矢島が言った。

「うらやましいなら、代わる？」

　僕は質量を半分にした弁当を差し出した。

「わはは、まあまあ」

　笑ってごまかそうとする、矢島。

「幼なじみって言ったって何のいいこともないよ。お弁当だって勝手に食べられるしさ」

「それが愛なんじゃないか」

「違ちがうよ」

「愛だよ」

「違う、絶対違う」

　きっぱりと、僕は首を振ふったけれど……、

　そう思ってた時期も、あったんだ。

　こういうのが愛かなあって。

　僕たちは、ただの幼なじみじゃないって。

　でも、不安になる。

「おー、おー、太ふと股ももがまぶしいねえ」

　矢島は窓枠に手をかけると、身を乗り出すようにして、のえるを眺ながめやっていた。

「どこ見てんだよ」

「俺だけじゃないぜ」

　矢島が視線で横を向くようにうながした。

　他ほかの男子たちも校庭を見ている。

　スカートの短さも気にせず、一心にボールを追う彼女のえるの姿を、目で追っているのだ。

「知らないのかよ、のえる、人気者だぜ」

　知ってたよ。

　みんなの、のえるを見る目が変わってきたことぐらい。

　最近、のえるは綺き麗れいになってきた。

　見た目だけじゃない。

　全身から、きらきらとエネルギーを発散させていて、太陽みたいにまぶしく見えるんだ。

　男子だけじゃない。女子だって、のえるをどきどきと見つめている。

　意味は違うけど、先生も目の色を変えていた。

「こら、折原！　なにサッカーなんかしてる!?」

「うわ、木き佐さセンセ」

「昼休みまでに、やってこなかった宿題のプリントを持ってくるはずだったろう！」

「や～、机の底のほうにじっくり寝ねかせておいたら、熟成するかと思ったんだけれど、昼休みになっても真白いままで……」

「ワインじゃあるまいし、勝手に答えが書き込まれていてたまるか！」

「じゃ、木佐センセ、隠かくれんぼしよ～よ！」

「なぜそうなる!?」

「わたしが鬼おにね。よーい、どん！」

「こら！　逃にげるな！　待て～～～いっ！」

　……ともあれ、みんなというみんなの目が、のえるに釘くぎ付づけだった。

　野原に咲さいた一輪のひまわりみたいに、みんなの注目を集めずにはいられない。

「わはは」「また馬ば鹿かやってるよ」

　みんな笑ってるけれど、のえるから目を離はなせずにいる。

　のえる、君は分かってないよ。

　みんなが君を見つめていることを。

　そして、僕の気持ちにも。

























　驚おどろきはいつも突とつ然ぜんだ。

　たとえばそれは、毎週楽しみにしていたアニメを唐とう突とつにブッたぎるカタチで訪れたりする。

『臨時ニュースです。ロバート米国大統領が任期途と中ちゆうで辞任しました』

「困るわねえ……」

　しみじみと、のえるはつぶやく。

　夜も七時。健太の家のリビングで、のんびりとチップスをつまみながらテレビを見ていたのえるは立ち上がった。

　のえるがホントに困った顔をするものだから、健太も心配な顔をする。

「何があったんだろうね、大統領」

「そうよ、ロバートが辞やめたら、これまでみたいに米国の第七艦かん隊たいをアゴで使うことが出来なくなるじゃない！」

「……そんなことが心配なのっ？」

　健太は呆あきれた。

「のえるは日本の総理大臣なんだから、日米関係とか気にしたほうがいいんじゃない？」

「あるわよ、もちろん」

　えへん、とのえるは胸を張る。

「アメリカのディズニーランドでタダで遊ばせてもらったり、メジャーリーグをタダでみせてもらったり……」

「日米関係とは何の関係もないじゃないか!?」

「失礼ね、ちゃんと関係あるわよ」

「どんな？」

「どうやったらアメリカ版限定のポケモンをゲット出来るかとか……」

「やっぱり自分中心なんじゃないか～っ！」

「今のうちにロバートに電話して、ポケモン送ってもらおっと♪」

　のえるが携けい帯たい電話に手を伸のばそうとすると、健太が取り上げる。

「そんな下らない用事で電話しちゃダメだってば！」

「ああん、返してよう」

「ダメったらダメ！」

「…………まったく、お前らは…………」

　猫ねこの姿をしたメフィが、不ふ機き嫌げんにヒゲを揺ゆらす。

　魔ま法ほうの力でのえるを総理大臣にした、悪魔の猫だ。

　普ふ通つうの猫じゃないから、喋しやべることも出来る。

　誰だれにも邪じや魔まされない部屋の隅すみで、すやすやと気持ちよく眠ねむっていたところを、二人が突然うるさくするものだから、びっくりして目覚めてしまったのだ。

「いいかげん子供じゃないんだから、テレビを見るか騒さわぐか、どっちかにしたらどうだ」

「ごめ～ん」

　てへへ、とのえるは舌を出した。

　やれやれとヒゲを揺らし、メフィはまた目を閉じる。

　ニュースはその間も続いていた。

『任期途中の辞任により、第四四代大統領にはノア・オルブライト副大統領が就任します』

「ノア？　聞いたことない名前ね」

　素すで首を傾かしげる彼女のえるに、健太はため息をついた。

「総理大臣なんだから、アメリカの副大統領ぐらい知っておこうよ……」

「健ちゃん、知ってる？」

「えっ」

　言われて、健太もきょとんとなった。

「そういえば、僕も知らない……」

「あたしが知らないならともかく、健ちゃんが知らないなんて、変ね」

「……僕はともかく、のえるが知らないのはマズイと思うよ、立場上……」

『ええと、ええと……、大変申し訳ありません。ノア新大統領のプロフィールを紹しよう介かいしようと思ったのですが、局の中に資料が見つからず……』

「テレビ局も知らないみたいよ」

「そんな馬ば鹿かな!?」

　健太は目を点にした。

　先日、のえるの一存で就任させられたり辞任させられたりした弥生やよいほのか副総理と違ちがい、アメリカの副大統領はキチンとした選挙によって決定される公的な存在だ。

　三年前、ロバート大統領の就任と同時にホワイトハウス入りを果たしたはずであり、何度も何度もニュースに顔を出している存在である。

「嫌いやな予感がする……」

　健太は不ふ吉きつなまなざしをして、テレビを見やった。

　と、画面の端はしから一枚のシートがアナウンサーに渡わたされる。

『分かりました！……ノア・オルブライト新大統領は一四歳！　なんと米国史上初の女性大統領！　未成年大統領の誕生です!!』

「一四歳～っ!?!?!?」

　のえると健太はひっくり返った。

『これは凄すごいことです！　新大統領が一四歳ということに驚おどろきですが、これまで副大統領だったことにも驚きです！』

『ええ、どうしてこんなコトが今まで、話題にならなかったんでしょう』

　傍かたわらにいる女性アナがコメントをする。

「猫の仕し業わざだ……」

　健太とのえるがジト目を向けた。

「ん？」

　視線を感じたメフィが眠そうに薄うす目めを開ける。

　テレビの中では、アナウンサーが興奮を隠かくしきれない声をあげていた。

『ともあれ、世界のリーダーを自認してやまない米国の頂点に、一四歳の少女が就任してしまったのです!!』







　アメリカの首都、ワシントンＤ．Ｃ．


　Ｄ．Ｃ．とは「District of Columbia」コロンビア特別区という意味だ。



　コロンビアとは、ヨーロッパから見た新大陸発見者であるコロンブスにちなんだ命名である。

　その中心にホワイトハウスがある。

　テレビでよく見る、白い瀟しよう洒しやな洋館を思い浮うかべて欲しい。

　正面から見て、二フアース階トフロアの右手、いちばん端にイーストルームと呼ばれるエリアがある。

　そこが大統領や、その報道官が記者会見に使う部屋だ。

　今や、そのイーストルームは立りつ錐すいの余地もないほどの記者とカメラによって埋うめ尽つくされていた。


　アメリカ合衆国（United States of America）。



　世界最強の技術力を持ち、世界の基き軸じく通貨であるドルを発行する経済大国。

　毎年、日本の税収とほぼ同額（約四〇兆円）の軍事予算によって維い持じされている十二隻せきの空母と七つの機動艦かん隊たい、そして一万発もの核かくミサイルは、十年に一度の地域戦争を遂すい行こう出来ると公言され、たまに本気で実行されちゃうこともあるぐらいの軍事大国。

　もちろん、それだけではない。

　文化的に発信される映画や音楽などのメディアパワーは世界を圧あつ倒とうし、国内選手権を世界一ワールド決定戦シリーズと言ってはばからない。

　まさに世界の恒こう星せい。

　大きすぎるがゆえに、超ちよう新星爆ばく発はつしようと、ブラックホールと化そうと、星系すべてを巻き込まずにはいられない太陽のような国。

　世界の運命をその手に握にぎる地位、アメリカ合衆国大統領。

　今日、この日、この星の未来が一四歳の少女の手に委ゆだねられてしまったのだ。

『ノア新大統領の就任記者会見は、二〇四もの国と地域に同時中ちゆう継けいされます。これはオリンピックやワールドカップを超こえる数字です』

　興奮気味にアナウンサーが伝える。

　健太やのえるたちだけではない。

　世界中の目と耳が、テレビで、ラジオで、インターネットで、彼女に注目していた。

　すると、舞ぶ台たいでいえば袖そでにあたる場所から、カバンほどの大きさをした印章を抱かかえた職員が現れた。


　両りよう翼よくを広げた鷲わしの姿に「SEAL OF THE PRESIDENT OF THE UNITED STATES」と刻印された大統領印章を、演台に掲けい示じする。



　今から大統領が会見を始めますというしるしだった。

　その通り、一分と置かず一人の少女が姿をみせた。

　長く綺き麗れいな赤毛をした女の子だった。

　ノアはたちまち、津つ波なみのようなカメラのフラッシュを浴びた。

　暴力にも似た光の渦うずにあっても、ノアはぴくりとも動じることはない。むしろ光を浴びてますますと輝かがやく、美しい顔だちをしていた。

　口をつぐみ、すました姿は天使と錯さつ覚かくしてもおかしくはない。

　ノアは、きりっとした眉まゆを優やさしくゆるめると、記者たちへと視線を向けた。

「たぶん、聞きたいことが山ほどあるんじゃないかしら」

　たちまち各国の報ほう道どう陣じんが争うように手を挙げる。従来、ホワイトハウスでは最初の質問が決まっているのだが、そんな慣例など無視だった。

　ノアは東洋人を指名した。

　目つきが、他の記者とはひと味違ちがう気がしたのだ。

「鈴すず原はらです」

　そう名乗った日本人の記者は、単刀直入に質問をぶつけた。

「大統領はどんな政治をするつもりなのか、お聞かせください」

　彼は、日本では名の通ったジャーナリストだった。

　実はこの質問も、誰だれにでも出来るような、そして誰にでも答えられるような質問でありながら、故国では数々もの政治家を葬ほうむってきた十八番の決め台詞ぜりふだった。

「………………」

　ノアは言葉の意味をかみしめるように、口元に笑えみを浮かべた。

（馬ば鹿かではないようだな……）

　鈴原は思い、さらに言葉を重ねた。

「お答え下さい。大統領はどんな政治を行うつもりなのですか？」

　にやりと、鈴原は微び笑しようした。

　ノアも、にっこりと微笑して、一言。





「世界征せい服ふくですわ」






　この場にいるすべての人間が固まった。

　世界中が凍こおり付いた。





「シャレになってないよ!!」






　地球の至る所で同時多発ツッコミが発生していた……。

「な……なっ……な、なんと……！」

　鈴原ですら頭が真っ白になり、二の句を継つぐことができずにいた。

「さあ、次の質問は？」

　あとはもう彼女のペース。

　ワンマンショーの始まりだった。




Ｑ．最近、米国には国際法を無視する傾けい向こうがありますが、大統領はどう思われますか？

Ａ．偉い大だいな国には偉大な使命があります。それを妨さまたげることは誰にも出来ません。

Ｑ．それは今後も国連を軽視するということですか？

Ａ．国連が戦争を阻そ止し出来たことが、これまで一度でもあったかしら？

Ｑ．世界のリーダーを自認するなら、各国の理解を得られるように立ち振ふる舞まうべきだとは思いませんか？

Ａ．なぜ？　どうして米国が、世界のテストを受ける必要があるのかしら？　むしろ逆ではなくて？

Ｑ．ア、アメリカの大統領として、世界に訴うつたえたいことは……。

Ａ．この中継を見ている独裁者のみなさん、今すぐ辞表を書くか、首を洗って待ってることね!!




「手始めに、明日、歴史を変えてみせますわ」

　そう言って、ノアは微笑した。

　彼女のいるワシントンＤ．Ｃ．の早朝といえば、日本の夜である。

　ニュースで中継を見ていた健太とのえるは互たがいに顔を見合わせて、

「……のえるだったら、教科書の文章を差し替かえて歴史を変えた、とか言い張るところだけど……」

「まさかねえ」

　そんなものではなかった。







〝某ぼう国こく〟が崩ほう壊かいした。

　たった一晩の出来事だった。

　建国以来、六〇年。

　ソ連（現・ロシア）を始めとする社会主義国家が歴史の風圧に耐たえかね、軒のき並なみ倒たおれていく中、かたくなに国を閉じ、一党独裁を続けてきた国家が、ついに崩壊したのだ。

　たったの、一晩で。

　事件は北京ペキンで起こった。

　中国政府との首脳会談のために北京に到とう着ちやくした〝某国〟の国家元首を、北京に最も近い海、渤ぼつ海かい湾わんに停てい泊はくしていた米国四軍（海軍、空軍、陸軍、海兵隊）の混成タスクフォースが強きよう襲しゆうしたのだ。

　電光石火の作戦だった。

　空くう挺てい部隊の降下から撤てつ収しゆうまで、わずか三〇分。

　最小限の身辺警護しか連れて来なかった〝某国〟国家元首はまたたく間に捕ほ縛ばくされ、拉ら致ちされた。

　現地時間午後〇時。影かげも見えないほどの一いつ瞬しゆんに行われた、白昼夢の出来事だった。

　その間、中国の警察、軍との交戦は生じなかった。

　北京は中国の首都である。

　のちに、レーダーシステムに不備があった、という公式発表があったが、有人宇宙飛行を成し遂とげるほどの国の防衛レーダーがまったく反応しなかった、ということなど有り得ない。

　ディスプレイには確かに、渤海湾に浮うかぶ艦かん隊たいと、発進した空挺部隊の機き影えいが映っていたはずなのだ。

　機械は噓うそをつかない。

　噓をつくのは人間である。

　このことは〝某国〟政府に強きよう烈れつなメッセージを発信した。

〝我々は米国に売られた！〟

　唯ゆい一いつの同盟国を失った〝某国〟政府はパニックに陥おちいった。もともとが中国からの食しよく糧りよう、エネルギーの供給なしには立ちゆかない経済状じよう況きようになっていた。

　権力層の人間たちは、両手に抱かかえられるだけの財産をもって国外に脱だつ出しゆつを図はかった。

　首都に残ったのは、対外融ゆう和わ的な一派である。彼らは新政権を樹立し、最初の発表で南に接する隣りん国ごくとの対等な統一を希望した。

　誰だれもが望んでいた提案だった。

　隣国政府はすぐに前向きな反応を示し、統一交こう渉しようのテーブルが作られることが隣国大統領の口から発表された。

　わずか、作戦開始から八時間後のことだった。

　地球の裏側にあるワシントンはまだ午前七時にすぎない。

〝某国〟の国家元首を乗せた輸送機はまだ、カリフォルニアにも到とう達たつしていない速さだった。

　作戦開始命令を発し、眠ねむりについたノアは目覚めとともに秘書官から報告を受けると、ホットミルクを片手に、ほぼ無血といっていい展開で作戦が終しゆう了りようしたことに満足した。

　にこりと微笑ほほえみ、つぶやく。

「独裁者たちが住む町なんてどう？　フロリダの避ひ暑しよ地ちに適当な物件をまとめて買い上げて、捕つかまえた独裁者たちに住んでもらうの。話題も合うでしょうし、余生を過ごすにはいい環かん境きようになるんじゃないかしら？」







　ここで、アメリカ大統領の朝の動きを追っていこう。

　ニュースでよく映し出されるホワイトハウスを思い出して欲しい。

　正面から見て、最上階の左手。そこが大統領の寝しん室しつであるマスターベッドルームだ。

　目覚めたノアは、同じく三セカンド階フロアにあるレジデンス・ダイニングルームで朝食を取りながら、大統領補ほ佐さ官かんより日例報告を受け取る。

　毎朝、ＣＩＡが提出するルーズリーフには、過去二四時間に発生した重要な出来事が網羅カバーされており、ノアは目サニ玉ーサイ焼ドアきツプを載のせたトーストを齧かじりながら、眠っている間に発生、変化した世界情勢を把は握あくする。

　午前九時、主要閣かく僚りようが揃そろったという報告を受けて、作シチ戦ユエ司ーシヨ令ンル室ームに移動する。

　作戦司令室とは、その名の通りの作戦司令室だ。

　建国以来、米国が取ってきた軍事作戦の一切を決定してきた──すなわち第二次世界大戦への参戦も、原げん爆ばく投下も、キューバ危機の回かい避ひも、そして湾わん岸がん戦争をも決断してきた、世界の運命を決する場所である。

　ニュースで中ちゆう継けいされるホワイトハウスの映像では決して見えることのない、建物の右側、テレビカメラが見切れて映されることのない西にし棟とうにある。

　扉とびらを開けると、あなたは驚おどろくだろう。

　市民会館かと見まがうような質素な会議室が、そこにはあるからだ。

　映画に出てくるような最さい新しん鋭えいのハイテク機器など、どこにも見あたらない。

　正面の壁かべには映写スクリーン、部屋の中央は会議テーブルが占しめ、隅すみにはコーヒーや水が用意された小さなテーブルがあるだけの、実に素そ朴ぼくな部屋である。

　しかし、その部屋に入ることの出来る人間は、大統領を始め、国務、財政、国防の三長官など、米国の頂点を極きわめた者たちだった。

　ノアが入室するや、ただちに長官は起立し、大統領に敬意を示す。

「おはよう。昨日はよく眠れたかしら？」

　冗じよう談だんめかして言い、ノアは着席した。

　無む駄だな会話はしない。

　ノアはすぐに国務長官に訊たずねた。

「オリバー、世界の反応は？」

「おおむねコントロールの範はん囲いです」

　立ち上がり、オリバー国務長官は答えた。

　四〇代、といえばノアから見れば父親に等しい年だが、作戦司令室に着席出来る面々の中では若い部類に入る。

　アフリカ系の出自で、浅黒い顔だちの中に白と黒のコントラストを描えがく鋭するどい瞳ひとみが、賢けん者じやのような知性の深みを思わせる。

「一部のマスコミには、今回の米国の行動を非難する向きもありますが、各国世論──特にアジア各国ではおおむね、半島の平和を喜ぶ声であふれています」

「マスコミは何て言ってるのかしら？」

「元首を他国におびき出して拉ら致ちをするなど、言語道断の国際法違い反はんと」

「旧思考ね。進歩のない人たちだわ」

　ノアは微び笑しようした。

「見かけばかりが立派で実態にそぐわない国際法とやらを守ってきたから、旧世紀はたくさんの国際問題を解決出来ないままに放置してきたことがまだ分からないのかしら？」

「声明を出されますか？」

「放っておきなさい」

　あっさりと、ノアは頷うなずいた。

「彼らを相手にしていても誰も救えないわ。歴史は行動する者だけが刻めるのよ」

　それだけを言い、ノアはオリバーに報告の続きをうながした。

「中国政府からは、外務部長（日本における外務大臣）より厳重な抗こう議ぎを受けました。中国は国連の安保理に訴うつたえることも検討しているそうです」

「あら」

　ノアは思わぬ声をあげると、手元にあったリモコンを手に取り、スクリーンの映像をニュースチャンネルに合わせた。

　記者会見場で口こう舌ぜつも荒あらく、言葉をまくしたてる白はく髪はつの外務部長が映る。

『新大統領は野や蛮ばん人じんだ！　今回の米国の行動は中国への侵しん略りやくに等しい!!』

「えらい言われようね」

「笑っている場合ではありません！」

　面おも白しろがるように微笑ほほえむノアを、オリバーはたしなめた。

「今回の軍事作戦は事前に中国政府に了りよう解かいを取ったものです。秘ひ密みつ裏りの了解とはいえ、それを逆手にとって、ああも悪あし様に言われることを見逃してよいものでしょうか？」

「言われるだけなら安いものだわ」

　ノアは言い切った。

「一三億の国民を納なつ得とくさせるのにはパフォーマンスも必要でしょう。それに東洋人は面目にこだわるというわ」

「で、ですが……」

「韓かん国こくから米軍を引き揚あげる約束は、表向きの米中関係の悪化にかかわらず、きちんと実行することを内々に伝えておきなさい」

「分かりました。ですが、大統領」

　年上の……、といってもまだ四〇代の長官は食い下がった。

「朝ちよう鮮せん半島から撤てつ退たいすることになれば、我が国の中国に対する備えが弱体化します」

　政治はショービジネスだ、という言葉がある。

　国民には楽しいショーを見せながら、為い政せい者しやはしっかりと利益を出さなければならない。

　朝鮮半島の平和化は実に結構なことだが、それで米国の利益が損そこなわれては意味がないことを国務長官は危き惧ぐしていた。

「国防長官、レッドペーパーを」

「はい」

　ノアにうながされ、でっぷりとした禿はげ頭あたまの国防長官が立ち上がった。

　リース・リッジ。

　将軍として湾わん岸がん戦争を指揮したこともある、たたき上げの軍人だ。

「秘密裏に打だ診しんしていた話がまとまったの」

　ノアに言われ、オリバー国務長官は赤い表紙で綴とじられた書類を手に取った。

『在韓米軍撤退に伴ともなう、米軍再編についての覚書』

　秘密裏にというわりには、意外性のない書類である。

　ぴらりと表紙をめくる。

　その下にタイプされたキリル文字を見た瞬しゆん間かん、オリバーは驚きよう愕がくした。

「ロシアに……米軍基地ですと……!?」

「そうよ」

　ノアは頷いた。

「ウラジオストックに、ほとんど使われることのなくなった軍港があるっていうから、買い取ることにしたの♪」

　まるで安売りセールでいい買い物をしてきた若奥さまのような口ぶりで、言う。

「ロシアはかつての敵国ですよ!?」

　オリバーは声を張り上げた。

　米国にとって、ロシアは『敵国』などという二文字で語れる存在ではない。

　メソポタミア（現在のイラク）に人類初の文明が生まれてから、約五〇〇〇年。

　英、仏、独、日、並み居るライバルを蹴け落とし蹴落とし、たった二国ふたりに絞しぼられた、世界王者決定戦のファイナルプレイヤーが、米国とロシアだった。

　お互たがいを公然と「悪の帝てい国こく」と罵ののしり合い、地球の覇は権けんを巡めぐって冷戦を続けた国だ。

　Ｊ・Ｆ・ケネディが大統領の座にあった四〇年前など、核かく戦争の一歩手前まで関係がこじれたこともあったのだ。

　キューバ危機という。

　そのロシアに、軍事基地。

「わたしが生まれる前の話よ」

　ノアは一笑に付した。

　ベルリンの壁かべが崩ほう壊かいしたのは、一九八九年の話である。

「三八度線はたかだか数百キロだけど、ロシアと中国の国境線は数千キロよ。どちらが中国に対するプレッシャーになるかしら？」

「なっ……」

　オリバー国務長官は言葉を失った。

（本気で、ロシアを同盟国にする気なのか……）

　第二次世界大戦以降のアメリカは、アジアを手に入れるために戦争を続けてきたといってもよかった。

　極東では朝鮮戦争を起こし、東南アジアではベトナム戦争を起こし、中東では湾岸戦争を起こし、それぞれの地域に影えい響きよう力りよくを確立しようと図はかった。

　ところがだ。

　ロシアに米国の軍事力を配置することが可能になれば、もはや戦争を起こさずとも、アジアのどこへでも軍隊が送り込めるようになる。

　いや、実際に送り込む必要すらないだろう。

　送り込むことが出来るという選択オプシ肢ヨンがあることが、米国と敵対する国に対して、何よりも脅おどしになるからだ。

（言われてみれば、これ以上の戦略はない……、いや、だからこそ盲もう点てんだったのか）

　オリバーは自分を恥はじた。

　国務長官とは、他国でいう外務大臣だ。

　米国の外交を任される立場にありながら、ロシアとの軍事同盟など、常識の外もいいところだと夢想したこともなかったのだ。

　朝ちよう鮮せん戦争、ベトナム戦争、湾岸戦争……。

　流されてきた血、失われてきた命。

　自らも陸軍の出であるオリバーは、五〇年に亘わたって展開されてきた米国の歴史を思った。

（その歴史を、この子は、たった一つのアクションで達成しようというのか？）

　オリバー国務長官は慄りつ然ぜんとした。

（なんて……底知れぬ！）

「中国に睨にらみをきかせるのに、これ以上のパートナーはいないでしょう？」

　しかし……、とオリバーはなおも食い下がった。

「統一された朝鮮半島が、反米政権化する危険性があります」

「それは彼らの自由だわ」

　きっぱりとノアは言い切った。

「米国とともに繁はん栄えいするか、敵対して滅ほろびるか。選ぶ自由ぐらいは与あたえてあげなくては」

　言って、ノアは話を打ち切ると、ＣＩＡ長官にレポートを説明するように命じた。

　閣かく僚りようたちに書類が配られる。

　たった三枚ほどの、メモ書きにも似たリストには世界中の国の名が並び、すべての国がＡＡＡからＤでランク付けされていた。

　むろん、日本もだ。

　リストのタイトルには『有害国評価』とあった。

「長官、説明してちょうだい」

「はい」

　スクリーンに南米の一角が映し出された。

「エネスドラ……。あまりいい噂うわさは聞かない国ね」

　ノアはリストに視線を落とす。

　エネスドラ。

　評価は「Ｄ」を超こえて「Ｅ」とある。

「はい……」

　ＣＩＡ長官は軽く、エネスドラの国の成り立ちについて説明を始めた。

　とはいっても、このエネスドラ。とりたてて個性的な歴史を持つ国ではない。

　南米の他の国々と同じように、ヨーロッパからやってきた白人勢力が先住民を征せい服ふくして出来た国だ。

　貧富の差は大きく、ほとんどの国が世界大戦より前に独立を果たしていたにもかかわらず、市民の多くの所得水準は発展途と上じよう国のレベルにある……という点でも、他の南米諸国と変わりはなかった。

　ところが一〇年ほど前、世界でも有数の埋まい蔵ぞう量りようを誇ほこる油田が発見された。

　奇くしくもその地域はもともと農地にも工業地にも適さないことから、政府が先住民族に割り当てた地域であった。

　なんという運命の逆転か、肥ひ沃よくな土地と引き替かえに詐さ欺ぎ同然に交こう換かんされた奥地が、たちまち宝の泉と化したのである。

　最も貧しい暮らしを強しいられてきた先住民たちは油ゆ井せいから湧わき出る黒い原油を、干天の慈じ雨うのように喜んだ。

　そこへ、バルヴェイスという男が現れた。

　元は陸軍将校だった彼は、軍事クーデターを起こし、新たに大統領となるや、タダ同然に政府が土地を買い上げられる立法を議会に通し、先住民族から土地を取り上げた。

　もともと追い立てられて、その地で暮らしてきた先住民たちである。もはや新天地などあろうはずはなく、反政府勢力として闘とう争そうを始める以外に道はなかった。

　ましてや生活の糧かてを断たたれたとなっては政府軍に抗あらがう資金もなく、爆ばく弾だんと命一つで戦えるテロ活動に走るしかない。

　かくしてエネスドラの首都サンシオンは南米のエルサレムと呼ばれるほどのテロ銀座と化した…………。

　ノアは深いため息をついた。

「うんざりとする話ね」

「それだけではありません」

　と、長官は次のスライドを見せた。

　いくつもの矢印が、世界中の国から米国に向かって伸のびている地図で、そのタイトルには『Narcotics』とある。

　麻ま薬やくのことだ。

　とりわけ大きな矢印が、エネスドラから米国に向かって伸びている。

「バルヴェイスは麻薬組織の討とう伐ばつをしているという話だけど？」

　ノアは訊たずねた。

「バルヴェイス大統領と麻薬組織は裏でつながっています」

「……！」

　ぴくり、とペーパーを握にぎっていたノアの指が震ふるえた。

　まなざしが鋭するどくなる。問いつめるように口が開いた。

「説明しなさい、長官」

「エネスドラの麻薬組織は大きく分けて二つのグループがあります」

　言って、長官は次のスライドを見せた。

「一つはドミンゴ・コネクションという白人系マフィアたちのファミリー。そしてもう一つは反政府ゲリラによる資金稼かせぎです」

　スライドは三角形の頂点にバルヴェイス、ドミンゴ、反政府ゲリラを映し出しており、軍の麻薬組織討伐作戦を示す矢印は、ゲリラのほうにだけ、伸びていた。

「まさか……、ドミンゴとバルヴェイスは」

　息を吞のむノアに、長官はこくりと頷うなずいた。

「ドミンゴ・コネクションは大統領に賄わい賂ろを贈り、大統領はコネクションに敵対する勢力を『麻薬根絶』の名のもとに軍隊を使って制圧するという構図です」

「なんてことを……！」

　机に置いていた手を、ノアはぎゅっと握りしめた。

　初雪のように白い頰ほおに、熱いものが宿った。

　許せない。

　炎ほのおのような怒いかりがノアの胸に沸わき立っていた。

「現在、エネスドラが生産する麻薬は、ほとんどが米国に流れ込んでおり、米国に密輸される麻薬の総量の三割に及およんでおります。これは米国の治安を守る上でも見み逃のがせない問題となっています」

「エネスドラ沖おきで大規模な軍事演習をしてみるというのはどうかしら？」

　ノアは提案した。

「上陸作戦の予行をしていると見せかけるのですか？」

「予行か実行か、それを選ぶのはバルヴェイスよ。態度を改めてくれればそれでよし、そうでなければ……」

　それ以上を、ノアは言わない。

「開戦の口実はどうなされます？」

　訊ねるオリバー国務長官に、ノアはきっぱりと答えた。

「人は人を守るために、法を超こえなければならない時があるわ」

　その瞳ひとみには、意思の輝かがやきが満ちている。

「ですが、エネスドラには他国を侵しん略りやくする兆候がありません。戦争をする口実が存在しません」

　現行の国際法においては、正当的に戦争を始めることが出来る要件は「その国が他国を侵略しようとした時」ただ一つである。

　国の中でどれほどに悲ひ惨さんなことが行われていようと、それを理由に他国が攻せめ込んでいい理由にはならない。

　だが、ノアは言った。

「わたしはプロセスを重視しないわ。アメリカにしか救えない命があるなら、救うだけのことです」

　ただ純じゆん粋すいなだけではない。

　どれほどの体験をしたのか、大地にしっかりと根を生やし、然として動くことのない、重いまなざしだった。

　どうすれば一四歳の少女が、これほどまでに強い意志を持つことが出来るのか、オリバーは圧あつ倒とうされた。

　ノアは一同をしっかりと見み据すえた。

「完かん璧ぺきな正義を果たすことが出来るのは、完璧な国家と、完璧な人間だけ。わたしたちにはその力があるわ。

　信じて欲しいの。

　我が国が与あたえられた偉い大だいな使命は、すべユナてイテのツド国ステをイツ守フオるーユたナイめテツにドネあイシるとヨンズ」

　情熱的に、ノアは訴うつたえた。

　あまりにも迷いのない瞳は、預言者のそれに似ている。

　それだけを言い、ノアは司令室を出た。







　オーバルオフィスとは大統領の執しつ務む室しつだ。

　作戦司令室と同じ西にし棟とうにあり、綺き麗れいに手入れをされた花々の咲さくローズガーデンを窓越ごしに見ながら、ノアは大統領の椅い子すに座る。

　一四歳の少女であるノアが座るにはちょっとぶかぶかとした椅子には、クッションを敷しいて高さを合わせていた。

　大統領である。新調しようと思えば、いくらでも自分に合わせた椅子を作らせることだって出来たはずだ。しかしノアは無む駄だな支出を嫌きらった。歴代の大統領が座りつづけたガンロックの椅子を使うことにしたのである。

　それに、歴史の重みを感じるのはノアは嫌いではない。

　深い色をした大統領の執務デスクは、第一九代のヘイズ大統領以来、一〇〇年以上に亘わたって使われ続けてきたものだ。

　務めを終え、退役を果たした軍ぐん艦かんの建材から切り出されて作られた机は、大統領の仕事はただ一つ、国民の暮らしを守るためにあることを教えてくれる。

「閣下、リースです」

「どうぞ、国防長官」

　執務室に座るノアから見て、卵型の部屋の奥にある暖だん炉ろのそばの扉とびらが開き、リース国防長官が入ってきた。

　細いメガネの奥に見える眼光がとりわけ鋭するどい、鮫さめのような男である。

「閣下、ご相談とはなんですか？」

　ノアは余計な前置きをすることなく、本題を切り出した。

「米軍の装備から、ＤＵ弾だんを廃はい絶ぜつ出来ないかしら？」

　ＤＵ弾とは劣れつ化かウラン弾のことである。

　劣化ウランとは、核かく燃料や核兵器を製造するために天然ウランを濃のう縮しゆくする過程で出来る副産物のことだ。

　核分ぶん裂れつをしないので、劣化ウランなどとレベルの低いもののようにネーミングされているが、ウランである以上、放射線を発することに変わりはない。

　半減期（放射能の強さが半分になるまでの時間）は約四五億年……。

　劣化ウラン弾とは、少量のチタニウムなどを混ぜて金属状に加工し、主に戦車の装そう甲こうを貫かん通つうさせる徹てつ甲こう弾だんの弾芯しんに用いたものなのだ。

「それは無理な相談ですな」

　リース国防長官はノアの提案をあっさりと退けた。

「ＤＵは、従来のタングステン弾頭よりも貫通効果が高いからですか？」

「その上、タングステン製よりも遥はるかに安い」

「値段の問題ではありません！」

「大統領は、敵戦車の装甲も貫つらぬけぬ弾頭をもって戦えと兵士に命じられるのですか？」

「ＤＵ弾は兵士たちにも健康障害を引き起こしていると聞きます」

　劣化ウラン弾は、標的に命中した時の摩ま擦さつ熱で燃え上がり、微粒子エアロの塵ゾルとなって周囲に拡散する。

　これは放射性物質そのものの飛散を意味し、空気だけでなく、土ど壌じようや水を汚お染せんした。

「湾わん岸がん戦争以降、米軍がＤＵ弾を用いた土地では白血病を始めとする放射能汚染に関係する病気の発はつ症しよう率りつが高まっています」

「大統領は、重さ一〇トンの爆ばく弾だんを、高度二万メートルから落として、何メートルのコンクリートを貫けるかご存じですか？」

「話を逸そらさないで」

「一〇メートルもありません。貫通能力の弱いタングステン弾頭では地中深くに立てこもる、敵の中ちゆう枢すうを叩たたくことは出来ません」

「…………っ」

　言い返す言葉を持たず、ノアは息を吞のんだ。

　リース国防長官の言いたいことは分かる。

　しかし、

「認められないわ。絶対に」

「核兵器を使ってもよいなら、話は別ですが」

「冗じよう談だんでも、そんな言葉は聞きたくないわ」

「残念ながら、冗談ではありません」

　リースは手にしていたファイルケースから一冊のレポートを提出した。

『純じゆん粋すい水爆開発に関する提案書』

「純粋水爆……？」

　初めてみる言葉にノアはきょとんとなり、すぐに眉まゆをひそめた。

「見たくもありません」

「いいえ、見て下さい。それがお仕事ですよ。ノア・オルブライト大統領閣下」

　慇いん懃ぎん無礼に頭を下げると、リース国防長官は部屋を出て行った。

「………………」

　睨にらみ付けるように扉を見つめて、ノアは長官の残したレポートのページをめくった。

『使える核兵器を！』

　見る気が失うせた。

「ふにゃあああ……」

　大きく息をついて、ノアは椅子に深く背中を預けた。

「もう音を上げた？」

「失礼ね。休きゆう憩けいを取っていただけよ」

　部屋の隅すみから、声。

　途と端たんにノアの表情が変わる。

　長官たちを前にしていた時の厳しい顔つきがたちまちに崩くずれて、子供っぽく、年相応のあどけない顔だちとなる。

　唇くちびるを尖とがらせて、ノアは部屋の隅にいる白猫ねこを見やった。

「ファウ、何度も言ってるけど、こんなことでめげるぐらいなら、わたしは大統領になりたいだなんて願い事、あなたに言ったりしませんわ」

「無理しちゃダメよ」

　白猫は笑う。

　ファウとは本当の呼び名を縮めた愛あい称しようだ。

　三〇年の命と引き替かえに、なんでも一つ、願い事を叶かなえてくれる悪あく魔まの猫。

「絶対に、諦あきらめたりしないんですから」

　ツンと顔を背そむけるふりをして、ノアは机に置かれた写真立てを見た。

　そこには、カメラに向かって恥はずかしそうに微笑ほほえむ少女が写っている。

「サラ…………」

　今はもういない親友の名を、ノアはつぶやいた。

　物静かな顔だちが静かな森を思わせる、穏おだやかな少女。

　初めて出会った時は、車くるま椅い子すに乗っていた。

　足の不自由な病気にかかっていた。

　生まれながらのものではない。

　湾岸戦争で米軍が使用した劣れつ化かウラン弾だんの影えい響きようだと診しん断だんされた……。

　サラはイラクの生まれで、戦災孤こ児じとしてアメリカの医師に養子縁えん組ぐみされた少女だった。

「大統領になったからって、なんでも望みが叶うって考えたのは甘かったかしら？」

「後こう悔かいした？」

「まさか」

　ノアはキリッとまなざしを鋭するどくすると、

「こんなことで諦めたらサラに笑われるしね」

　諦めない。

　それは、サラとした約束だった。

　本当は……、約束でもなんでもない。

　自分が勝手に誓ちかった、一方的な誓せい約やくだった。

　ノアは写真立ての中で微笑むサラを見て、頷うなずき返そうと笑みを浮うかべようとして、涙なみだが出そうになっている自分に気付いた。
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（約束すら出来なかった……）

　殺された。

　戦争に肉親を奪うばわれ、戦災で足を奪われ、治ち療りようのためにやってきた米国で命を奪われた。

　米国を激しく憎にくむテロリストによって……。

　どちらが尊い生き方をしてきたのだろうか。

　サラは怒いかりというものから一番遠いところにいた。

　自分の運命を恨うらむわけでも憎むわけでもなく、いま、出来ることだけを頑がん張ばった。

　初めて出会ったのは、ボランティア活動でリハビリ施し設せつを訪れた時だ。

　血がうまく作れない病気で、人の何倍も疲つかれやすい身体からだになっていると聞いた。

　それでも根気強く、サラは立つためのトレーニングを続けていた。

　大学に入るための勉強をしているとも言った。

　力になりたいと思った。

　同情じゃない。尊敬だ。人間はここまで力強く生きられるのだと知った。魂たましいの震ふるえだった。

　初めて歩けるようになった瞬しゆん間かんは自分のことのように嬉うれしかったものだ。

　そして大学への合格。

　人間には不可能なんてないのだと思った。

　神さまがどんなに理り不ふ尽じんな運命を強しいても、人間にはそれを跳はね返すだけの力があるのだとノアは思った。

　そこで、サラの人生は終わった。

　９・11──テロリストにハイジャックされた旅客機がＮＹの世界貿易センタービルに突つっ込んだ時に。

　……………………………………………………………………………………………………。

　ノアは誓ったのだ。

「サラは口を開くたびにのえるの話をしていたわ」

「すごい偶ぐう然ぜんね」

　ファウはつぶやいた。

「あら、わたしとファウの出会いは偶然なんかではないでしょう？」

　ノアはそう思っていた。

　たった一人の命は、決して軽くない。

　大統領になり、ウルムスタン戦争についての極ごく秘ひ資料を読んだとき、ノアは心が震えた。

　そこには、折原のえるは戦争を止めるため、事件の首しゆ謀ぼう者しやであるアル・ファドルを追いつめた過程が記されていた。

　テロリストだけではなく、米軍からも追われながらも平和を取り戻もどした彼女。

　そこにはきっと、サラへの想おもいがあるはずだった。

（一人の命は、軽くなんかない！）

　自分の命は他人よりも尊い、などと勘かん違ちがいしている連中が、たわむれに踏ふみつぶした命がどれほどの価値を持っているのか。

　教えてやりたかった。

　彼らの世界をひっくり返してやることで、それが証明出来ると思っていた。

　サラの命がここまでのことを成し遂とげさせたのだ。

　わたしじゃない。

「きっと、折原のえるも同じはずです」

　きっぱりとノアは言った。

　──子供らしい、純情ね。

　ファウは思う。

　見かけは子供でも抱だけるほどの白猫ねこでも、何百年と生きてきた彼女である。そして悪あく魔まは永遠の命を持っている。

　だから限りある命を持つ人間のように激しい感情を持つこともない。

　炎ほのおのように熱く生きられるノアを羨うらやましくも思う。

　──出会ったのは偶然じゃないわ、ノア。

　ファウは心の中でつぶやいた。

　自分がサラの前に現れたことも、メフィストが折原のえるの前に現れたことも、たまたまの偶然なんかじゃない。

　──メフィに逢あえるのは何十年ぶりかしら？

　ノアは最初の訪問先を日本に決めていた。訪日は、ファウにとっても楽しいものになりそうだった。

「でも、訪日の目的はそれだけなの？」

　にまー、とファウはノアを見つめた。

「どういう意味？」

「彼に逢いたいんじゃないのぉ？」

「まっ、まさかっ！」

　ノアは慌あわててファウの言葉を遮さえぎった。

「本当？」

「かっ、関係ありませんわっ！」

　顔を真っ赤にするノア。

「本当に会いたくないの？」

「……そ、それは会いたいと思いますけれど……」

　途と端たんに口調がおかしくなり、指をもじもじさせて、恥はじらう。

「再会しても、そんな跳ねっ返りじゃ、告白も出来ないでしょ」

　と、くさすファウに、

「今度こそ、ちゃんと告白します」

　ノアは鼻息を荒あらくする。

「ホントかしら？」

　ファウは卓たく上じようにある、もう一つの写真立てをノアの目の前にやった。

　それだけでノアは顔を真っ赤にした。

　何をそんなに照れるのか、新大統領は耳たぶの先まで肌はだを桜色にして、ごにょごにょとうつむいてしまったのだ。

「……まずはその性格をなんとかしなきゃ、ね」

　やれやれと、ファウはヒゲを揺ゆらした。

























　総理秘書官というポストは、のえるが思いつきで作った役職ではなく、代々の総理が任命してきた正式な仕事なので、毎月毎月きちんと給料が出る。

「いらないです、いらないです！」

　事務の人から給料を振ふり込むための銀行口座を確認されたとき、健太はびっくりして、両手を左右にぶんぶんと振り、受け取りをまっこうから拒きよ否ひしたのだが、そこはそれ、何事につけても頭の固いのがお役所というところ。

「決まりは決まりです」

　生まれてこれまで、他人の訴うつたえを断り切れずに一四年。いまや優ゆう柔じゆう不ふ断だん流免めん許きよ皆かい伝でんとして神の領域に達した健太である。

「国はお金がないんだし、僕の給料を節約出来るのはいいことじゃないですか」

「決まり切った仕事をするのがわたしの仕事ですから」

「そんなこと胸を張って言わないで下さいっ！」

　つっこむことはつっこむが、だからといってＮＯとは言えない日本人の代表選手である。

　のえるに相談しようと思ったが、

「いいから貰もらっちゃいなさいよ、そしてキャッシュカードをわたしにちょーだい！」

　そんなことを言われるのが関の山だ。

　そして、毎月毎月振り込まれるお給料の残高を見ては、

（のえるの面めん倒どう見てるだけで、お金なんて貰っていいんだろうか……）

　と、罪悪感にのたうち苦しむ彼なのだった。

　お金のことを思い出したのは、首相官かん邸ていに向かう道のそばにクリスマスツリーを見たからだ。

（のえるにプレゼントを買ってあげるのもいいかも？）

　そんなことを思ったのだ。

　たとえ面おも白しろ半分で総理大臣をやっていたとしても、残りの半分は真面目まじめにやっている。

　普ふ通つうの一四歳より、大変なことをしてるぶん、なにかご褒ほう美びがあってもいいと、健太は思った。

（なんにしようかな……）

　そんなことを思いながら、健太は首相官邸に入っていった。







「執しつ務む室しつにこもりきり？」

　まさか、という顔で、健太は白はく髪はつの官かん房ぼう長官を見やった。

「わたしもびっくりしたのですが、総理は官邸に入るや、脇わき目めもふらずに執務室に入り、そこから一歩も出られないのです」

「いいことじゃないですか、やっとのえるもやる気を出したのかも知れませんよ」

　そうだといいのですが……、と官房長官は言い淀よどんだ。

「どうしたんです？」

「入室厳禁というのが気になりまして……」

　官房長官と二人、執務室の前に来る。

「…………ホントだ」

　扉とびらの前には、のえる本人の字で『ドアを開けたら死し刑けい！』などと、法治国家とは思えぬ文字が躍おどっていた……。

「死刑って」

　今どき、小学生でもそんなこと言わないと思う健太である。

「分かりました。のえるがなにしてるか見てくればいいんですね？」

「お願いします」

　これも給料のうちだ。

　健太はドアノブに手をかけ、扉を開いた。

「うわ～～～～～～～～～～～～～っ！」

　部屋中にまんがの原げん稿こうが散乱していた。

　執務室には、ベレー帽ぼうに鼻眼鏡めがねを掛かけた、尊敬なのか失礼なのか分からない格好をした女の子がばりばりと筆を走らせている。

「のえるっ、なにしてるんだよ！」

「あら、健ちゃん」

　少女は筆を止め、席から立ち上がった。

「なにやってるのって、まんが描かいてるのよ、分からない？」

「そんなの見りゃ分かるよ。なんで総理大臣が、総理官邸で、漫まん画が描かなくちゃいけないのさ」

「そうなのよ健ちゃん！　よくぞ聞いてくれました」

　たじろぐどころか、待ってましたという顔をして、のえるはそばにあった新聞を広げた。

「あたし、最近、新聞読みはじめたのよ」

「いままで読んでなかったの!?」

　別のことにあぜんとなるしかない。

「これよこれ、健ちゃん見て見て」

「あのさ、のえる。総理大臣になっておきながら、これまで新聞も見てなかったの？」

「見た？　この漫画」

　びしっと、のえるは人差し指で示した。

「……無視するか」

　見ると、一コマ漫画が描いてある。

　たいていの新聞なら、紙面を一枚か二枚めくったところにある風ふう刺し漫画だ。

　怪かい獣じゆうの着ぐるみを着たのえるの重みで日本列島が沈ちん没ぼつしている。それを外国が笑ってるという構図だった。

「キツイ内容だね、これは」

「あたしに任せていたら、世界の笑い者になるとか、日本は沈没するとか、そんなのはどうでもいいのよ」

「…………いいのか？」

「問題はこれよ」

　と、のえるは漫画の中の自分を指し示した。

「あたしがかわいくな～い！」

　たしかに、ぶさいくな描かれ方をしている。

「……まあ風刺マンガなんて、権力者を笑いものにするためにあるようなものだしね」

「あたしは一四歳の女の子よ、乙おと女め心ごころが傷付くの！　許せない、許せない、許せな～い！」

　体重で日本列島が割れるとか、そういう描びよう写しやは健太もどうかと思う。
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「しょうがないよ」

「あたしはテレパシーのない人は嫌きらいなの!!」

　言って、また原稿に取り組む。

「テレパシー？」

「デリカシー……という意味なのではないか？」

　健太はメフィと顔を見合わせた。

「そうだよね、普ふ通つうないものね、テレパシー……」

　ため息をつきながら、健太は思う。

（……クリスマスプレゼントには電子辞書を贈おくろう）







　これも給料のうちだ、と健太は思った。

　のえるを思いとどまらせようと試みた。

「……それで自分も漫画を描いてみようと思ったわけ？」

「そうなの」

（本末転てん倒とうしてるのはどっちなんだか）

　心の中でつぶやく健太である。

「健ちゃん、見てみる？　わたしの漫画」

　イエスともノーとも答える前から、のえるは原稿用紙を見せる。

「へえ、ちゃんと専用の紙を使ってるんだ」

「こう見えても、まんが博士なんだから」

　あまり自じ慢まん出来ない。

「どれどれ……」

　うっ、と健太は息を吞のんだ。

　これはすごい、と思った。

　これはものすごく…………ヘタクソだ。

「と……とても個性的だね」

「でしょ？」

　のえるは誉ほめてもらったと思っているらしかった。

（しかも鉛えん筆ぴつ書きだし………………）

　ペン入れも知らないようだ。

「原稿の両面に書いてあるし」

　スクリーントーンも知らないらしい。

　服の柄がらを描こうとしてるのか、砂すな粒つぶのような点をひとつひとつ、手て描がきしているのだ。

「プロの編集さんが見ても、唸うなると思うよ、この完成度は……」

「でしょ？」

　本気で喜んでいる。

（ホントのことを伝えるべきか……）

　健太は乙女心を思いやった。

　ともあれ、首相官かん邸ていの執しつ務む室しつは漫まん画がスタジオではない。

　ましてや総理の仕事は漫画を描くことでもない。

　健太は、なんとかしてのえるを思いとどまらせようと考えた。

「……そんなに自分の漫画が欲しいなら、思い通りの話を漫画家に描いてもらえばいいじゃないか」

「それ、いい考えね。楽だし！」

（しまった……………………）

　後で悔くやむと書いて、後こう悔かい。

　浅はかなる言動に、ぽかぽかと自分の頭を叩たたきたくなる健太なのだった。







　健太がのえるを連れてきたのは東京の西北、豊と島しま区にある、外観のおしゃれなマンションだった。

「健ちゃんに漫画家してる従兄弟いとこがいるなんて知らなかったわ」

「本業はイラストレーターなんだけど、まんがも描くんだって」

「どきどきしてきた」

　と、胸に手を当てるのえる。

　見たこともないものに挑いどむときはいつだってわくわくしてくる。それが自分の好きなものならなおさらだ。

「……てか、左手に持ってる封ふう筒とうはなに？」

　嫌な予感がし、健太は訊たずねた。

　えへへ、とのえるは舌を出し、

「あたしの漫画見て貰もらおうと思って！　こんな機会ってめったにないじゃない？」

「まったく君は恐おそれを知らない人だね……」

　エレベーターが開き、少し歩いて、目指す部屋の前に立つ。

　ぴんぽーん、とチャイムを一つ。

「康やす之ゆきさん、健太です」

「いらっしゃい」

　すぐにがちゃりと金属製のドアが開いて、優やさしげな面おも立だちをした男の人が現れた。

　健太を大人にしたような人だと、のえるは思った。

「健太くん、ひさしぶりだね」

「すいません、突とつ然ぜんに変なお願いをしちゃって」

「はは、総理大臣の訪問を受けるなんて大だい歓かん迎げいだよ」

「紹しよう介かいします。彼女がのえるです」

「健ちゃんのフィアンセでーっす」

「うそですから」

「ひっどーい、健ちゃん」

　あはは、と剣さんは笑い、

「テレビでよく見てるよ」

「のえる、この人が剣康之さん、プロの漫画家でイラストも描くんだ」

「すっごーい」

　のえるは目をきらきらと輝かがやかせた。

「総理大臣になっちゃう、のえるちゃんのほうが凄すごいよ」

　と、剣さんは部屋に通してくれた。

　マンションの一室をそのまま利用しているスタジオは、普ふ通つうなら家族団らんのスペースである居間にスチール製の机を四つ、でんと並べたカタチになっていて、それぞれの机にはパソコンやら、資料の本やらが雑然と置かれている。

「…………とまあ、そんなわけで、康之さんにのえるの漫画を描かいて欲しいと」

「それはかまわないけど、はじめはのえるちゃんが自分で漫画を描こうとしたんだよね」

「そうなんですけど……」

「見せてよ、のえるちゃんの漫画」

「はーい」

　剣さんはのえるの原げん稿こうを見た。

「うまいと思うよ」

「えーっ！」

　健太はひっくり返った。

「や、康之さん、そんな無理に誉ほめなくてもいいですから……」

「いきいきしてて、味がある」

「ホントですか!?」

　両手を握にぎってはしゃぐのえる。

「康之さん、のえるを調子に乗らせてどうするんですか！」

「手伝ってあげるからさ、自分で描いてみよう！」

「いいんですか!?」

「そうなのよ！」

「いや、その、康之さん。そんなことを言うとのえるが調子に乗って……」

　健太は嫌な予感がした。

　総理大臣の権力を使って、講談社とか集英社とか小学館とか角川書店の社長を呼び出し、自分の描いた漫まん画がを載のせるよう要求するのえる。

　そして新聞の中なか吊づり広告に載る新連れん載さいの予告。

『前代未み聞もん、全まんが誌同時連載』

　本屋に並ぶ全すべてのまんが誌の表紙を飾かざるのえるの漫画。

　うわああああああああああ。

　想像するだけで、健太は頭を抱かかえて床ゆかを転がり回った。

　すると、剣さんは言った。

「初めは同人誌から始めるといいよ」

「同人誌？」

「漫画を描くだけじゃなくて、どんな本にするか考えたり、売るところまで自分たちで出来る本だよ」

「面白そうね！　それ、教えて!!」

　のえるは目を輝かせる。

　その隣となりで、感動している少年が一人。

（さすが康之さん、大人だ……）

　生徒手帳を取り出し、今のやりとりをメモしはじめる健太だった。







　たかだかテレビごときに人生を左右されたことを認めるには、二九歳という年ねん齢れいはあまりに錆さび付いていて、中学教師・木佐孝たか美みは『三年Ｂ組金八先生』の新シリーズを毎週かかさず見ていることも、ＨＤＤレコーダーに録画していることも、そのあとでＣＭをカットして高画質モードでＤＶＤに焼きなおしていることも、生徒はおろか、同どう僚りよう教師の誰だれひとりにも話せずにいる。

「ん？」

　現ナ実マの中学生ガキどもは、三年Ｂ組の生徒のようには甘くない。

　異変に気付いたのは、昼下がり。

　受け持ちの二年五組の授業をしている時だった。

「ほう、珍めずらしいな、折原」

　思わず、木佐はカツカツと黒板の上に走らせていたチョークの動きを止めた。

　驚おどろきに丸くなった眼めが折原のえるを見る。

　いつもはすやすや寝ねているか、さもなくばぐーぐー寝てるしかないのえるが、こともあろうか、真しん剣けんな目をしてノートに筆を走らせていたのだ。

「何のイタズラだ？　お前がわたしの授業を真面目まじめに受けるだなんて」

　斜しやに構えた目つきで、言う。

　のえるとは、短いつき合いではない。

　舌の根が千切れるほど激しく説教を重ねたところで、次の日にはケロリと忘れている生まれながらのピーターパン。

　ゆめゆめ、簡単に感動などしてはならないのだ。

「さすがのあたしも、のんびりしてる場合じゃないって気付いて……」

「ほう」

「今から頑がん張ばれば、まだ間に合うかなあって」

　感動など、してはいけない。

「何の準備もしてないお前なら、並なみ大たい抵ていの頑張りじゃ間に合わないぞ」

「先生の協力が必要なんです！」

「折原……、おまえ、いま、何と……」

　木佐は、自分の声が震ふるえていることに気付いた。

　目にはみるみると熱いものがこみあげていた。

「やっと……、分かってくれたのか……、わたしの気持ちが……！」

「先生、あたし本気です!!」

　木佐孝美は初めて知った。

　涙なみだとは流すものではなく、流れるものであるということを。

　頭の中で、武田鉄矢の歌声が聞こえ出す……。

「おお！　協力するとも！　お前が本気になるなら、いくらでも協力するぞ！」

「先生、本当っ？」

「本当だとも!!」

　涙を流し、木佐はのえるのもとに駆かけ寄った。

　そして見た。

　ノートいっぱいに描えがかれていた、手て描がきの漫画を…………。

「なにやってんだ貴様は～～～～っ!!」

「漫画だよ、センセ、分かんないの？」

「そんなの見れば分かるわ！　分からんのは、平然と授業中に漫画を描こうとする、お前の神経だ!!」

「内職よ内職、センセもやったでしょ？」

「内職ってのは、別の科目をやることだろうが！　いつから中学の授業に漫まん画がって単元が出来た、ああん!?」

「それ、いいわねぇ！　さっそく大臣に電話して……」

「国を動かしてまで自分を正当化するな～～～～！」

「先生のウソツキ、さっきはあたしに協力してくれるって言ったのに！」

「お前が紛まぎらわしいこと言うからだ」

「勉強がんばるなんて、あたしが言うわけないでしょ！　先生、おかしくなったんじゃない？」

「おかしいのはお前の神経だ!!」

「もー、理由なんてなんでもいいから、あたしを見逃してよ～～～～っ」

「ムチャクチャ言うな!!」

　だから、感動などしてはいけなかったのだ…………。

　はぁ。

　武田鉄矢を頭の中から追い出して、木佐はふたたび、鋭するどい視線をのえるに向けた。

「漫画を描くなとは言ってない。休きゆう憩けい時間とか、家に帰ってからやればいいだろうが」

「それじゃダメなのよ！」

「なにがダメなんだ」

「コミケに間に合わないのよ!!」

　同人コミツ誌即クマー売会ケツトのことで頭が一いつ杯ぱいの総理大臣がここにいた…………。

「分かる？　漫画の原げん稿こうを印刷屋さんにつっこんどかないと、年末のコミケまでに本が完成しないの」

「分かるかっ！」

　木佐はキレた。

「お前は漫画と期末試験のどっちが大事なんだ」

「漫画に決まってるじゃない、愚ぐ問もんよ」

「なぜそうなるっ!?」

「理由が知りたい？」

　ふふん、とのえるは胸を反り返らせた。

「……今の話の流れで、どうすればそこまで居い丈たけ高だかになれるんだ、お前は？」

「なぜって、それはね」

　ちっちっ、とのえるは指を左右に揺ゆらし、

「なぜならあたしはこれまで定期考査、連続赤点記録を更こう新しんしているからよ！　下手に勉強したら、この記録が途と絶だえちゃうわ!!」

「頼たのむから途絶えさせてくれ！」

「人間に不可能はないって、前に教えてくれたのは先生よ！」

「誰だれが底を破れと言った！　人間なら天てん井じようを目指せ!!」

「や、そういうしんどいのは他ほかの人に任せて……」

「克こつ己きしろ！　成長しろっ!!」

「事と次し第だいによっては、試験勉強してあげてもかまわないけどぉ……」

「本当かっ!?」




　中学教師・木佐孝美は、同人誌原稿のアシスタントをすることになった……。




「なんでだぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁーっ!?」

　木佐は剣スタジオで絶ぜつ叫きようする。

「生徒を救うためよ、センセ」

　しゃらりと言うのえるに、木佐は頭を抱かかえて苦く悶もんした。

「そうなのか？　本当にそうなのかっ!?」

「ついでに即売会当日の売り子も手伝ってくれない？」

「誰が手伝うかっ!!」

　がるるるるる、木佐は吠ほえた。

　その直後だ。

「のえるさ～ん、これでいいんですかぁ？」

　がちゃり、と扉とびらが開き、隣となりの部屋から、とびきり抜ばつ群ぐんなスタイルをしたバニーガールが入ってきた。

　……と思ったら、さくら先生だった。

　木佐は息も出来ないほど、うろたえた。

「なっ、なんて格好をしてるんですか！　桃もも園ぞの先生!?」

「のえるさんに頼まれまして……」

「折原っ！」

「んー、もうちょっと大だい胆たんな格好にしてもいいかもね」

　腕うでを組み、真しん剣けんな顔をして言うのえるに、

「こっ、これ以上ですかぁ!?」

　さくらは、自分の名前みたいな色に頰ほおを染めた。

「桃園先生も桃園先生です！　何を考えてるんですか、いい年をしてコスプレなど……」

　大人が子供を叱しかるような口ぶりで、木佐はさくらを睨にらみ付けた。

「すみません……木佐先生」

　しゅんと肩かたをすくめ、さくらが頭を下げる。

　と、布一枚でガードされている、グランドキャニオンのような谷間が、木佐の目に飛びこんできたのだった。

「……うっ」

　木佐は焦あせった。

　頭からぴょこんと伸のびたウサギの耳に、水着のような露ろ出しゆつ度どのレオタード。ただでさえむちむちとしていた脚あしは、黒タイツの広い編み目のせいで、はちきれんばかりに見えてしまうのだ。

　みっちりとお説教をしてやろうにも、なんとも目のやり場に困る姿をしていた……。

「その……、あの……、どうしてまた、そんなおかしな格好を？」

「売り子を手伝ってくれたら、期末テストの試験勉強をするって言われまして……」

「売り子っ!?　そんな格好で人前に出るんですかっ!?」

「す、すいません……」

「わーっ、お願いですから、前まえ屈かがみにならないで下さい～っ！」

「？」

　きょとんとなるさくらを尻しり目めに、木佐は怒いかりの矛ほこ先さきを、のえるに向けた。

「何を考えてるんだ、お前は！」

　するとのえるは申し訳のない顔をするどころか、入場チケットをチラチラと見せつけ、

「木佐先生も売り子手伝ってくれるぅ？」

「だっ、誰が手伝うかっ！」

「ほかの先生に頼たのんでもいいんだけどぉ」

「なっ……！」

　ちらりと、胸の奥を見み透すかすように木佐の顔を下から覗のぞきこむ。

「しっ、仕方なくだぞ！」

　木佐は、奪うばい取るようにのえるの手からチケットをもぎとった。

　そしてのえるはひそひそと、

「ねっ、さくら先生を巻き込めば木佐先生もついてくるって言ったでしょ？」

「ホントだ……」

「それとこれとは関係ないッ!!」

　絶対手放してなるものかとばかりにチケットを握にぎりしめながら、そんなことを主張する木佐先生だった。







　それでまあ、のえるが試験勉強を始めるかというと、そんなことはなく……、

「さあ、アシスタントも増えたことだし、あと三二ページ、徹てつ夜やで書き足しましょう！」

「おい、こら！　試験勉強はどうなった!!」

　せっせと背景を描かいていた木佐が、椅い子すを跳はねとばすような勢いで立ち上がった。

「初めは三二ページもあれば描けるかなぁって思ってたんだけど、構想を練ってるうちに、イメージが膨ふくらんできちゃって」

「私との約束はどうなった!?」

　おほほ、とのえるは笑い。

「あらやだセンセ、二九にもなって、政治家が公約を守ってくれるだなんて思ってたのぉ？」

「帰るっ！　私は帰るぞっ！」

　と、のえるに背を向け、玄げん関かんに向かって歩きだそうとした、その時だ。

「ねえ、ほのかちゃん。さくら先生の新しいコスプレ衣装出来たぁ？」

『もうすぐ着付けが終わります～』

　隣の部屋から、声がした。

「もうすぐだって、木佐先生」

「………………………………………ほんとに原げん稿こうが終わったら試験勉強するんだろうな」

「するする」

　たとえるなら『はい』ではなく『はいはい』のような口調だろうか。

（うっわー、しない気満々だぁ……）

　隣の席で、はみ出た線をホワイトで修正してる途と中ちゆうの健太は思う。

　しかし、

「ホントだぞ、ホントだからなっ！」

　木佐は倒たおれた椅子を戻もどすと、再びペンを取り、せっせと背景を描き始めるのだった。

　ひそかに顔が赤くなっていたりするのだが、そこには触ふれてあげないのが子供のたしなみだろうと、のえるも健太も思った。

「のえるさん、出来ましたぁ」

　がらりと扉とびらが開き、ほのかが現れた。

「ほらぁ、さくら先生」

「は、恥はずかしいですぅ……」

　戸に隠かくれるようにして、ちょこんと顔だけを出すさくら。

　ほのかが手を引くが、頑がんとして出ようとはしない。

　あっさりと、のえるが戸を引いた。

「きゃっ」

　現れたのは、レースクイーンだった。

　しかも、水着が上下にセパレートされた、ビキニスタイルの衣装だ。

　露出度が、バニーガールの時とは段だん違ちがいだった。

　きゅっとくびれた背中から腰こしにかけての曲線も、まだ誰だれの足そく跡せきも付いていない新雪のように白い肌はだも、すべてが露あらわで……、

「ねえ、木佐センセはどう思う？」

「わたしは背景を描くので忙いそがしいっ!!」

　直視出来ない男が一名、いるほどだった。

「キレイだよ、センセ、すっごく大人っぽい」

「そ、そうですかぁ？」

　おどおどとしていた顔が、わずかに華はなやぐ。

「うん、同じ女として憧あこがれちゃうもの」

「そ、それほどでもぉ……」

　えへへ、と照れる先生。

「レースクイーンといえばパラソルよね。そうだわ、この丸めたポスターを傘かさ代わりにしてポーズ決めてよ」

「こ、こうですかぁ？」

　さくらは丸めたポスターを受け取ると、脚あしを揃そろえ、ツン、と身を反り返らせるようにして胸を張った。

　と、わずかに大事なところを隠していた水着が悲鳴をあげるように伸のびた。

　そしたら、

　ぷちん……………………。
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　はらりと、前方に向かって水着がはだけ落ちた。

　ぷるん、と。

　のえるの目に、ほのかの目に、健太の目に、生まれてこれまで見たこともないほど見事で美しい胸のふくらみが露わになった。

　そして、隣となりには見落とした男性教師が一人、猛もう烈れつな勢いで、

　が～～～～～～～～～～～～～～～ん！

　……となっているのだが、それはおいといて、ほのかは慌あわてて先生に駆かけ寄った。

「ごめんなさい。間違えたみたいです。バニーガールと同じ寸法で作ったのに……」

　すると、両りよう腕うででぎゅう、と胸を隠した先生がうつむいた。

「あ、いえ、ほのかさん、たぶん、そうじゃないと思います」

「でも、わたしの作った服です……」

　ぽっ、とさくらの頰ほおが火の点ついたように赤くなった。

「あの……最近、わたしのムネ、また大きくなり始めたみたいで……」

「「「まだ大きくなってるのっ!?」」」

　見み逃のがした男は鼻血を出していた。

「きっ、木佐先生っ!?」







　……とまあ、そんなこともありながらも、のえるの描かいた漫まん画がも、無事、印刷会社への入稿を済まし、あとはコミケ本番を待つのみとなった。

　そんなある日のことだ。

「……あのさ、のえる」

　健太の家の居間である。

「なあに？」

「いま、ニュースで、ノア大統領の訪日スケジュールを言ってたんだけどさ、のえるとの首脳会談の日って、コミケの日と重なってるんだけど、これって間違いだよね？」

「あ………………」

「忘れてたのっ!?」

「やあねえ、そんなことあるわけないじゃない。このあたしとあろう者が」

　はっはっは、と乾かわいた笑いをもらすのえる。

「………………コミケは不参加だね」

「いやっ、ここまで来たのに諦あきらめるなんて出来ない！　あたし売るわ、同人誌売るっ！」

「大統領ほっぽらかして、同人誌売る気なの!?」

「コミケは来年もあるんだし。売り子は僕たちがしとくから」

「こうなったら、策は一つしかないわ」

　ふふん、とのえるは瞳ひとみを輝かがやかせた。

　のえるはまるで、人類を救う名案を思いついたかのような顔をして、言い切るのだった。

「コミケこつちに来てもらえばいいのよ、大統領に」

　健太は思った。

（こんなによく回る頭なのに、どうしてテストの成績は悪いんだろう……）

　ちなみにのえるの二学期の成績は、保健体育をのぞいて見事なまでにアヒルの合唱隊だった。

























　大好きな友達には、やっぱり「わたしもあなたが大好きよ」と言って欲しいものだ。

　ましてや一番好きな友達なら。

「のえるって凄すごいのよ」

　それがサラの口くち癖ぐせだった。

　少なくとも、ノアの知るサラはそうだった。

　自分について話すことはあまり好きではなかったサラは、折りにつけて、のえるという女の子の話をした。

　普ふ通つう、知れば知るほど、その人のことが分かってくるものだが、

　八階にある部屋に窓から忍しのびこまれたとか、

　子供なのに、たった一人で世界中を旅してるとか、

　氷河づたいに北極を横断したとか、

　話されるたびに、のえるという人間が分からなくなるノアだった。

　もちろん、サラが噓うそをついていると思っていたわけではない。

　あんなに頰を真っ赤にして話してくれることが噓なはずがない。

　だから、面おも白しろくなかった。

　悪気で言ってるわけじゃないところが、なおさらノアには面白くなかった。

「わたしのほうが凄いわ」

　何度、言ってやりたかったことか。

　テストで一番以外の順位を取ったことはないし、一〇歳になる前に大学にだって推すい薦せん入学をした。

　入った数学科では、証券会社と共同で、先物取引市場や各種経済指標の動向から、今後の株価変動を予測するヘッジファンドモデルを開発し、サラリーマンをしている両親が二人がかりで一生かかって稼かせぐ収入を一年で得た。

　中学生になる前に、社会人にならずに済んでしまい、学校に行く必要もなくなった。

　やることもないので、今度は為替かわせ相場の変動を利用した資産運用のプログラムを書いて、試しに銀行口座でいびきをかいていた自分の資金を回してみたら、数百倍になった。

　このままだと、わずかな外貨準備をやりくりして国家経営を成り立たせている小さな発展途と上じよう国こくをいくつか吹ふっ飛ばしてしまいそうだったのでプログラムは闇やみに葬ほうむった。

　儲もうけたお金で慈じ善ぜん活動をする財団を設立してもよかったが、それだと自分は本当にフロリダのリゾートビーチで、日がなゴロゴロとするしかやることがなくなってしまうので、自分自身がボランティアをすることにした。

　──それぐらい、わたしは凄い！

　そんな風に、思い上がっていた。

（昔の、わたしはそうだった）

　そうじゃないと気付いたのは、いつの日のことだったろうか。

　寒い日のことだったと思う。

　冬のニューヨーク州は、日本で言えば東北地方ぐらいに寒い。

　窓の外はしんしんと雪の降る、灰色の一日だった。

　サラの歩行訓練が遅ち々ちとして進まないことに、その時のわたしはイラついていた。

　毎日毎日、同じところでつまずいてしまう。

　昨日より、歩ける距きよ離りが短い時もある。

　リハビリのメソッドは間ま違ちがっていなかった。キチンと勉強をしたわたしのサポートが間違うなんて有り得なかった。

　思い切って、カウンセラーさんに訊たずねてみると、リハビリをしたところでサラの歩行能力は健常者のように回復する可能性は少ない、という答えが返ってきた。

　一いつ瞬しゆんでわたしは馬ば鹿か馬ば鹿かしくなった。

　どんなに頑がん張ばっても、たいした成果が得られないなら、その時間で腕わん力りよくを鍛きたえて、車くるま椅い子すを自在に操作出来るようになったほうがいい。なにより無む駄だがない。

　ただでさえサラは障害のせいで、他人よりも無駄な時間を支し払はらわされているのだ。カウンセラーさんは本人にやる気がある以上は生きる希望を断たってはいけないと言っていたが、人生という資源を無駄に使わされることのほうが罪だと、その時のわたしは思った。

　わたしが場を離はなれている間も、サラは歩行訓練を続けていた。

　サラは諦あきらめることを知らなかった。

　つまずいても、手すりに手を伸のばし、また立ち上がろうとする。

　わたしは知っていた。

　満足に血の作れない病気にかかってしまったサラは、頑張ろうにも、無理をするだけで寝ね込んでしまう身体からだだということを。

　立ち上がろうにも足の神経機能が脳の言うとおりに反応してくれないことも、立ち上がれたとしても、成長を疎そ外がいされた筋肉では体重を維い持じ出来ないこともわたしは知っていた。

「もうやめようよ、サラ」

　見ていられなくなって、わたしは本当のことを喋しやべった。

「知っているわ」

　あっさりとサラは言った。

「少しでも可能性があるなら、頑張る理由になるでしょ？」

「そんなの……、そんなの意味がありませんわ」

「どうして？」

「計算すれば分かります。無駄な努力に価値があるなんてわたしは思いません。人生は楽しく生きるためにあるものですわ」

「ノアは、そう思うのね」

「サラはこれまでいっぱい損してきたから、これからはいっぱい得するべきなの。わたしたちぐらいの子なら、放課後みんな遊べてる時間を、こんなことに費ついやして何の意味があるの？」

「人生に勝つか負けるかって、私は損得じゃないと思う」

「えっ……」

「頑張って、頑張って、出来るところまで頑張って敗北したら、それは負けじゃないのよ」

「負けは負けよ」

「人生はゲームじゃないわ。誰だれかが勝ったら、誰かが負けるようなものじゃない。勝ち負けは自分で決めるものよ。少なくとも、わたしはそう思う」

　言って、サラはまた手すりに手を伸ばした。

　小さな……小さな手が木の柄えを摑つかみ、あるかないか分からないぐらいに細い筋肉を震ふるわせて二の腕うでを引き上げようとする。

　わたしは肩かたを貸して、サラを立ち上がらせた。

　左右の手すりを摑み、サラは直立を維持しようとする。

　まだ腕の力を借りなければ満足に立つことも出来ないのだろう。ぶるぶると肩が震えていた。

　ゆっくりと、身体を傾かたむける。

　一歩。

　ゆっくりと、また一歩。

　サラの額には汗あせが滲にじんでいる。

　食いしばった歯の軋きしみが聞こえてきそうなぐらいに張りつめた顔をして、三歩目を刻もうとして……、崩くずれる。

「もう、だから言ったでしょう？」

　聞き分けのない子をたしなめるように唇くちびるを尖とがらせ、わたしは肩をすくめた。

「三歩、歩けたぁ……」

「調子のいい時の半分もいってませんわ」

「でも、今日の合計はこれで一〇〇歩だよ」

「えっ……」

「一度に一〇歩、歩けるより、今日のほうが凄すごいと思わない？」

「……………………」

　その時、わたしは頭が真っ白になっていた。

　地球がでんぐり返ったような気持ちになっていた。

　そんなこと、考えたこともなかった。

　言われれば確かにその通りだと思った。

　否定しようにも、わたしの胸はじんじんと熱くなっていたから。

　のえるが教えてくれたことだ、とサラは言った。

「のえるが……」

　そのとき初めて、わたしはのえるという女の子を好きになれそうな気がした……。

（その、のえるがここにいる）

　首都高速湾わん岸がん線を通って、橋を越こえると、ピラミッドの底を天に掲かかげているようなカタチをした建物が見える。

　東京国際ビツグ展示場サイト。

　思わずノアは、その偉い容ようをよく見ようと、リムジンの窓を降ろした。

「大統領！」

　隣となりの席にいた国務長官が、慌あわてて窓を閉める。

「空気が吸いたかっただけよ、のえると同じ空気を」

「しかし……、前ミス大ター・統領ロバートから報告を受けておりますが、折原のえるという人物は、とかく非常識な人間ですな」

　フン、と国務長官は鼻を鳴らした。

「招待するといって、送られてきたチケットがたったの三枚とは、合衆国アメリカを馬ば鹿かにするにもほどがある」

「コミケとはそういうルールの場所なのでしょう？　アンフェアでなければ、堂々と受けて立つのが合アメ衆リカ国ン・精スピリ神ツツというものです」

「ですが…………」

　リムジンは会場を半周して、裏口につける。

　降りたのはノアと国務長官、そして大統領をガードするSSセキユリテイサービスの三人だ。

　責任者が現れて、軽く挨あい拶さつをすると、開会する直前の会場へと案内される。

「わぁ……」

　ノアは息を吞のんだ。

　上階から見下ろした会場は、見み渡わたすかぎりの本、本、本！

　コンサートホールをいくつもつなげた空間を人と机と本が埋うめ尽つくしているのだ。

「けっこうな人数ね」

「こんなものじゃありません」

　案内してくれた人は胸をそびやかした。

「今はまだサークル参加者だけですが、開会すれば、ここに本を買う一いつ般ぱん参加者がどっと入ってきますからね」

　話によると『ハリーポッター』の初版部数をはるかに超こえる数の本が会場に運び込まれ、開かい催さい期間である三日のうちに売られていくのだという。

　と、そんな説明とは関係なく、国務長官は腹を立てているようだった。

「それにしても、人を呼びつけておいて出で迎むかえにも来ないとは、失礼な総理だ」

「さすがはのえるですね」

「は？」

　長官が、目を点にした。

「インディーズだけでこれほど集客力のあるコンベンションはアメリカにもありませんわ」

「とはいえ、たかだかコミックです」

「ハリウッドだって、昔はたかだか映画にすぎませんでした」

　言って、ノアは階段を下りていく。

「きっとのえるは日本もアメリカに負けぬ文化力を持っていることを我々に誇こ示じしたいに違ちがいありません」

「そうでしょうか……」

「そうに決まっています」

　きっぱりと、ノアは断言した。

「わたしは長官よりのえるのことを知っているつもりです。わたしの知っているのえるは、何の考えもなく行動を起こすような人ではありませんわ」

「はぁ…………」

　半信半疑な顔をして、後を追う長官。

「さて、のえるのいる場所サークルとやらはどこなのでしょう……？」

　と、もらった地図を広げて、自分たちのいる場所を確認しようとした時だ。

　場内アナウンスが、コミックマーケットの開催を告げた。

　うわああああああああああ、と音がした。

　それは人間だった。

「走らないで下さい！」

「お願いですから会場内では走らないで下さい！」

　止まらない。

　お目当てのサークルに向けて突とつ撃げきをかける、一般参加者の人の波だった。

「きゃあ！」

　ノアは吹ふき飛ばされた。

　ノアの身を守るはずのSSは、ずかずかと踏ふみつぶされた。

「大統領っ！」

「国務長官！」

　引き離はなされまいと、生き残った二人が互たがいに手を伸のばす。

　届かない。

　二人がいた入り口付近は、乗車率二〇〇％オーバーの満員電車のような状態になっていた。

「だっ、大統領ぉ」

　苦く悶もんに長官の顔が歪ゆがむ。

　ちなみに国務長官というのは、日本で言えば、総理大臣と外務大臣を兼かねたようなポストだ。

　ノアはノアで押しつぶされそうになりながら、うめく。

「のえる……！　いったい何を……、何を考えていますの!?」

　実は、なにも考えていなかった。







『総理大臣の同人誌、売って〼マス』

（どうして総理大臣が同人誌を……）

　そんな疑問を抱いだくのは自分だけなのだろうかと、健太はたった一人、取り残されたような孤こ独どく感に襲おそわれた。

　売れていた。

　のえるの作った同人誌は飛ぶように売れていた。

「一冊ください」

「五〇〇円になりまーす」

　賑にぎわいはサークルの前だけではない。

　行列はぐんぐんと伸びて、目で追えないぐらいになっていた。

「おい、東館ですごい同人誌売ってるぜ」

　携けい帯たいで仲間に電話している客もいる。

「はぁ……」

「健ちゃん、この忙いそがしいときに、なに、ため息ついてんのよ」

「いや……、最近の世の中の変化には付いていけないなあって……」

　言いながら、作業に戻もどる。

　健太の仕事はバックヤードで、木佐と共に梱こん包ぽうを解いて、本の補ほ充じゆうをすることだった。

　売り子には、さくら先生とほのかが立っている。

　剣さんと合体サークルで参加したのえるたち六人は次から次へと売れていく本を、せっせとさばいていた。

「……にしても、」

　健太は、のえるの作った同人誌を見た。

　カラー表紙のオフセット印刷が全盛となったこの時代に、墨ぼく汁じゆう一いつ滴てき、





『あたしのまんが!!　折原のえる』






　と、活書された表紙は、なんともインパクトのある代しろ物ものではあるのだが、

「……売れすぎな気がする」

「なに言ってるのよ健ちゃん。この本は世界に誇ほこる日本の印刷技術の粋すいを集めた一冊なのよ」

「……また、大げさなこと言ってるし」

「ホントよ、ここ見て、健ちゃん」

　のえるは本を裏に向けると、印刷屋さんの名前が明記された部分を指さした。

　国立印刷局…………。

「お札刷ってるところじゃないか～～っ！」

「見て、ここ、ホログラム」

　千円札や五千円札や一万円札の左下隅すみでよく見かける銀色の模様があった。

「意味ない～～～～～～～～～～～！」

「他ほかにも、すき入れ、バーパターン、潜せん像ぞう模様、マイクロ文字、パールインキ、特とく殊しゆ発光インキ、深凹版印刷……と、お札に使われている特殊印刷技術がそのまま使われているのよ」

「意味ない……、ホントに意味ない……」

「と、油断するでしょ？」

　のえるはぴらりと表紙を開いた。

　すると雑誌の付録によくある、袋ふくろ綴とじが現れた。

「カードでも入ってるの？」

「そう思うでしょ？」

　にんまり、とのえるは笑い、封ふう筒とうを破った。

「なんと中には本当の千円札が～」

「犯罪だよッ!!」

「開けてびっくり、こんな付録見たことな～い」

「むちゃくちゃだぁ～～～～～～～っ！」

　少年の哀かなしい悲鳴がこだました。

　いくらこだましても、のえるの行いが改まるはずもないのだが。

「まあまあ健ちゃん、漫まん画が読んでよ、あたしの漫画」

　ぽんぽんと背中を叩たたき、期待に満ちあふれた眼めで、のえるは健太を見た。

「も～、しょうがないなぁ～」

　諦あきらめて、健太はページをめくった。

















『極ごく悪あく甲子園』









「あのさ、のえる」

「なぁに？」

「……………………読むの、やめていい？」

「読んでよう！　あたしや健ちゃんも出てくるのよ」

「え～～～～っ」

　うんざりとした顔をする、健太。

「サクッと読める、さわやか青春スポーツ漫画だから、読んで読んで」

　と、健太の返事を聞かぬうちから、のえるはページをめくってみせた。

「なッ………………………………………！」

　これまで読んだこともないような漫画に、健太は息を吞のんだ。

　いったい、のえるはどんな傑けつ作さくを描かいたのか？

　漫画の内容を文字で伝えるのは難しいが、ここからはノベライズ形式でお送りしよう!!




　　　　＊









　どう、と音がして、バッターが倒たおれた。

　亀き裂れつの入ったヘルメットが脱ぬげ、ぽろりと血で染まったボールが転がる。

「デ、デッドボール!!」

　高々と審しん判ぱんの手が上がる。

〝おーっと、死しに神がみ学院先発ピッチャー、泥で美び流るくん。これで九人連続の死球だぁ!!〟

「ヒッヒッヒ……」

　ぺろり、と舌なめずりをする泥美流はマウンドの上。

　にやにやと笑う泥美流の視線の先では、倒れたバッターがタンカで運ばれていた。

　ベンチから坊ぼう主ず頭あたまの選手が飛び出し、帽ぼう子しを被かぶりながら一いち塁るいに向かう。

〝どうやら代走が立つ模様です〟

　いっぽう三塁からは、ランナーが元気なくホームインをしていた。

〝またも押し出し、天てん資し高校これで六点目です。それにしても泥美流くんは先頭打者から九人連続のデッドボール。それもすべて頭部直ちよく撃げき、全員医務室送りの死球です〟

　次なるバッター、御帰ミカエルが打席に立つ。

　不敵な笑えみを浮うかべる御帰。

　けっ、と泥美流は唾つばを吐はき、

「いやに余よ裕ゆうじゃねえか、今の状じよう況きようが分かってんのか？　ハン！」

「泥美流……、お前のほうこそ今の状況が分かっているのか？」

「ん？」

「一回裏、六点差、無死満塁。そして貴様はストライクを投げられない有様……、これがどういうことか分かるか？」

「分かってるさ」

「ヒットだろうと、四球だろうと、僕が塁に出れば、七点差。コールドゲームが成立だ！　それこそ貴様のデッドボールでもな!!」

「追いつめられてンのはどっちかな」

「なんだと？」

「高校野球規約では一試合に出場できる選手は一八人まで。そしてオレは九人を病院送りにした。これがどういうことか分かるか？」

　ハッ……！

　気付いた御帰は自軍のベンチを見る。

　誰だれもいない!!

「ひゃーっひゃっひゃっひゃ！　このボールで貴様の頭ず蓋がい骨こつを粉ふん砕さいすれば、お前のチームは九人以下になってゲームオーバーってワケさぁ!!」

「……ひ、卑ひ怯きよう者ものめっ！」

「卑怯？　ルールブックをよく読めよ。死球のペナルティは一塁打。それだけって決まってるのさ、一〇〇年前からな!!」

「ゆ、許せんッ！」

「ひゃーっひゃっひゃっひゃ！　貴様は無様にむざむざとくたばるだけなのさ!!　このオレ様の死球でな!!」

　カツン、と。

　甲子園の屋根に少女の足音が響ひびいた。

「ルールがあれば何をやってもいいってことにはならないわ!!」

　屋根は屋根でも、屋根の上だ。

　太陽の光を背に受けた少女のシルエットが浮かび上がる。

　風を受けて、やんちゃなポニーテールがふわりとなびく。

「だっ、誰だ貴様!?」

「勝負よ！　あなたのボール、投げてみなさい!!」

　とう、と、のえるは跳とび上がり、バッターボックスめがけて降下する。

「死ねえええええええええええええいっ！」

　泥美流はのえるの着地点めがけて硬こう球きゆうを投げつける。

　着地したのえるは、すっくと立ち上がった。

　そのままスイングの構えを取れば、頭の位置に泥美流のボールが激げき突とつする軌き道どう。

　しかし、のえるはバットを握にぎらなかった。

「なにぃ!?」

　立ち上がるかに見せたのえるは華か麗れいにターンを決め、そのままバック宙てんに入った。

〝おおーっと、この足のスイングは……、足のスイングは、黄金の、黄金の……オーバーヘッドシュートだ～～～～～～～～！〟

　唸うなりをあげて叩たたき込まれたサッカーボールは、敵ＧＫの両手の間をブチ抜ぬき、ゴールのネットを揺ゆらした。

〝ゴール！　ゴールゴールゴール！　なんと、折原選手、ワールドカップにつながる決勝ゴールを上げましたぁ!!〟

「バッ、馬ば鹿かなっ！」

　頭を抱かかえ、泥美流は絶ぜつ叫きようした。

「こんなの野球じゃない！」

　そうよ、とのえるは言い切った。

「これは野球じゃないわ！

　サッカーよっ!!」

「ふざけるなッ！」

　グラブを棄すて、泥美流が殴なぐりかかろうとする。

「試合はまだ終わっていないわ！」

　のえるは御帰にボールを寄こせとうながした。

　すぐにセンタリングを上げる御帰。

　のえるは猛もう然ぜんとゴール前に走りこむだけだ。

「左手は添そえるだけ……」

　膝ひざを落とし、身体からだ全体でボールをキャッチしたのえるは、ためた右手をまっすぐに伸のばして、ボールをスローした。

　決まるか、決まらないか。

　息を吞のむ音すら聞こえるほど、スタジアムは静まりかえった。

　人の頭ほどはあるバスケットのボールが、くるくると回転しながら弧こを描えがき……、

　すとん、とゴールリングを貫つらぬいた。

〝おおーっと！　折原選手、これは常識破りの三ポイントシュートだぁ～～～っ！〟

「おおおおおおおおおおおおおおおお！」

　両りよう腕うでを高々と上げ、歓かん喜きに震ふるえる仲間たち。

　だが、まだ二点差で負けていた。

　残り時間はほとんどない。

「まだ……まだ、オレたちの勝ちだ！」

「勝つのは、わたしたちよ!!」

　たった一人、のえるは駆かけだしていた。

　落ちたボールはまだ、コートに接せつ触しよくしてはいない。

　のえるはフルウエスタンに握ったラケットをスイングに持ち込んだ。

　まるで、巡めぐり会うことが運命づけられていた恋こい人びとたちのように黄色いボールと白いガットが交こう錯さくする。

　スパーン！

　時速二〇〇キロを超こえるスマッシュが相手コートのライン内側を叩いた。

　電光掲けい示じ板ばんに追加される十五点。

〝おおーっと！　これで天資高校逆転！　七点差以上をつけて、天資高校逆転勝利!!　コールドゲームが成立だあ～～～～っ!!〟

　スタジアム中から、わき起こる歓声。

　なぜかのえるの手にはバットが。

　バットといっても、クリケットの平べったいバットだったが。

　しかし、泥美流にもう戦う意欲はない。

　さきほどまでの凶顔が噓うそのように流れ去り、さわやかな顔をのえるに向けた。

「……負けたぜ、のえる。オレの完敗だ」

　握あく手しゆを求めようと、手を差し出す。

「ふっ、なに言ってるの、泥美流」

　言って、ぴんと伸ばした人差し指をのえるは突つきつけた。

「勝負はこれからよッ!!」

「なんで～～～～～っ!?」





「……………………………………………………………………………………………………」

　ぶるぶると、同人誌を持つ手が震えていた。

「どう、健ちゃん。面おも白しろい？」

「面白いというか、なんというか……、そういった次元を超ちよう越えつしてる気がするよ」

「漫まん画がは〝引き〟が大事だって剣さんが教えてくれたから、とにかく先が読めない展開にしてみたの♪」

「……たしかに読めない展開ではあるよね」

　絶対に何か違ちがうと思う健太である。

　とはいえ、続きは気になった。

（ど、どうなるんだ……？）




　めくる。


























続き、考えつかなかった。

ごめん、おしまい（のえる）









「……………………………………………………………………………………………………」

　ぶるぶると、同人誌を持つ手が震ふるえていた。

「漫まん画がの常識を打ち破る自由な創作！　これぞ同人の醍だい醐ご味みっ!!」

「自由すぎだよっ!!」

「もーっ、健太くんも、のえるさんも、漫画読んでないで手伝ってください～～～っ！」

　売り子をしていたほのかが悲鳴をあげた。

　冬らしく、サンタの格好をしている。

　さくら先生とお揃そろいだ。

　ほのかがしっとりとしているのか、それとも先生が幼すぎるのか、同じサンタの格好をして並ぶ姿は仲の良い姉妹にも見える。

　もちろん、

「握手して下さい！」

「もう一冊買ったら、サイン貰もらえますか？」

「次のＣＤシングルはいつ出るんですか？」

「副総理の仕事、またやらないんですか!?」

　かわいらしさにおいて、さくら先生がほのかに負けているわけではなかったが、先日、のえるのイタズラに巻き込まれて、芸能選挙活動をしたぶん、ほのかのほうが人気があった。

[image: ]

「このまま、ほのかちゃんたちが売り子してたほうが本が売れる気がするんだけど……」

「手伝ってくださぁ～い！」

　ぜんぜん迫はく力りよくのない顔で怒おこられても、のえるには痛くも痒かゆくもない。

「……ところでセンセ、なんでバニーガールの格好をしてくれなかったの？」

　と、さくらに話しかけると、先生はこれまた、怒っても蟻ありの子一匹ぴき逃にげ出さない顔で眉まゆを吊つり上げ、

「恥はずかしいからですっ！」

　ふふん、とのえるは腕うでを組み、

「そんなことだろうと思ったわ」

「え？」

　きょとんとする先生の胸元、サンタの白くてふわふわとしたボンボンを摑つかむや、つながっていた紐ひもを一気に引き下ろした。

　と、だ。

　はらりと脱ぬげる赤い布。

　先生の身体からだから、コロシアムで闘とう牛ぎゆう士しがかざす情熱の色がはだけ、淡あわ雪ゆきのような白とわずかばかりの赤い布が全ぜん貌ぼうをみせた。

　そう、ビキニサンタが現れたのだ。

「クリスマスといえば、南半球では夏！　サンタはサンタでも、灼しやく熱ねつのブラジルバージョンよっ!!」

　ちょん、と。

　母コアラにしがみつく子コアラのように丸々とした先生の胸の膨ふくらみを、のえるはつついた。

「うおおおおおおおおおおおおおおおお！」

　木佐先生だけではない。

　サークル前にいたお客だけではなく、あたりにいた一いつ般ぱん参加者から、左、右、後ろ、正面のサークル参加者までがどよめきを発した。

　秩ちつ序じよだっていた行列は、たちまちライブステージ前のような有様となり、いちはやく危険に気付いた剣さんが飛び出した。

「健太くん！　スタッフに連れん絡らくして!!」

「分かりました！」

　どうしてこんなことになってしまったのか……。

　健太は、泣きたい気分だった。







　どうしてこんなことになってしまったのか……。

　ノアも泣きたい気分になっていた。

　ここはいったいどこの災害現場なのか。

　土石流のように押し寄せる人のかたまり。

　前から後ろから、右から左から、荒あれ狂くるう海のように波は襲おそいかかり、敢かん然ぜんと歩を進めようにも、反対方向から迫せまる人の壁かべに、たちまち吹ふき飛ばされる。

「まっ……、負けてたまるものですか！」

　突とつ進しんする。

　いかな日本の漫画が国際化してきたとはいえ、コミケ会場で白人少女とスーツ姿の紳しん士し二人連れの組み合わせは珍めずらしい。

　ましてや少女はとびきり美しく、それをブチ壊こわしにするぐらいに目が血走っているのだ。

「おっ、あれ見てみろよ」

「気合い、すげー入ってんな」

　たとえば、自分のサークルで客の流れを見守っていた売り子たちが噂うわさする。

「あの子、なんのファンだと思う？」

「アス×キラと見た」

　勘かん違ちがいされたりもする。

　むろん、ノアはアスランもキラも知らない。

　あるサークルの前で立ち止まったといっても、それは自分の現在位置が分からなくなったからだった。

　地図を見せ、のえるのいる場所までの道を訊たずねると、お礼代わりに本を買う。

　警察とか刑けい事じとかいう字が並んでいるのを見るに、実写ドラマのファンサークルらしい。見たこともない番組の本を買ってもしょうがないし、失礼な気がしたので、かわいいキャラクターが表紙の本を選んだ。

『ピーポくん総受け本！』

「総受け……？」

　なんのことだか分からない。

　まあいい、自分の目的はのえるに逢あうことだとノアは歩き出す。

　どんっ、と人とぶつかった拍ひよう子しに、くいっと首が引っ張られた。

　首からかけていたペンダントがぶつかった相手のショルダーバッグに引っかかったのだ。

　くるりと身体が回ったはずみで、ノアはバランスを失う。ぐらりと揺ゆらいだ自分の重みで、ペンダントのチェーンが千切れる。

「ちょっ……！」

　宙を舞まったペンダントは人波に落ちて、たちまち見えなくなった。

「わたしの……、大事な！」

　どれほど大切なペンダントなのだろう。ノアは顔色を変えて、手を伸のばした。

　ペンダントは落ちた場所から蹴けられ、また見えなくなる。

「どうしたんですか、大統領？」

「探して……、あのペンダントは！」

　子供が親に訴うつたえるように、ノアは嘆たん願がんした。

『大事なもの、忘れちゃダメでしょ？』

　それは頭の中に響ひびく声だった。

「ファウ！」

　足下を見ると、ペンダントをくわえた白猫ねこがたたずんでいた。

『こんなところで猫が喋しやべるわけにはいかないものね、話しかける時は気をつけて』

「どうして、ここに？」

　人間が一方的に話しかけているというシチュエーションに矛む盾じゆんしないよう注意して、ノアが訊ねる。

『気になってね。のえるがいるってことは、メフィにも逢えるわけだし』

「ありがとう、ファウ」

　ノアはペンダントを受け取ると両りよう腕うでで握にぎり、大切そうに胸のところで抱だきしめた。

　瞳ひとみにはうっすらと涙なみだすら浮うかんでいる。

『よほど大事なものだったのね……』

「健太に貰もらった、大切な宝物だから」

『ケンタ？』

　写真の男の子のことだろうかと、ファウは思う。

「さあ、のえるのところに参りましょう！」

　両手を『ぐー』に気合いを入れ直し、ノアはふたたび歩き出そうとした、その矢先だ。

　また人にぶつかった……。

「もぉ～！　いったい何なんですのぉ!?」

　ペンダントを取り戻もどしたときとは別の意味で泣きたい気持ちになって、落とした本を拾おうとする。

　と、だ。

　さっき、道を教えてもらったお礼に買った本の中身が露あらわになっていた。

「えっ」

　ノアの眼めが点になる。

　そこには丸まる裸はだかになった刑事たちが、着ぐるみのピーポくんを相手に……………………、

「なっ、なっ、なっ!!」

　あまりにもあまりにもな内容なので、ここでは本のアオリ文句を紹しよう介かいするに止とどめよう。




『マジで、アブない刑事デカが大集合!!

　警視庁のマスコットボーイ、みんなのアイドル・ピーポくんが、みんなに愛され愛され愛されまくる!!

　はぐれ刑事、おばさん刑事、はみだし刑事にママチャリ刑事、ケータイ刑事に声優刑事、マザコン刑事、宇宙刑事、勇者刑事、機動刑事、電脳刑事、ガキ刑事、部長だったり、古畑だったり、青島だったり、胸キュンしたり、スケバンだったり、貴族だったり、太陽に吠ほえたりする刑けい事じが大集合！

　誰だれも知らない刑事たちの裏の顔、ピーポくんのセキュリティホールに危機が迫せまる!!

　事件は会議室じゃない、現場で起こってるんだ!!』




　同人誌即そく売ばい会かいは自由な表現活動の場なので、ほのぼのとする本から、えろえろとした本まで、ありとあらゆる作品が取りそろえてあるわけです。

　むろん、その中には一四歳の女の子が見るには衝しよう撃げき的すぎる漫まん画がもあるわけで……、

「……………………………………………………………………………………………………」

　くらっ、

　ノアはその場に崩くずれ落ちた。

「大統領ぉ～～～～～～～～～～～っ！」




　ちなみに歴代のアメリカ大統領が退任後に著する回かい顧こ録ろくによると、

『このとき、わたしはなかば本気で、この建物をミサイル攻こう撃げきしようと思った』

　と、記されている。




　なにがあったかは知らないが、医務室から出てくる頃ころにはノアは冷静さを取り戻し、多少はふらふらとしながらも、なんとかのえるのサークルまでたどりついたのだった。

「やっと……、やっとたどりつけましたわ」

　しかしサークルは人だかりの山だった。

　一四歳の平均身長では、山の向こうにいるはずののえるを見ることすら出来ない。

　しかも後ろには行列が続いていたので、とことこと最さい後こう尾びに回り、聞いてみる。

「どれくらい待ちますの？」

「これぐらいの長さなら、二時間ぐらいじゃない？」

　待てるか。

　ノアはキレた。

「わたしは本を買いに来たんじゃありませんわ！　折原のえるッ!!」

　猛もう然ぜんと走り込み、ノアはサークル前にいた客と客の間に両りよう腕うでを滑すべり込ませた。

　ぐいっと割り込み、足を入れ、のえるの前に進み出る。

「サインは順番待ちよ～っ」

「サインじゃないわよっ！」

「あっ」

　ノアの顔を見て、のえるは驚おどろいた。

　むすっと唇くちびるを尖とがらせ、相手に自分の怒いかりを伝えんばかりにノアは腕を組む。

「面おも白しろい歓かん迎げいでしたわ、折原のえる」

「誰だっけ、あなた？」

「あなたが呼びつけた大統領よっ!!」

　無む駄だだった。

「ノアちゃん？」

　言ったのは、ほのかだった。

「ほのか？」

　ノアもびっくりする。

「二人とも、知り合いなの？」

　のえるも驚き、

「来日歓迎♪」

「いまさら遅おそいわよッ!!」

「ごめんねえ、まんが描かきに忙いそがしくって」

「まんがぁ？」

　ノアは顔をしかめた。

　総理大臣のすることか、と思う。

「そうそう、せっかくだし、あたしの描いた漫画読んでよ」

　最初のほうは男の子向けっぽいスポーツものだったのでぱらぱらと飛ばし、とつぜん花びらが散り乱れだす第二部で指を止めた。

















『恋れん愛あい甲子園』










「のえる、君は僕の月だ、星だ、太陽だ。土星で木星でハレー彗すい星せいだ。銀河系だアンドロメダ系だＭ78星雲だ。君の瞳ひとみは東京ドームよりも大きく、ゲームボーイアドバンスより小さい。ああ、僕の愛は＊＊＊の携けい帯たい料金より高い。パケホーダイにしても高い。どうにかならないか？　そしてアミノ酸は身体からだにいい！　クエン酸も身体にいい!!　ランゲルハンス島は細さい胞ぼうの中にあるのに、どうして島なのか分からない。分かるはずがあろうか、いやない。反語もよく分からない。いま、自分が何を言ってるかも分からない。それぐらい君は美しい。フィギュアにして、食しよく玩がんにして全国のコンビニに並べたいぐらい美しい。プラモなら一／一〇〇スケールがいい。オーバースペックなＰパーフエクトＧグレードより、ＭマスターＧグレードがいい。アルファがベータでイプシロンにガンマするほど君は素す晴ばらしいんだ!!」









「……あほらし」

　あまりのくだらなさに、ノアは本を棄すてた。

「あ～～～～っ！」

　マジでのえるはショックを受ける。

　ノアは左手を腰こしにあてると、ふん、と胸をそびやかせ、お姉さんみたいな顔をすると、ぴんと立てた人差し指で、のえるの額をつつき回すのだった。

「あなたには、もっと、他ほかにやるべきことがあるでしょ」

「……他に？」首を傾かしげるのえる。

「総理大臣なんでしょッ!!」

「なにごとも中ちゆう途と半はん端ぱにするのがあたし」

　えへん、と胸を張るのえるに、

「馬ば鹿かじゃないの!?」

　ノアは絶ぜつ叫きようした。絶叫するしかなかった。

（まさか、こんなのが……、のえる!?）

　ガラガラガラガラ……！

　音にすればこんなところだろうか。

　ノアの心の中では、ベルリンの壁かべに匹ひつ敵てきする壮そう大だいな壁が崩くずれ去ろうとしていた。

（サラが、サラがあれほど誉ほめていたのえるの正体がこんな……、こんな……！）

　馬鹿だったとは。

　ノアは眼めを疑った。

　疑えるものなら疑いたかった。

　いきなりガバッと布ふ団とんを巻き上げて、

「ハッ……！　今のは夢？」

　ベッドの上で、そんな台詞せりふを言ってみたかった。

　残念ながら、この衝しよう撃げきにオチなどなかった。

　まぎれもない現実だった。

　のえるは馬鹿だったのだ。

　くらっ。

　意識が飛びそうになったノアはふらふらとよろめき、背後に控ひかえていた国務長官にもたれかかった。

「大統領っ!!」

　そこへ。

「のえる～、壁かべ際ぎわ移動出来る用意出来たって～」

　コミケスタッフの人を連れて、健太が戻もどってきた。

「あ……」

　先に気付いたのはノアだった。

　視線があっても、健太の顔は「？」となるばかり。

　そんな健太にほのかが教えて、

「ノア～～～～っ!?」

　健太に名前を呼ばれた途と端たん、ノアの顔は火が点ついたように真っ赤になった。

「あっ……、あの……、わた、わたわた」

　何を言いたいのか分からない。

　小学生以来の対面である。

　ましてや、大統領としての仕事が終われば逢あいに行こうと思っていた相手だ。

　口にしたい言葉なんて、日本に向かう大統エアフ領専オース用機・ワンの中で、いや、離はなればなれになっているあいだ中、ずっと考えてきた。

　けれども、いざ、本人を目の前にした途端、バッテリーが切れたウォークマンのように声を失う。

　もじもじと、もじもじと、太ふと股もものあたりで合わせた両手は指をこねくりまわし、顔はうつむいて、せっかく再会出来た彼の足下をみるばかりだ。

　代わりというわけではないが、ノアの足下にいたファウが健太を見上げていた。

『こいつが、写真の……』

　ちなみに彼女のお目当てだったメフィは、今日も家でぐーぐーと眠ねむっていた。

　そして一帯に立ちこめる桃もも色いろの恋れん愛あい粒りゆう子しに気付かぬのがのえるという女の子だった。

「あ、紹しよう介かいするね」

　のえるは何の悪気もなく、腕うでを健太の腕にからめると、ぐいっと自分の身体に引き寄せて、ノアに向かい、こんな言葉の弾だん丸がんを撃うち込んだのだ。

「この人は健ちゃん、あたしの婚約いいな者ずけなの！」

「なんですええええええええええええっ!?」

　ノアは息の根が止まりそうになった。

「婚約なんかしてないだろっ！」

　首をぶんぶんと振ふって、健太は否定した。

「漫まん画がの中ではこんなに熱い告白をしてくれたのに……」

「君が勝手に描かいた漫画じゃないかっ!!」

　ノアはホッと胸をなでおろした。

　けれど、健太に逢えた嬉うれしさやら、健太にガールフレンドがいるというショックやら、それが現在進行形で許せない相手だわというサプライズイベントの連続で、頭の中はぐるんぐるんに混乱し、息をするのも忘れてしまいそうなほどに動どう揺ようが収まらなかった。

　とりあえず、のえるの漫画に健太が出てきていると分かれば、することは一つ。

「この本、いただくわ」







　それにしてものえるの描いた漫画は下らない代しろ物ものだった。

「……こういうのを資源ゴミって言うんでしょうね」

　ホテルに入り、部屋で一人になったノアは、ベッドに転がり、つらつらと同人誌を読んだあと、それをゴミ箱に棄すてようとして、漫画の中の健太を見る。

　はっきりいって上手うまい絵ではない。

　けれど、書き手の愛情が伝わる絵だった。

（健太は、のえるが勝手に描いた漫画だと言ったけれど……）

　この絵を見て、描き手の恋こい心ごころに気付かない男がいるとしたら……、

　そいつは相当の、鈍どん感かん男だと言わざるを得ない。

（そうでしたわ………………………………）

　がっくりと、ノアは突つっ伏ぷした。

　胸のうちに、絶望的な出来事が思い浮うかんだ。

　あれはよく晴れた、小学六年の夏の日だった。

　父の仕事の関係で、アメリカに帰国をすることになり、健太やほのかと別れることになった日のことだ。

　時間でいえば、日本にいた時間はそれほど長くはない。

　けれど、時間に代えられない友達が日本では出来た。健太とほのかは空港にまで見送りに来てくれた。

　ほのかは顔中を涙なみだにして、ぐしゅぐしゅ泣いている。

　わたしも泣きそうになって、つい、ほのかから顔をそむけて、健太に話しかけた。

「健太も、わたしと別れるのが寂さびしいなら、泣いてもいいのよ」

「ノアって、よく噓うそ笑いするよね」

「噓じゃないわよ」

「癖くせだよね、笑って気持ちを隠かくそうとするの」

「ちっ、違ちがいます」

「そうかなあ」

　妙みように自信ありげな顔を健太がするから、わたしは心を見み透すかされたような恥はずかしさを覚え、

「もしまた来日した時、健太にガールフレンドが出来てなかったら、わたしがなってあげてもいいわよ」

　まるで喧けん嘩かを売るように言ってしまった。

「かっ、勝手に決めないでよ！」

　怒おこるのも当然だ。

　けれど、わたしは、びっくりする健太の頰ほおに唇くちびるを寄せて、

「冗じよう談だんヨ」

　キスを、した。

「なっ、なにするんだよ、からかうなんてひどいよ！」

　気付いてはもらえなかったけれど……。

　そう、

「冗談だったんだから……」

　つぶやく唇はツンと尖とんがっている。

　ぱたん、と本を閉とじて、ノアは今日の出来事を思い出した。

　そして、サラが聞かせてくれた、のえるの話を思い出す。

　サラの教えてくれたのえるは優やさしく勇ゆう敢かんで、正義感と知ち恵えを兼かね備え、誰だれにも負けない頭の回転と、魂たましいの高潔さを兼ね備えた人物であるはずだった。

「あんなの子のどこが凄すごいの？　サラ……それに健太だって」

　納なつ得とくいかないわ、とノアは思った。

（あんな子より、自分が二番目なんて……）

　明日は場所を移して、首脳会談の続きをすることになっていた。

「負けませんわ……、わたしのほうが凄いんですから……」

　つぶやき、ノアは宣言をするようにホワイトハウスから持ってきた二枚の写真を見つめた。

　サラと、健太に。

























　──お医者様でも、草くさ津つの湯でも、惚ほれた病はなおりゃせぬ♪

　そんな言葉で唄うたわれる草津温泉は、東京の北の北、群馬県にある。

　のえるが日米首脳会談に選んだ場所だ。

　従来、首脳会談といえば東京で行われるのが通例だったが、のえるはそれを改めていた。

　京都、沖おき縄なわ、北海道などなど、各地の観光名所に賓ひん客きやくを招き、会談を開いていた。

　東京は東京でいい街だけれども、いかんせん日本らしさがなさすぎる。

　せっかく遠路はるばる日本に来たのに、東京しか見ないで終わるのも、思い出にならないだろうと、各地の観光名所を首脳会談の開かい催さい地に指定してまわることにしたのだ。

「……そしてあたしもちゃっかりと、日本のイイトコを観光旅行出来るという作戦よ」

　おほほほほ、と小指を立てて、のえるは笑った。

「ま、そんなトコだろうと思ってたけどね」

　官かん房ぼう長官と二人、会談のための書類を整理しながら、健太はため息をつく。

　ちなみにそれはのえるのための書類なのだが、当の本人は目を向けるどころか、旅館の窓から外の景色を見てはしゃいでいる。

　もうもうと立ち昇のぼる湯気は、草津名物、湯畑だ。

　街の中央に、巨きよ大だいな源泉がある。湧わき出したばかりの湯が木もく樋ひを通り、滝たきとなって流れ落ちるのだ。

　キレイに並んだ木樋が畑のように見えることから、湯畑と呼ばれている。

「ああ、湯あみ、西の河原の露ろ天てん風呂ぶろに温泉まんじゅう、楽しみだわぁ……」

「温泉気分もいいけど、その前に首脳会談をばっちりと成功させようね」

「そうですよ、総理」

　念を押すように官房長官も言う。

「今回、アメリカ側の会談に懸かける意欲はなみなみならぬものがあります」

「そうなの？」

「大統領と国務長官が揃そろって訪問されることなど、サミットぐらいなものです。よほど今回のＦＴＡ交こう渉しように意欲を燃やしているのでしょう」

「ＦＴＡ？」

　毎度のことながら、何も知らないのえるに健太が説明する。

「自由貿易協定のことだよ、互たがいに貿易の壁かべをなくして、輸出入を自由にするための条約を結ぶんだ」

　と、健太は日本と米国が互いに輸出入を制限している品目のリストを見せた。

「お米、牛肉……、そういえばアメリカでも狂牛病ＢＳＥが見つかって、牛肉の輸入を禁止したんだっけ……、んっ？」

　のえるはリストのある行で目を止めた。

「えっ、アメリカは日本の牛肉を禁止してるの？」

　ちなみにこれは事実である。

「自分たちは日本の肉を買わないのに、こっちにはアメリカの牛肉を買ってくれって言ってるわけ？」

「過去に日わが本くにで狂牛病が発生した際にとられた措そ置ちがそのまま継けい続ぞくしているのです」と、官房長官。

　しかし、同じ理由で日本が自分たちの牛肉を禁止するのは許せないというのが、米国の主張だった。

「はぁ……、なんとも愉ゆ快かいな隣りん人じんね……」

　日米友好万歳だった。

「なんか他ほかにも一方的な要求リストがずらずらと続いてるんだけど…………」

　通常、首脳会談の前には『実務レベル協議』といって、大臣や次官による事前の打ち合わせがなされる。

「そこで一方的にこっちが言い負けたってわけ？　アメリカに？」

　のえるが手にしているリストは、さしずめ、日本側が一方的に殴なぐられ殴られ殴られまくったあとにお医者さんが出してくれた怪け我がの診しん断だん書しよみたいなものだった。

　日本側がすることばかり書いてある。

「今回の新政権は強敵で。屁へ理り屈くつといえば屁理屈なのですが、膨ぼう大だいなデータと理論武装の前には、なんとも抗あらがいがたく……」

　そもそも今回の首脳会談の日時も、米国側の都合で決まったものだ。

「……なんとも申し訳ございません」

「ま、でも、あたしには通用しないわよ」

「やけに自信だね、のえる」

「なぜなら、あたしは難しいことを言われてもさっぱり分からないから！　わは、わは、わはははははははははっ!!」

「どうして君はそういうことで自信が満々になれるんだろうね」

　やれやれと肩かたをすくめながらも……、

　ある意味でスゴイ、と健太は思っていた。

　皮肉ではない。素す直なおに認めているのだ。

　彼女の持っている心の才能を。

　青空に隠かくれた、星の輝かがやきを見つけるような。







　そんなこんなで高級旅館の一室に用意された首脳会談の席は、のんきなポニーテールの女の子ひとりをのぞいて、すさまじいまでの緊きん張ちようにつつまれた。

　日本側からは折原総理、外務大臣、官かん房ぼう長官、ほか多数。

　米国側からはノア大統領、国務長官、大統領補ほ佐さ官かん、ほか多数。

　そして代表取材を許された国営放送のテレビスタッフたち。

　ピリピリとした空気に気付かないのは、のえる一人ぐらいなもので、張りつめた空気の息苦しさに、誰だれも彼もが表情を険しくさせている。

　中でもノアは、ひときわ真しん剣けんな顔をしていた。

　だから開会一番、ノアが発言を求めた時には会場中に稲いな妻ずまが走った。静電気に触ふれたみたいに、みんながみんな、ぶるっと震ふるえた。

　天下の米国大統領が何を言い出すのか。

　誰もが誰も、ごくりと息を吞のむ。

「ミスのえる……」

　ノアは訊たずねた。

「健太とはどんな関係なの？」

　テレビカメラはその台詞せりふを全国に中ちゆう継けいした。

　全米にも中継した。

　世界中に生中継した…………。

「そんなこと、ここで話題にすることじゃないと思うんだけどぉ……」

　顔を真っ赤にした健太が立ち上がる。

　いっぽうのえるはケロリとした顔をして、

「なにって婚こん約やく者しやよ」

「健太は否定したわ」

「照れてるだけよう」

「照れてないよっ！」

　全力で、健太は否定する。

「なーにいってるの、あたしの健ちゃんへの愛は何よりも深いのよ！」

「いやに自信満々ね」

　愛の深さをノアが問い質ただすと、のえるは自信満々に胸を張った。

「あたしには、健ちゃんを世界的なスターにするための計画がある！」

「なくていいからっ！　そんなの!!」

「いや、もう考えちゃったから」

「僕に拒きよ否ひ権けんはないわけっ!?」

　なかった。

「その名も……」





〝オレはケンダマでオリンピックに出る!!

　長谷川健太、ついにハリウッド進出！

　健太の健太による健太のための映画超大作

「健太魂（ＫＥＮ・ＤＡＭＡ）」!!〟






「やめようよ……、本気で」

　健太は顔を真っ青にしながら、うめいた。

「ストーリーはもう考えてあるの」

「どんなのさ」

「健ちゃんはニューヨークに留学中の大学生」

「……もうそこからして、僕とはまったく関係ない話になってるね」

「健ちゃんは、見学に行った研究所で遺伝子改造されたクモに刺さされるの」

[image: ]

「そ、その話って、まさか……」

　嫌いやな予感のする、健太。

「すると健ちゃんの手から、不思議な糸が出るようになって！」

「完全なパクリだろっ!!　しかもケンダマの話はどこ行ったんだよ!?」

「しかも総制作費はなんと三〇〇億！」

「無む駄だだぁ～！　ジャパンマネーの無む駄だ遣づかいだぁ～っ!!」

「もちろん全米第一位！」

「無理だよ!!」

「あたし、前から疑問だったのよ。どうして日本にやってくる洋画って、どれもこれも全米一位なのかなって。ありえないでしょ」

「今の話とどういう関係が……」

「一日だけ一位とか、日本で言ったら演歌チャートみたいなもので一位とかなのよ。どう思う？　そういうインチキって、あたし、嫌きらいなのよね」

「だからって、その映画で全米一位は無理だって……」

「ところが無理じゃないんだなぁ～っ」

　いやに自信ありげに、のえるは胸をそびやかせた。

「米国中のスクリーンを買い占しめればいい」

「へっ」

「なんと全米五〇〇〇館上映！　嫌でもなんでもこれしかない！　たちまち全米一位！」

「当たり前だろッ！」

　叫さけんで、ハッとなる。

　のえるが勝ち誇ほこった顔をしていた。

「そうなのよ、当たり前なのよ。上映される映画を一本にすれば、一位なのよ」

　はっはっは、あーっはっはっは。

　両手を腰こしにあて、高笑いをする。

「日本公開時のＣＭが目に浮うかぶようだわ」

「日本にまで引っ張るつもりなの……？」

「ところが話はそこでも終わらないのよ」

「終わらないのっ!?」





〝対決、イチローVS健太〟






「負けるよっ!!」

「大だい丈じよう夫ぶ、野球ルール変えるから」

「無理だよぉ、どんなにルールをいじったってイチローに敵かなうわけないだろ」

「ヒット打ったらアウト！」

「そんなの野球じゃないよっ!!」

「……呆あきれた」

　しみじみと、ノアはため息をついた。

「なにが婚こん約やく者しやよ、あなた、健太を何だと思っているの？」

「愛だもん！」

「そんなの愛でもなんでもありませんわ」

　ガタッ、と席を立ち、ぎゃあぎゃあと喧けん嘩か腰ごしになって泡あわを飛ばし合うノアとのえる。

「お二人とも差し出がましいようですが……」

　官かん房ぼう長官が口を挟はさんだ。

「ここは首脳会談です」







　初日の会談は〝決けつ裂れつ〟というカタチで終しゆう了りようした。

（馬ば鹿かだと思っていたけれど……）

　あれでなかなか、のえるがタフなネゴシエーターだったことにノアは驚おどろいた。

　つまりまあ、のえるという子がいかに、場の空気を読まないというか、読めないというか、神経が図太いかということになるのだが、米国じぶん側たちがどれだけ圧力をかけても、納得出来ないことには首を縦には振ふらない態度は、敵である自分が見ていても頼たのもしいほどだった。

　国務長官などは「まったく話にならない」と怒おこっていたが、ノアは正反対のことを思う。

（そのぐらいでなければ物足りないわ）

　のえるが馬鹿な子だということが分かってショックを受けたのは、なにも個人的な思い入れが壊こわれたからではない。

（わたしには夢がある）

　その夢にはパートナーがいる。

　日本にやってきたのも、のえるがその資格を持つかどうかをこの目で確かめるためだった。

　そもそも米国の利益ということに、ノアは興味がなかった。

（そんなことは意味のなくなる話……）

　初日の会談を終え、残務を国務長官たちに任せたノアは、休きゆう憩けいがてら、旅館の中庭に出た。

　庭を横切るように川が流れていて、その先にある池では鯉こいが泳いでいる。

　見上げれば、屋根の向こうに赤く灼やけた空が見えた。

「ノア！」

　声がして、振り向く。

　健太が立っていた。

「ど、どうしたんですか、健太」

　いきなりの出会いに、ノアは声を上ずらせた。

　心の準備が出来ていない。

　大統領としての仕事をしていた時の自分とは同一人物だと思えないぐらいに、心が波打っていた。恥はずかしい。緊きん張ちようする。

　ノアはさっと周りを見み渡わたした。

　誰だれもいない。

　告白のチャンスだと思った。

　余計に緊張した。

　耐たえられなくなってうつむく。

　──告白しなくては。

　思うのだが、口が開かない。

　顔が上がらない、視線が健太に向けられない。

「はぁ……」

　ため息なら、簡単に漏もらせるのに。

　相変わらずの意気地のなさに、ノアは自己嫌けん悪おに陥おちいった……。

「どうしたの？　疲つかれてるの？」

「なんでもありませんわ」

　笑う。笑うのは得意だった。

「また、噓うそ笑いする」

　すぐに見み抜ぬかれた。

「……ごまかせませんね。ちょっと考え事してました」

「昔からの癖くせだよね、笑いで気持ちを隠かくそうとするの」

「便利だったから」

「えっ」

「悲しい顔をしたら、みんな、心配するでしょう？　笑え顔がおを見て心配する人なんて、健太だけ」

「えっ……」

　健太は戸と惑まどった顔をした。ノアがツンと唇くちびるを尖とがらせて言うものだから、余計なことを言って、彼女を傷つけてしまったのかと考えたのだ。

「気分を悪くしてたら……、ごめん」

「ううん、すごく嬉うれしい」

　とても懐なつかしい。日本に戻もどってきた気がした。

「ねえ、ノア」

「なに？」

「アメリカで何かあったの？」

「……どうして？」

「メフィ……、メフィっていうのは、のえるの前に現れた猫ねこなんだけど、メフィが言ってたんだ。悪あく魔まは命だったらなんでも欲しいわけじゃなくて、情熱とか、純じゆん粋すいさとか、強いエネルギーを持った生命力を持つ人間の前にしか現れないんだって。だから……」

　言って、健太は淀よどんだ。

「どうしたの？」

「何か、あったんじゃないかなって」

「ないわ」

　あっさりとノアは答えた。

　つとめて、笑顔を隠して。

「そうなんだ、よかった……」

　ほっ、と健太は胸をなでおろした。

「のえるも一度、本気で命と引き替かえに願いを叶かなえてもらおうとしたことがあったからさ、ノアも同じことしたんじゃないかって思って、心配だったんだ」

「まさか」

「そうだよね。ノアは頭がいいから、悪魔をうまく騙だまして大統領になったんだよね」

「…………………………」

　ノアは、答えない。

　ただ、目を逸そらし、空を燃やす夕焼けを見上げた。

「いまごろ米国は、東海岸が明るくなり始めるわ」

「地球の裏側だもんね」

「太陽はいまごろヨーロッパやアフリカを通過しています」

「昔の人はそう考えたんだよね。天動説だっけ？」

「わたしは今でもそう思ってるわ」

「えっ、噓でしょ」

「哲てつ学がくとして考えるなら、わたしは天動説を信じているから」

「哲学？」

「人は天すら動かせる力があるってわたしは信じる。すべてが運命のなすがままだとしたら、世界は悲しすぎるって思わない」

「そうだね」

「健太も？」

「そういう意味でなら、僕も昔は地動説を信じてたから。自分に出来ることなんかちっぽけで、何したって運命なんか変えられない。なすがままにしかならないって思ってた」

「だから、のえるが総理になった時には驚おどろいたわ」

「そうなの？」

「のえるが総理大臣になったって聞いた時、夢みたいなことってホントにあるんだって思った。その時はわたしも魔法にかかっていたから不思議に思わなかったのですが、そして自分の前に猫が現れたとき、分かったの」

「そうだったんだ……」

「だから、心配は無用です。わたしも……、きっとのえると同じだから」

　言ったところで、官かん房ぼう長官が現れて健太を呼んだ。

「じゃあ、また夜に。のえるがほのかちゃんたちを呼んだんだって、楽しみにしてて」

　手を振ふり、健太は去っていた。

　ぽつんと、ノアはひとり取り残される。

　言えないことばかりだった……、と思う。

（言えば、健太は絶対に心配してくれる）

　だから言えないことが、あるのだ。

「どうだった？　ダーリンとの再会は？」

　気を利きかせていたのだろう。健太と入れ替わるようにファウがやってきた。

　報告するように、ノアが教える。

「やっぱり……、健太は優やさしい人でした」

「でも、結局、告白はしなかったんだね」

　猫に言われた。







　のえるが用意したサプライズパーティの会場はこぢんまりとした、家族四人で泊とまりにいけば案内されるぐらいのありふれた和室だった。

「ここよ」

　のえるが戸を開ける。

　と、そこにはほのかたちが待っていた。

「ノア」「ノアちゃん！」

　ほのかが駆かけ寄る。あとから忍しのぶ。

「おかえり、ノアちゃん」

　挨あい拶さつをするだけで涙なみだぐんでいるほのかを見て、ノアは硬かたくなっていた表情を崩くずした。

「ただいま」

　いっぽう忍は──見た目とはうらはらに他人を押しのけるということをしない彼女は、ほのかが再会を懐なつかしむにまかせて、自分はその後ろでにこりとノアに笑いかけた。

「元気そうでよかった」

「忍もお変わりなく、……いえ、変わったかしら」

「そうか？」

「ええ、とてもよい感じに。柔やわらかくなった気がするわ」

「そうか……」

　頷うなずいて、忍は頰ほおを赤らめた。

　頷いたのは、照れた顔を隠かくすためだったのかもしれない。

　すると、のえるが横に立ち、

「豪ごう華かなサプライズパーティはもう飽あきたと思って、これぐらいのほうが逆に驚サプきライズでしょ？」

「それはいいのですけれど……」

　と、ノアはのえるに訊たずねた。

「この娘こはいったいどなたなの？」

　なんでかそこにはイブキがいた。

「おねえさま～っ♡」

　予告もなく、のえるに抱だきつく。

　そして揉もんだ。

「ひゃっ、なに、くすぐったいんだってばぁ」

　もだえる、のえる。

「だったらのえるお姉さまが、私わたくしを慰なぐさめて下さいませ♡」

　たったの五行で部屋は桃もも色いろ空間に。

「なんで、君が!?」

　健太がイブキを引きはがした。

「無ぶ粋すいな人ですわね。愛し合う二人を引き裂さこうだなんて」

「のえるが嫌いやがってるだろ」

「それは主観の問題ですわ」

　あっさりと、言ってのける。

「ここには、ノアとゆかりのある人しか呼ばなかったはずなのに……」

　ほのかが謝る。

「ごめんなさい、断りきれなくて……」

　するとイブキが立ち上がった。

「ほのかさんは悪くありませんわ！」

「……そうだよ、君が悪いんだよ」

「んまあ！　それが淑女レデイに対するお言葉!?」

　がるるるるる。

　擬ぎ音おんにすればそんな殺気を発しながら、イブキは健太に詰つめ寄った。

　負けてない。身長では頭一つ低いけれど、気合いでは健太に負けていない。

「まあまあ二人とも。来ちゃったものはしょうがないわよ」

　しょうがないなあ、という顔をして、のえるがいさめに入った。

「さすがお姉さまぁ♡」

「抱きつきは禁止ぃ～～～～！」







　そんなこんなで同窓会（無関係者一名）が始まった。

　みんな、車座に輪になる。ノアから時計回りに、健太、のえる、イブキ、忍、ほのかの並びだ。真ん中に置いたお菓か子しをつまんだり、ジュースを渡わたしたりしながら盛り上がる。

　咲さくのはやっぱり思い出話だ。

「のえるちゃんが出て行ったあとの新学期……アメリカの新学年は秋だから二学期になるんだけれど、ノアが転校して来たんだよ」

　気を利きかしたのはほのかだ。何も知らないのえるが話題に置いてけぼりにされないかしら、と話しかける。

　答えたのはノアだ。

「まさか、小学生を二度もやりなおすとは思わなかったわ」

「そうなの？」のえるが聞く。

「アメリカじゃ、成績さえ良ければ小学生でも大学生になれるんだって。でもその制度のない日本では小学校に通うことになったの」

「いいわねえ、その制度」

「えっ、同じ勉強もう一回しなくちゃいけないんだよ？　のえるちゃん、そんなに勉強したかったの？」

　ほのかは驚おどろいた。

「小学校の問題なら楽勝じゃな～い？　なんなら今からでも小学生になりたいぐらいよ」

「進学しないと、大人になれないよ!?」

「小卒で社会人になる!!」

「無理だよぉ～」

　なんのためらいもなく馬ば鹿かなことを言うのえるにほのかは悲鳴をあげる。

　その隣となりでは、健太がノアに話しかけていた。

「懐なつかしいなあ、ノアはすぐにクラスのナンバーワンになったよね」

「覚えるのは得意だったから」

「かっこいいって思ってたんだ」

　その言葉に、ノアは反応した。

　何があったのか、緊きん張ちようして身が硬かたくなる。

　健太と視線を合わせるのがつらくなったのか、手にしていたコップを吞のみもせずに口をつけると、うつむきかげんに口を開いた。

「初めて話をした時のこと、覚えている？」

　えっ、と健太は驚いた。

「……僕、なんか言っちゃった？」

「すごく背が高いって言われたわ」

「ごめん、ば、馬鹿にしてた？」

「いえ！　そうじゃなくて……」

　なぜかノアは頰ほおを染める。

　次の言葉を口にしようとした時だ。

「健ちゃん！　あたしと出会った時のこと覚えている？」

　のえるが割り込んできた。

「……何歳の頃ころだと思ってるんだよ」

　生まれてすぐの話だ。

「教えてあげよか」

「覚えてるの!?」

「あれは前世、古代エジプト文明に生を受けたあたしは……」

「いつの話だよ！」

　気付くと、健太はのえるに奪うばわれている。

「あ」

　取り残されたのはノアだ。

　ノアは、ぽつんと孤こ島とうに取り残されたような気持ちになった。

　肩かたと肩は一〇センチも離はなれていないのに。

　話しかけようとして、ためらう。

　見えないバリアのようなものを感じた。

　のえると健太は仲がいい。

　打てば響ひびくドラムのように、会話がリズムを刻みあっている。

　それがとても羨うらやましかった。

　健太だけじゃない。ほのかや忍に対してもそうだ。のえるはまるでドア鍵かぎを持っているみたいに、人の内側に入ってくる。まるで泥どろ棒ぼうみたいに予告もなく。

（わたしはドアをノックしてからじゃないと他人の内側には入れない……）

　子供の頃から、人とは違ちがうことにコンプレックスがあった。

　頭がよすぎる、背が高すぎる……、同じことをしても浮うき上がってしまう。みんなが面おも白しろいと思うことがわたしには馬ば鹿か馬鹿しくて、わたしが面白いと思うことが、みんなには分かって貰もらえない。

　自分は悪くないと思っても、自分はひとりでしかない。どんなにつっぱっても、みんなのほうが正しい気がしてならなかった。

　あのころは。

（わたしを自由にしてくれたのは……）

　ノアは健太を見た。

　あれは日本にやってきた時のことだ。日本の小学校に通うか、アメリカンスクールに通うかを決めかねて、学校を見学に訪れた時のことだ。

　──ダメだ。

　健太に会う前は、そう思っていた。

　アメリカの学校ではさんざん浮いてしまっていた自分だったが、日本ではなおさらだった。肌はだの色、髪かみの色、わたしに属性されたすべてのものが浮き上がるのだ。

　みんなの向ける好こう奇きのまなざしが、胸にずきずきと痛かった。

　見知らぬわたしに対して悪気のあるはずもない。けれど、つらかった。

（アメリカンスクールにしよう……）

　そんなことを思いながら、歩いていた時だ。

　廊ろう下かの角で健太にぶつかった。

　当然、転ぶのは質量の低い健太だ。わたしはまったくの平気。

　けれど、わたしは心の中で震ふるえ上がっていた。

　──よく見て歩けよな、このデカ女！

　勝手に台詞せりふを想像して、言われる前から、びくっとなっていたのだ。

　ところが、健太の言葉は違った。

「かっこいい……」

　尻しり餅もちをついて、そんなことを言うのだ。

　とてもキラキラとした目で、わたしを見ていた。

　そんな目で、憧あこがれられるような目で見られるのは生まれて初めてで、わたしのほうがびっくりした。

　何て言葉を返してよいのか分からず、職員室がどこだか分からない、とまったくかみ合わないことを言うと、そこだよ、と健太は案内をしてくれた。

「転校してくるの？」

　考えてるところ、とぶっきらぼうに答えると、

「みんな、君のこと、好きになるよ」




　そんなことを言われたのは、初めてだった。




　日本の中学校に通おうと決めた。

　健太は友達になってくれた。そこから糸を引っ張るように友達が作れた。

　わたしは健太の言ってくれた言葉を忘れなかった。

　いつの間にか「みんな」という言葉が抜ぬけて、あとの言葉だけが残っていったのだけれども……。

（わたしはずっと、覚えてたよ）

　あれから成長して、性格も変えられたと思ったのだけれど、肝かん心じんなところは昔のままだと思い知る。

「はぁ」

「どうしたの、ノアちゃん？」

「変わらない、と思って」

「みんなが？」

「わたしが」

　言って、さらにノアはため息をついた。

　その隣となりでは、忍がイブキに話しかけていた。

「今日はおとなしいな」

「私わたくしはいつでも、おとなしいですわ」

　淑女レデイのようにすまして、にこりと笑う。

　もちろん、心の中ではンなこたあ考えてない。

（虎とらですら、狩かりの前は身を潜ひそませると言いますわ……）

　うつむきかげんに伏ふせたまぶたの下で、イブキの瞳ひとみがキラーン、と輝かがやいていた。

　ちょうど、みんなのコップが空になったところだった。

「お注つぎしますわ」

　イブキは立ち上がり、甲か斐い甲斐がいしく、みんなのコップにジュースを注いで回った。

　みんなが吞のんだ。

「……ん？」

　いち早く気付いたのは、健太だった。

「これ、お酒じゃないかー！」

「違ちがいますわ！　これはれっきとしたアルコール入りのジュースです！」

「何が違うのさっ!?」

　言って、みんなから取り上げようとした。

　遅おそかった。

「酔よっぱらってる～～～～～～～っ！」

「アルコール度数九六、ポーランド産、世界最強のお酒ですわ」

「君のしてることはもう立派な犯罪だよ！」

　ちなみに、アルコール度数九六のお酒とは、引火しやすさではガソリンと変わらず、水か何かで薄うすめなければ口に付けた途と端たんに気化してしまうほどの刺し激げきがあった。

　さしものイブキも良心がとがめたのか、それともすべては作戦だったのか、水で薄めたおかげでするするっと吞んでしまったみんなは光の速度で酩めい酊ていしてしまった。

　意外なことにお酒に一番弱かったのは、のえるだった。

「のえる、のえる、しっかりしてよ！」

「あたしはいつでもしっかりしてるよぉ」

　あれえ？　と、のえるは首を傾かしげた。

「健ちゃんが五人になってる。いつの間に分身の術を覚えたのぉ？」

「どこがしっかりしてるんだよ……」

「ささっ、お姉さま、私わたくしが介かい抱ほうしてさしあげますわ。隣の部屋に布ふ団とんを用意してあります」

「イブキちゃんはダメっ！」
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　いっぽうノアは目が据すわっていた。

　顔の赤さは変わらなかったが、それまでのもじもじが噓うそのように消えている。

　数々の死線をくぐり抜けてきたサムライのような目をして、のえるを睨にらみ付けた。

「あなたにとって健太は何ですの？」

「婚こん約やく者しや」

「どこがです」

　ノアは言い捨てると、びしっと突つき立てた人差し指をのえるに向けた。

「婚約者というのなら、健太にもっと優やさしく接してあげるべきですわ」

「たとえば？」

「こうやって……」

　と、ノアは両手を健太の首にひっかけるとそのまま彼の胸にしなだれかかった。

「それは絶対違う～っ！」

　割って入るようにのえるが飛びこんだ。

「わあああっ」

　かよわい健太は二人ぶんの特とつ攻こうを受け止めきれず、倒たおれる。

　むにゅ、にゅ。

　男の子にはない、柔やわらかいものが健太の手に触ふれた。

「ご、ごめんっ！」

　慌あわてて身を引く健太。

　意識なのか、無意識なのか、顔はどちらかというとノアのほうを向いている。

　ぷぅ、と膨ふくれたのはのえるだった。

「なんで、あたしよりノアに謝ってるの？」

　フフ、とノアが不敵な笑えみを浮うかべる。

「見ればお分かりになることではなくて」

　言って、ノアは視線をのえるの顔からまっすぐ下に降ろした。

　つられるようにのえるも視線をノアの顔からまっすぐ下に降ろす。

　胸の大きさが違ちがった。

「そ、そんなんじゃないんだ！」

　あわあわと健太は両手をぶんぶんと振ふる。

　が、肌はだの色は耳たぶまで、紅葉の色に染まっている。

「あら、わたしはそんなのでもよかったのに」

　酔っていなければとても口には出来ないことをノアは言う。

「健ちゃん、未来に注目よ！　今は安くても、あたしは東証一部上場間違いなしの急成長株なんだから!!」

　と、二人は健太に迫せまった。

　二人とも、目の色が違っている。

　放っておいたら、そのまま健太の手を摑つかみ、そっと自分の胸に当てかねないような怖こわさを健太は感じた。

「もーっ、二人とも酔いを醒さまそうよ！」

　健太は悲鳴をあげた。

　すると、イブキが唇くちびるをツンと尖とがらせた。

「結局、あなたは誰だれが好きなのです？」

「えっ……」

　健太が声に詰つまった瞬しゆん間かん、場の空気は静まりかえった。

　ほのかが息を殺して、健太を見つめる。

　なぜか、忍も……。

「ぼ、僕は……」

　健太は言い淀よどんだ。

　困り、迷い、助けを求めるように部屋中を見み渡わたした。

〝答えなさい〟

　みんな、我が子を千せん尋じんの谷に突き落とした親ライオンのような目をして、健太を見ていた。

　忍がいる。ほのかが見ている。ノアが見つめている。

　そして、のえるの瞳ひとみを健太は見た。

　………………………………。

「お、お風ふ呂ろ入ってくるよっ」

　逃にげ出した。

「……意気地なしめ」

　口にして、イブキはくいっと、そばにあったコップをあおった。

　まだジュースで薄うすめてもいない、自分で用意した九六度のお酒だった。

　気絶した。







「我ながら……、情けない……」

　湯船に浸つかり、健太は一息をついた。

　部屋を飛び出して、脱だつ衣い場じようまで逃げて、ここなら大だい丈じよう夫ぶだろうと胸をなでおろすこと自体、男としてどうかと思う。

　情けない、格好悪い、無様だ。

　とめどない言葉が頭の上をぐるぐると回った。

　ぶくぶくぶくぶく……。

　湯船の中に口まで浸つかりながら、思う。

（どうして、口ごもってしまったんだろう……）

　誰が好きなのか？

（分からなかったから言えなかったわけじゃない）

　のえるが見ていたから。

　のえるの前だから。

（言えなかったんだ）

　心の中でなら言える。

　ぼくは、のえるのことが好きなんだ。







　せっせと用意した布ふ団とんは、イブキ自身が使うことになった。

「お姉さまぁ……」

　むにゃむにゃと、寝ね言ごとを言う。

　夢の中なら何をされても平和でいい。

　イブキは単に気を失っただけだということを確かめて、のえるはホッと一息をついた。

　と、酔よいも醒さめぬ赤ら顔で、ノアたちに提案する。

「お風呂に入ろっかぁ？　あたしたちも」




　服を着てもスゴイものは、脱ぬいだらなおさら凄すごかった。




　女の子の一四歳というのは、一番違ちがいのある時期だ。背の高さもそれぞれだし、身体からだ付きもぜんぜん違う。

　ノアは四人の中でも一番背が高かったが、プロポーションからしてメジャー級だった。

「これぐらい、アメリカでは普ふ通つうですわ」

「うわ、調子ぶっこき発言」

　のえるは呆あきれた。

「ホントよ。最近のアメリカの女の子はみんなスタイルがいいんだから」

「ありえなーい」

「そういう話、聞いたことがあります、わたし」

　ほのかが口を開いた。

「牛乳が影えい響きようしてるんですって」

「牛乳があ？」

「アメリカでは牛を早く成長させるために、日本では認められていない成分の餌えさを与あたえていて、その牛から作られた牛乳には、人間の女性ホルモンを刺し激げきする成分が含ふくまれているそうです」

「すごいな、アメリカ……」

　忍も、ごくりと息を吞のんだ。

「わたしのほうが大人ということかしら、のえる？」

　勝ち誇ほこるように、ノアはのえるを見つめた。

「もしかしたら健ちゃん、そういうのは逆に苦手かもよ」

「そうなの!?」

「いや、知らない」

「脅おどかさないでよ！」

　ノアは肩かたを震ふるわせた。

「意外とホントかもよぉ～～。もし、そういう人が好きなら、今いま頃ごろさくら先生にデレデレのダレダレで、授業中、ずっと目がおっぱいになってるわけだし」

「たしかに…………あれには驚おどろきましたわ」

　アメリカ人にも認められる、さくら先生だった。

「てか、せっかくみんなお風呂入ってるんだし、健ちゃんに決めてもらえばいいのよね」

「ええっ!?」

　悲鳴をあげたのはほのかだった。

「いいですわね」

　頷うなずくノア。

　目が据すわっている。お湯のせいで完全に酔いが回ってるようだ。

「ふ、二人とも、落ち着いて……」

「なにいってるの、ほのちゃん。みんなで健ちゃんに見てもらうのよ」

「わ、わたしはいいですっ！」

「なんだ、ほのちゃんは健ちゃんのこと好きじゃないんだ……」

「そんなっ！」

　ほのかは悲鳴をあげた。

　かばいに入ったのは忍だった。

「落ち着け、折原！　おまえ、自分がなに言ってるのか分かってるのか！」

「忍、あなたは参加するわよね」

「だっ、誰だれが」

「忍は健ちゃんのこと好きなんでしょ」

「そうなの？　忍ちゃんっ」

　びっくりして、ほのかの目が点になる。

「ちっ、違う！」

　忍は否定した。

　顔を真っ赤にして否定した。

「あやしいなあ」

「あやしくなどないっ！」

「確かめましょ」

　ぐいっと、のえるは忍の手を引いた。

　ついでにほのかの手も引いた。

　のえるが本気を出せば、二人の細ほそ腕うでが敵かなうわけもない。

「うあっ、や、やめろっ！」

「のえるさん～～!!」

　湯気こもる浴場に、可か憐れんな乙女おとめの悲鳴がこだまする……。

　よい子はお酒を飲んだ直後にお風ふ呂ろに入ったりしないでね。







「隣となりは楽しそうだなぁ」

　広々とした男風呂は、健太がひとりで独どく占せんしていた。

　壁かべを隔へだてた女湯から、なにやら賑にぎやかそうな声が聞こえてくる。どんなことで盛り上がっているかは分からないけれど、仲良きことはいいことだ。

　むしろ、自分をエサにしない範はん囲いで盛り上がっていて欲しい。

　そういう意味では、男湯は唯ゆい一いつ、のえるたちの侵しん入にゆうを許さない不可サンクチ侵聖域ユアリだった。

「しばらく浸つかっていたい気分……」

　と、両手を広げ、ゆったりと手足を広げたりした。

　その時だ。

「健ちゃああああああああああああああん！」

　ガラリと戸を開き、身を隠かくすものだとか、恥はじらいだとか、いろんなものを捨て去った女どもが突とつ入にゆうしてきた。

　そして健太の視力は二・〇だった。

　見えた。

　いろんなものが見えた。

　健太は両手で目を覆おおった。

「見た？」

　とろんとした目でのえるが訊たずねる。

「見てないっ、何も見てないっ」

「証しよう拠こは？」

「ほのかちゃんはタオルしてた」

「……ばっちり見たのね」

「わ～～～～っ、誤解だぁ！」

　のえるとノアは健太の手を目から引きはがそうとした。

「酔よってるだろ、二人とも酔ってるだろ！」

「失礼ですわ」

　つん、とノアは口を尖とがらせた。

「わたしたち、いたって正気よ」

「正気な女の子はこんなことしないよっ！」

「証拠を見せてあげます」

　と、ノアは両手で健太の顔を摑つかんだ。

　びっくりして、健太は自分の手をどける。

　目の前にノアの顔があった。

　唇くちびるが近づく。

　そっと、触ふれた。

「あ────────────────────────────っ！」

　翌日の四大新聞の一面にはこんな見出しが躍おどった。





折原首相、アメリカとの国交断絶を宣言!!







首相の発言が本当なら、

日米安保条約は解消に向けての手続きへ。







円急落！　一ドル四〇〇円台へ!!







総理、また血迷ったか！






　血迷っているどころか、正気も正気で言ってるところが困ったところだった。

























「わあ……」

　きらきらと輝かがやく海の青を見て、健太はため息をもらした。

　飛行機は徐じよ々じよに高度を下げ、空港へと近づいている。

　ぐんぐんと近づいてくる珊さん瑚ご礁しようの海の鮮あざやかさに、健太は感動を隠かくさなかった。

「すごいよ！　見てよ！　のえる、ノア！」

　ふたりはつーんとしていた。

　互たがいにそっぽを向いたまま、不ふ機き嫌げんな顔で席の両りよう脇わきに座っている。

「いいかげん仲直りしなよぉ……」

　二人の戦争状態はまだ続いていた。

　先日の、のえるの国交断絶発言は、さりげなくなかったことにされた。

　記者会見の席でも、のえるは頑がんとして、ノアと仲直りをするつもりはないと言い張ったが、ひとり、またひとりと記者たちが席を立ち、さわやかに無視された。

　みんな、のえるの扱あつかい方を分かってきたようだった…………。

　ともあれ、

　南国は今日も快晴。さんさんと輝く太陽の光を受けて、オーシャンブルーの海はきらきらと輝いていた。

　ここは本土南なん端たん、鹿か児ご島しまからさらに南、弓のように連なる南西諸島のひとつ。

　米軍基地だった島だ。

　ロバート大統領の時代に、のえるが取り返した島の一つである。

　もちろん、ただ返してもらうだけじゃつまらない。

　島まるごとが基地……、つまり近くで生活している一いつ般ぱん市民がいないことを逆手にとって、真夜中も遊べる二四時間リゾートアイランドを思いついたのだ。

　東京では禁止されているカジノやシューティングなどの遊ゆう戯ぎも解禁し、関税や消費税を免めん除じよした物ぶつ販ぱんも始める。

　沖おき縄なわなら、上シヤン海ハイ、香港ホンコン、台たい湾わんからも近い。

　そのへんに住んでいる人たちは、下手な日本人よりお金を持っているから、どんどん遊んで貰もらおうという算段だ。

　島をまるごとリゾートにしたアイランドゾーンがオープンすることになった。

　その名も「ジャパン・オーシャンフロント・ラスベガス」

　ジャパンといっても、オーナーが外国人だったりするあたりも今風だった……。

「これはこれは、大統領、折原総理、ようこそお越こし下さいました」

　空軍基地をちゃっかりと流用したホテル専用空港には、リゾート会社の社長であるファヒムが出で迎むかえにきていた。

　顔はアジア系。口にたくわえた髭ひげも豊かな、恰かつ幅ぷくのいい紳しん士しである。

　つーん、と互いにそっぽを向いている二人。

「ははは、このパラダイスではお仕事のことはお忘れになって下さい」

　そうね、と初めに応じたのはのえるだ。

　続いてノアが手を差し出す。

「初めまして。ミスター・ファヒム。日本でのビジネスはどうでした？」

「合衆国アメリカと同じくらい快適でした」

「生まれはウルムスタンと聞いています。テロ戦争のあと、なにか無用なトラブルはなかったですか？」

　数年前に起きた同時多発テロ事件のあと、アメリカは首しゆ謀ぼう者しやアル・ファドルの潜せん伏ぷくするウルムスタンに戦争を仕し掛かけた。

　それによって生じたであろうウルムスタン人に対する偏へん見けんや差別をノアは気き遣づかったのだ。

「いいえ大統領、合衆国は公平な国でした」

「あなたのような人が成功を収めることをわたしはとても嬉うれしく思います」

　ノアは心からの笑顔を浮うかべ、ファヒムと握あく手しゆを交わした。

「レセプションまでは時間がございます。総理も大統領も、お連れの方々も、我がアイランドでごゆるりとおくつろぎ下さい」

　ファヒムは完かん璧ぺきな笑え顔がおを浮かべた。

　それはもう、ふくよかな頰ほおをこれ以上ないほどふくらまして、笑みを見せたのだった。

　彼女たちの前では。







　数分後の、社長室である。

「バルヴェイス大統領から、電話が入っております」

　報告したのは線の細い、そして品のいい顔だちをした男性だった。

　モンヘッドといい、ファヒムの秘書を務める男だった。

　ファヒムは、受話器を受けとった。

「おはよう、エネスドラはもう夜かな？」

〝『林りん檎ご』が到とう着ちやくしたのか？〟

「日本の総理のおまけ付きだ。バル」

　バルとは、バルヴェイスの愛あい称しようだ。

　ファヒムの受話器の向こうにいるのは、エネスドラの大統領、バルレッタ・バルヴェイスだった。

〝その口ぶりだと、準備は万ばん端たんのようだな〟

「レセプションには、よりすぐりの実行テロ部隊リストを呼んである」

〝とんだゲストだな〟

　バルヴェイスの苦笑する声が聞こえる。

〝しかし、自分の会社だろう？　アメリカ大統領を拉ら致ちなどしたら、会社はおしまいだ。惜おしくはないのか？〟

「おしまいでいいのさ」

　ファヒムは笑った。

「会社自体は来月より日本の企き業ぎように譲じよう渡とする契けい約やくを結んでいる。私の持ち株はすべて買い取ってもらった。一〇〇〇億でな」

〝その企業は、テロで資産価値をゼロにした夢ゴミの島を手に入れるというわけか〟

「そして私は、別の会社を使って、五〇万株ほどの売りを仕掛けてある」

〝おまえの持ち株はすべて日本の企業に売ったのではないか？〟

「空売りさ」

〝ハッ、空売りか！〟

　空売りというのは、まだ、手にしてもない株を売りに出してしまうという、手品のような取引だ。

「いま、我が社の株価は一万ドルだ」

〝五〇万株で五〇〇〇億か、どうやって元手を手に入れた？〟

「一〇〇〇億もあれば、五倍のレバレッジは掛けられるさ」

〝分からんな。耳障りのいい詐さ欺ぎ話を聞かされているようにしか思えない〟

「タイムマシンみたいなものさ。持ってもいない株を売って、先に現金を戴いただく。実際の株は未来で買う」

〝なるほど、未来の株価が下がれば下がるほど、貴様の儲もうけというわけか〟

　空売りとは、株価が下落していく局面においても儲ける方法はないかと投資家たちが発明した取引手法である。

〝……そして、貴様には未来の株価を操あやつる手段がある〟

　アメリカ大統領の拉致だ。

「株価一ドルも不可能ではあるまい」

　一万ドルで空売りした五〇万株を、一ドルで決済する……。

〝ハッ、まるまる五〇億ドル（≒五〇〇〇億円）が貴様のものか！〟

「証券会社には借金分の利息を払はらわねばならぬがな」

　利息など、たかだか一％である。

〝ふざけた男だ！　反米テロリストが、資本主義で金儲けか!!〟

　受話器の向こうから、バルヴェイスの笑い声が聞こえた。

「金は神よりよっぽど公正だよ、バル。やったことの見返りがある」

〝ハハッ！　そんな貴様が、イスラムの怒いかりをアピールするつもりか〟

「お互たがい様でしょう。あなたはアメリカの目を逸そらすために連中の注意を反イスラムに向ける必要があった。わたしはあなたのような人間から金を貰もらってテロを行う職プ業ロテロリスト。イスラムだの、ウルムスタンだのといったお題目は、物事を上辺だけでしか見ようとしない連中の目をくらますための言葉に過ぎない」

〝ハハッ、そうだな。ファヒム、いいビジネスを〟

「いいビジネスを」

　笑うファヒムを、秘書のモンヘッドは笑顔で見つめている。

「…………………………」

　冷たい笑顔で見つめている。







　──好きなら、告白すればいいのに。

　それが出来ない自分は意気地なしなのかもしれないと、健太は思う。

　思うのだけれども、違ちがうとも思う。

　気持ちの真芯を貫つらぬいてはいない気がするのだ。

　近いけれども、ぎりぎりのところで外れて抜ぬけるボールのような。

　のえるは違うのだ。他ほかの子とは。

（って、ただの言い訳かもしれないけれど……）

　そんなことを思いながら、ハンカチを口にくわえ、洗面所で手を洗う。

　トイレから出ようと、ドアノブを捻ひねろうとした、その時だ。

「そんなことで、あなたは健太を愛してると言い張るの？」

　ドアの向こうから、声がした。

　廊ろう下かでは、ノアが信じられない目をして、のえるを睨にらみ付けていた。

「そうだよ」

　けろりと答えるのえる。

「もう一度、言ってくれる？」

「何をしても許してくれるところ」

「……それのどこが愛なの？」

　やれやれと、ノアは頭痛でも覚えたように指を額にあてた。

「じゃあ、健太が言うことを聞いてくれなくなったらどうするの？」

「そんなの健ちゃんじゃないわ」

「はぁ？」

「健ちゃんはあたしの言うことならなんでも聞いてくれるもーん」

　えへん、とまるでそれが誇ほこらしげなことのようにのえるは胸を張った。

　ノアは呆あきれた。

「あなたは健太をオモチャ扱あつかいしているだけだわ」

「オモチャ、そうかも？」

「そんなこと、健太の前で死んでも口にしないでね」

「どして？」

「聞かせられない言葉だからに決まっているでしょう！」

　聞いていた。

　よろっ……、ずるずるずる。

　健太は聞き耳を立てるために、頰ほおをドアに当てたまま、ずり落ちるようにして床ゆかに倒たおれた。

　物言わぬ骸むくろのように、天てん井じようを見る。

「…………………………」

　トイレの中で、大の字。

　そんなこと、どうでもよかった。

　心が空っぽになると、なにもかもがどうでもよくなるのだと知った。







「どうしたの、健太くん？」

　心配そうな顔をして、ほのかが覗のぞきこんでいた。

　ここはどこだろうと思う。

　男子トイレでないことは確かだった。

　理由その１、彼女ほのかは水着を着ている。

　理由その２、自分もトランクス型の水着を着ている。

　理由その３、そしてデッキチェアの上で寝ねそべっている。

　そしてぐるりと首を左右に回せば、誰だれにでも分かる。

　プールサイドだった。

　分からないのは、トイレで倒れてから、どうやってここまで来たのだろうということだった。

「呼びに行った時から変だよ、なんだか上の空で」

　おぼろげに思い出す。のえるとノアがレセプションに参加しているあいだ、プールで遊ぼうと約束をしていたのだと。

　呼ばれたから立ち上がって、誘さそわれたから着き替がえに戻もどって、命令コマンドを与あたえられたロボットのようにプールサイドに現れたのだ。

　心はどこにもない。

　太陽のまぶしさの前に蒸発したみたいに、消えてなくなった。

　忍はプールで泳いでいる。

　その向こうに、ツインタワーが見える。

　横から見て、ちょうどＬの字に見えるブロックを二つ、背中合わせにして突つき立てたようなカタチをして、そびえたっている。

　風に乗って、祝しゆく砲ほうらしき物音が聞こえてきた。

　ノアやのえるを招いて、盛大なレセプションが始まったのだろう。

　自分のいない場所で。

（そうか……）

　健太は心を空っぽにした喪そう失しつ感かんの輪りん郭かくが見えた気がした。

（寂さびしいんだ）

　自分にとって、とても大切だった時間が、とても軽く扱われたことが。

　物心ついた頃ころから……、自分が覚えている最初の記き憶おくからそばにいた。

（その時間を……）

　オモチャなんて一言で片づけて欲しくない。

　のえるにとってはそれぐらいの価値しかないものでも、

（僕にとっては大切な……）

「……のえるちゃんのこと、考えているの？」

　いつものように気弱げな顔をして、ほのかが聞いてきた。

　ちょこんと、遠えん慮りよがちに隣となりのチェアに座る。

「違ちがうよ、そんなんじゃ」

「健太くんが落ち込むなんて、のえるちゃんと何かあったときだよ、昔から」

　言って、ほのかはうつむく。

「初めて逢あった頃、健太くん、今みたいな顔してた」

「えっ」

「ちょうどのえるちゃんと離はなればなれになった頃だよね、小学校の頃」

「……………………………………」

　違うよ、とまた言いかけて、健太は首を横に振ふるのをやめた。

　彼女ほのかの言う通りだろう。

（僕はずっと前から、のえるのことが好きだったんだ……）

「敵かなわないな、その通りだよ、凄すごいな」

「スゴイでしょ」

　えへへ、と、ほのかは笑った。

　笑ってる時でも、どこか恥はずかしそうにはにかむ姿がいじらしい。

　じっと健太が見つめていると、たまらずうつむいて、合わせた両手の指と指に視線を落とす。

「わたし、ずっと見ていたから分かるの」

　そう言って、また恥じらうのだ。

「ずっと、寂しかったんだよ」

「えっ」

「だって……」

　ほのかが何かを言いかけようとした。

　言えず、口ごもる。

　今にも泣きそうな顔をしていた。

「わたし……、健太くんのことが……」

　その時だ。

　いくつもの連続した爆ばく発はつ音おんが轟とどろいた。

　振り向くと、ツインタワーの南側。ちょうどレセプションが開かれていた場所から火の手が上がっている。

　テロか!?　テロだ!!　と騒そう然ぜんとする大人たちの声が聞こえてきた。

「のえる!!」

　心は空っぽだった。

　それでも、健太は飛び出していった。







　ノアにしても、のえるにしても、パーティサプライズというものなら、お腹なかいっぱい、もうたくさん、ゲップが出るほど見み飽あきてきたはずだった。

　けれどもファヒムの趣しゆ向こうには驚おどろかされた。

　まさか、レセプションに招待されていたゲストがすべてテロリストだったとは。

（もうたくさんだってことには代わりないけどね）

　のえるは心の中で舌を出した。

「ミス大統領プレジ閣下デント、総理プライ大臣ムミニ閣下スター」

　ファヒムは勝ち誇ほこった笑えみを浮うかべた。

「もしよろしければ、わたしたちの船に同行して頂きたいのだが……」

　指を一つ鳴らすだけで、マシンガンをかまえていた彼の私兵たちが、銃じゆう口こうを二人の心臓に向け直した。

「同意して頂だけたものと思ってよろしいですかな？」

　その時だ。

　数百発のダイナマイトが立て続けに爆発したかのような閃せん光こうと爆発音がレセプション会場の各所で響ひびいた。

　ファヒムたち、テロリストによるものではない。

　爆発は、ノアを警護するSSが起こしたものだった。

　あらゆる事態に備えて、彼らが保持していた暴徒鎮ちん圧あつ用の手しゆ榴りゆう弾だんだった。

　人の身体からだは、目もくらむような光や、三半規管が麻ま痺ひするほどの轟ごう音おんを受けると意識を失うように出来ている。

　もちろん彼らはその中でも、ダンスが踊おどれるぐらいに動けるよう訓練を受けていた。

　むろん、警護ノアと対象のえるも気絶するが、抱かかえて運ぶには好都合というものだ。

　さすがの、のえるも気絶した。







「はっ！」

　声とともに目覚めると、のえるは自分が青空の下にいることに気付いた。

　意識を失っている間に助け出されたらしい。頭には包帯が巻かれ、リボンがほどけた髪かみの毛は無造作に肩かたへと流れていた。

「ノアは？」

　そばにいたSSに聞く。

「確認が取れていません」

　そう言って、男はツインビルに視線を向けた。

　レセプションの開かれていた南サウスビルは、至る所から火の粉を巻き上げていた。

　下層はほとんど炎ほのおの海といっても過言ではない。

「のえるちゃん！」

　駆かけ込んできたのは、ほのかだった。

「健太くんは？　健太くんはどこ？」

「健ちゃんが、どうしたの？」

　きょとんとした顔で、のえるは聞いた。

　ほのかは青ざめた。

「のえるちゃんを追って…………中へ」

「なんですって！」

　のえるは立ち上がった。

　軽いめまいに、よろめく。

　けれどものえるは頭に巻かれた包帯をほどいた。

「のえるちゃん!?」ほのかはぎょっとなった。

「健ちゃんは、あたしが助けるから」

　言って、のえるはほどいた包帯をリボン代わりに髪の毛を結んだ。

　走り出す。

　ポニーテールがひるがえる。

　健太を助けることに、理由などいらなかった。







　たった一〇グラムの鉛なまりが貫かん通つうするだけで、人生は、終わる。

　どさり、と。

「クライトン！」

　電源が落ち、洞どう窟くつのように暗くなった廊ろう下かでの戦せん闘とうだった。

　テロリストの銃じゆう弾だんは青年の頭部を的確に撃うち抜ぬいた。

　盾たてのように両手を広げたまま、SSのひとり、ステファン・クライトンは崩くずれ落ちた。

　海兵隊の軍学校を卒業したばかりの新米だとノアは聞いていた。

（故バージ郷ニアには婚約フイア者ンセがいると……）

　思い出し、ノアは唇くちびるを嚙かんだ。

　交わした言葉は、ほんの一言二言にすぎない。日本に向かう機内で、隊長から警備チームの紹しよう介かいをされたときに交わした、挨あい拶さつ程度の会話だけだ。

（履り歴れき書しよにあるデータ以上のことをわたしは知らない……）

　それでも、彼には彼の命があった。

（そんなわたしのために……!!）

　彼は任務を全まつとうしたのだ。

　ぎりりと、ノアの口から歯ぎしりが漏もれる。

　彼が命を投げ出してまで救って貰もらった命を、守り続けることが出来そうもなかった。

「殺すなってことは、手足に穴を空けるぐらいのことは、かまわないってことだよなァ」

　サブマシンガンを構えたテロリストが、立ちこめる煙けむりをかき分けるようにして、にじりよる。

「アンタの身体を持ってけばファヒムが一億くれるんだ。他ほかのヤツには渡わたせねえ……」

　ズルル、と聞こえる音は、テロリストの舌なめずりの音なのだろうか。

　分からない。

　下の階からはいあがってくる煙が朝あさ靄もやのように視界を奪うばっていく。

　ファヒムがノアたちを逃にがさないために放った火だった。彼の部下たちは本物の火薬を爆ばく発はつさせ、会場を炎に包んだ。

　照明の落ちた館内は、まさにコンクリートで出来た洞窟だった。

　数において圧あつ倒とう的に劣おとるSSチームは、ビルという地勢を巧たくみに利用しながら、ファヒムが放ったテロリスト部隊を迎むかえ撃った。

　倒たおした相手の数でいえば、優に一〇倍を超こえる。

　しかし、テロリストたちの戦力はそれよりも多かった。それだけのことだった。

「…………ッ！」

　それだけなものか。

　思いながら、ノアは一歩後ずさる。

　背中が、壁かべについた。

　流れ込んでくる煙はどんどんと濃こく深くなってきている。

　もはや表情の見えなくなった男から、笑い声が聞こえた。

「詰つめられたのは、そっちだな、大統領」

「うおおおおおおおおおおおおおお！」

　男の背後から、声がした。

「ンっ！」

　突とつ然ぜんの叫きよう声せいに、テロリストは振ふり向きざまに一秒余、煙の中へと銃弾を叩たたき込む。

　狙ねらいは完かん璧ぺきだった。

　見えなくても分かる。

　心臓と頭部を撃ち抜いた……はずだった。

　銃弾が空気を切っただけに終わったのは、相手が子供だったからに他ならない。

「なにっ!?」

　ずん、と男はみぞおちに衝しよう撃げきを喰くらう。

　走れるぎりぎりまで姿勢を伏ふせて、体当たりをかけた健太の頭部だった。

　ぐらりと揺ゆらいで、男は昏こん倒とうする。

　痛ててて……と首筋をなでながら、健太は立ち上がる。

　驚おどろいたのはノアのほうだった。

「健太……、どうして！」

「爆発音がしたから……」

「わたしのために？」

「大だい丈じよう夫ぶかな」

「えっ」

「のえるは大丈夫かな。あいつ、こういうとき何をするか分からないから……」

「…………………………………………」

　きゅっと、ノアは唇を嚙んだ。

（助けて貰ったのに……）

　なぜなのか、胸が苦しい。

　ノアは小さく首を振り、健太の手を握にぎった。

「ありがとう」

「どしたの？」

「助けてくれて」

「とりあえず、上の階に逃げようよ。ヘリが助けに来てくれるにしても、ロープが届く高さまで上がらないと」

　ノアは頷うなずき、そして床ゆかに転がるステファンの亡なき骸がらを見た。

「健太」

「なに？」

「すぐに追いつきますから、先に階段のある場所に行ってて下さいます？」

「え？　う、うん」

　健太はきょとんとしながらも、ノアの言う通りにした。

　ノアは膝ひざを落とし、ステファンの右手から拳けん銃じゆうを借りる。

　テロリストは健太の体当たりで気絶したままだったが、いつ、意識を取り戻もどすか分からなかった。

　健太が見えなくなったところで引き金を引く。

（こんなことで仇かたきが討てたとは思わないけれど……、ステファン）

　発はつ砲ぽう音おんが残ざん響きようする中、ノアは走り出した。







　秘密保持という理由もあったのだろう。リゾートで働く職員のほとんどは、ファヒムの正体を知らぬ、テロリズムとはまったく無関係の一般人たちだった。

　何が起こったのかも分からず、まさか自社の社長が仕組んだ事件だということも知らず、ある者は呆ぼう然ぜんと、ある者は恐きよう怖ふに震ふるえながら、燃え上がる南ビルを遠巻きに見つめている。

　その人並みの中を、のえるは走り抜ぬけた。

　おお！　と、どよめきが走った。

　南ビルの一角、上から数えたほうが早いだろう、二〇階を超えたあたりの窓から、救助を求める少年と少女がいることを誰だれかが発見したのだ。

　少年たちは口を開いて、何かを叫さけんでいるようだが、炎ほのおが立てる轟ごう々ごうという音に搔かき消され、何を言っているかは分からない。

　けれども二人は、レールからもぎとったカーテンを旗がわりにして外に揺らし、自分たちはここにいるとみんなにアピールしていた。

「健ちゃん！……ノア!!」

　ローター音が聞こえて、のえるは上空に目をやる。

　救助ヘリがビルに近づこうとしていた。

　しかし、火勢が強すぎるのか、吹ふき上げる上じよう昇しよう気流に機体は姿勢制せい御ぎよを乱されていた。

　嵐あらしの海に弄もてあそばれる小こ舟ぶねのようにコントロールを失い、ヘリはビルに近づけずにいる。

（近づければ、助けることが出来るのに……！）

　のえるは思った。

　ノアや健太が顔を出している階はビルの中でもずいぶんと上にある階で、ビルの上空からロープを下ろしても、充じゆう分ぶんに届く高さだった。

　地上では必死に消火作業が行われていたが、火の勢いは強く、消防隊は建物の中に入ることすら出来ずにいる。

　四つ分の車線を挟はさんで向かい合っている北ノースビルは傷一つなく、然としてそびえ立っているのに……。

「ッ！」

　何を思い立ったのか、のえるが北ビルに向かって走り出した。

　避ひ難なんの完かん了りようしたビルの中は、夜のように薄うす暗ぐらい。火災が飛び火することを恐おそれて、すべての電源を落としてあるのだ。

　のえるは動かなくなったエスカレーターを駆かけ上がりながら、非常口を探す。

　エレベーターは動かなくても、非常階段があるはずだった。

　見つけて、飛びこむ。

　足を回すのもまどろこしいとばかりに、二段飛ばし、三段飛ばしで駆け上がる。

　二〇階のあたりで、廊ろう下かに出た。

　南ビルに面しているはずの部屋のドアノブを捻ひねる。

　当然のことながら鍵かぎがかかっていた。

　腰こしには、飛び出すときにSSのホルスターからちゃっかり拝借しておいた拳銃をさしてあった。

　発砲して、破は壊かい。

　ドアを蹴け破って、のえるは中に飛びこんだ。

「健ちゃん！　ノア!!」

　窓の向こうに見えるビルに、白いカーテンを懸けん命めいに振ふる二人の姿が見えた。

　のえるは窓を開こうと視線を左右に走らせたが、ノブが見つからない。

　高層ビル用の、開ひらかない窓だった。

　のえるは手近にあった椅い子すを持ち上げ、窓ガラスを叩たたき割った。

　吹き込んでくる外気が、のえるの肌はだをあおる。南ビルを焼き焦こがしている熱風だった。

　あおられたポニーテールが炎のようにゆらめく。

　のえるは窓から身を乗り出して、滞たい空くうしているはずのヘリを探した。

（いた！）

　叫んでも間に合わない。

　のえるは残っていた弾だん丸がんをすべて発砲して、ヘリに自分の居場所を教えた。

　どうして何事もない北ビルから救助要よう請せいが来るのか、ヘリも迷ったに違ちがいない。けれども救助を求めているのが折原総理だと分かれば理由はさておき助けねばなるまい。

　ヘリから命いのち綱づなを付けた救助隊員が現れ、するするとロープを下ろしながら、のえるのいる階に接近した。

「どうされたのですか、総理！」

　窓まど枠わくを手がかりに、部屋の中に降り立つ。

　のえるのいる北ビルの中は、火の粉はおろか、立ちこめる煙けむりも、何かが燃える炎の匂においすらもない。

「そ、総理……？」

　なぜ、のえるが助けを求めようとしたのか、まったく理由が分からず、隊員は目を丸くするばかりだった。

「ありがと、あなたはここで降りて」

「は？」

　のえるから見れば、父親ぐらいの年の隊員は丸くなった目を点にした。

「大だい丈じよう夫ぶよ。このビルは安全だから。一階までは歩いて帰れるわ」

「なら、なぜ？」

　のえるは言った。

「ターザン、見たことない？」

　言って、のえるは隊員から命綱を奪うばうと、くるくると手首にまきつけ、外に飛び出すや、壁へき面めんを力強く蹴ったのだ。

「あーあああああああああああああああああああああああああああああああああああ！」

　のえるのやろうとしていることは、誰だれの目にも明らかだった。

　滞空するヘリを軸じくに、ブランコのように振り子を作って、隣となりのビルに飛びこもうというのだ。

　ヘリでも、地上でも、ノアや健太たちの目にも、はっきりとそれが分かった。

　だからみんな、目を疑った。

「なに考えてんだよ～～～～～～っ!?」

　ターザンだった。

　ビルに取り残された救助隊員は通信機に向かって叫さけんでいた。

「いいから、総理の言うとおりにしろ！　機体を移動させろ、中間だ。ビルの真ん中にポジションを取れ！　そう、高度を落とせ！　振り子の頂点が大統領のいる階になるようにしろ！　計算なんか目測だ！　計器に頼たよるな、出来るだろう、オレたちは何のプロだ!!」

　何回、チャレンジをしただろう。

　一〇〇メートルを優に超こえた高度を、のえるは手首に縛しばった命綱だけを頼りにスイングした。

　振り子の軌き道どうが大きくなればなるほど、遠心力は強くなる。手首にかかるＧも強くなる。

　けれど、のえるは耐たえた。

（痛みなら、こらえればいい！）

　こらえても、戻もどってこないものがある。

　それが、命だった。

　何度かチャレンジに失敗した後、

　のえるの足が、南ビルの外がい壁へきにたどりついた。

　それはちょうど、健太たちがいる階の、隣の窓だった。

　ガラス窓を思い切り蹴破り、中に飛びこむ。

　振り子は頂点に達し、ロープがのえるを引き戻そうとする。

（命綱は……離はなさない！）

　ロープを手放さない以上、そのまま部屋には転がり込むことは出来なかった。

　どんっ。

　壁かべにしっかと足をつけて、のえるは着地（着壁）した。

　そして二人に笑いかける。

「来たわよ」

　誉ほめて貰もらえることを期待してなかったといえば噓うそになるだろう。

　感謝されるためにしたわけではないが、ありがとうの一言ぐらい貰もらえると思ったのだ。

　それなのに、

「健ちゃん？」

　健太の顔は青ざめていた。

　とても冷たいまなざしで、のえるを見つめていたのだ……。







「どうしたの？　ねえ、健ちゃんどうしたのぉ？」

　ヘリに救助され、無事にポートに着陸し、地上に足を降ろすまで、健太はただの一言も口をきかなかった。

「ありがと」

　たった一言、睨にらむように言い放って、すたすたと歩き出す。

「健ちゃん！　ねえ、健ちゃんたらぁ」

　のえるは追いかけて、肩かたを摑つかむ。

　そしていつものように健太の首に両手をかけて、強ごう引いんに甘える。

「ねえ、どうしたのぉ？」

「ほっといてよ」

「言いたいことがあるなら言ってよ」

「言ったって、どうせ聞いてくれないだろ」

「そんなことないよ」

「じゃあ、なんであんな危ないことするのさ」

「大したことないよう」

　あはは、とのえるは手を振ふった。

「死ぬよ！」

「死なないって」

「いつだってそうだ……」

「え」

「のえるは僕のこと相手にもしてない」

「してるよ」

「そんなの好きでもなんでもない」

「ど、どうしたの、健ちゃん？」

　のえるは不思議な顔をした。

「僕のことなんか、なんとも思ってないんだろ」

「な、なに言ってるの？　健ちゃん」

　のえるは戸と惑まどった。

　話がかみ合わなかった。

　健太のテンションについていけないのだ。

「僕といて、ドキドキするとか、ウキウキするとか、そういう手て応ごたえってないだろ？」

　ぷっ、

　のえるは吹ふき出した。

「やだぁ、健ちゃん、何を言い出すのかと思えばぁ」

　近所のおばさんがするみたいに、手のひらを上下にひらひらとさせる。

「そんなの考えたこともないわよう」

「だろうね」

「だってあたしたちって」

「分かったよ」

「健ちゃん？」

「僕たちはそんなもんだよな」

「そんなもん？」

「僕たちはただ子供の頃ころからの続きで一いつ緒しよにいただけなんだよな」

「……どうしたのよ、急になに言ってんのよぉ」

「急じゃないよ、ずっと前から考えてたんだよ」

「だから何を」

「のえるは何でも出来ていいよ、だけど僕さあ」

「もー、なにいじけてんのよ、子供ねえ」

「子供だよっ」

　健太は叫さけんだ。

「のえるは成り行きで僕のこと好きなだけなんだろ」

「なに言ってるのぉ、あたし、健ちゃんのこと大好きだよ」

「なんで僕のこと好きか分からないくせに！」

「分かるよ」

「なにさ」

「好き放題させてくれるところ」

「そんなの好きでもなんでもないよっ！」

　爆ばく発はつするように、健太は叫んだ。

「人の気持ちなんか何も知らないで……」

　悔くやしそうに、唇くちびるをきゅっと嚙かむ。

　握にぎりしめた拳こぶしが震ふるえていた。

「のえるは今まで全然そんなふうに考えたこともないだろうけど、僕はのえるのことが好きだったよ。たぶん、子供の頃から、大好きだったよ」

「えっ、」

　ぱああ、と。

　花が咲さくようにのえるの顔が華はなやぐ。

　健太は言った。

「でも今は、大だい嫌きらいだ」

























　くるり、と。

　のえるに背を向けて、健太は走り出した。

「健太っ！」

　ノアは健太の後を追う。

「……………………」

　のえるは呆ぼう然ぜんとした顔のままで、我を忘れたように立ちつくし、一歩も動けない。

「どうして……？」

　ため息のように、つぶやく。

　健太が泣きそうな顔をしていた理由が、のえるにはさっぱり分からなかった……。




　激しい爆発音がした。




　ぐらぐらと地面が激しく揺ゆれる。

　爆発は地下から伝わった。

　そうなるようにあらかじめ、ファヒムは仕組んでいたのだろう。火災が地下に及およんだ途と端たん、仕し掛かけておいた爆ばく弾だんは一気に炸さく裂れつし、いくつかの地面を吹ふき飛ばした。

　そこかしこにある排はい気き口こうから白はく煙えんが吹き上がる。

　一帯は朝あさ靄もやに包まれたようになった。

　駆かけつけた消防隊は、火災の思わぬ広がりに狼ろう狽ばいしていた。

「大統領っ!?」

　ノアを見失っていることに気付いたSSの一人が叫さけんだ。

　すぐに他のSSも動きだす。

　タタタタ……。

　白はく霧むで覆おおわれた彼方かなたから銃じゆう声せいが聞こえ、SSたちは走り出した。

　防ぼう弾だんチョッキで覆われているのはスーツの下だけだ。あとの部分はただの人と変わらない。軍学校で血ち反へ吐どの出るような訓練を経たところで頭ず蓋がい骨こつの厚みが増すわけもない。

　にも拘かかわらず、彼らは射しや撃げき音おんの聞こえるほうへまっしぐらと駆けだした。

　自分たちの大統領を守るために……。

　マシンガンの発はつ砲ぽう音おんに危機を感じたのはノアも同じだった。

「健太ぁ！」

　心配で叫び、煙けむりをかき分けるように前進する。

　人のカタチをしたシルエットが見え、駆け寄った。

　健太だった。

　ふたりは手をとって、煙の少ない、上の階へ移動した。







「大だい丈じよう夫ぶですか、健太」

「あ、うん……」

　魂たましいをどこかに置き忘れたような返事に、ノアは歩みを止めた。

「どうしたの、ノア？」

「健太こそ」

「なんでもないよ、心配しないで」

　頷うなずくものの、健太の返事は心をどこかに置き忘れたかのように頼たよりなく、力無い。

　元気を注入するように、ノアは自分の胸に手をあてて、励はげました。

「わたしのそばにいれば安心です。SSが見つけてくれます」

　けれど、健太は散発的に聞こえてくる銃声など耳にも入ってない様子だった。

　おそらくはノアの声も聞こえていない。

「よく分からないんだ……」

「なにが、です？」

「のえるのことが」

「健太が気に病むことありませんわ」

「でも……」

「のえるの気持ちなんて、愛でもなんでもありません。健太はオモチャじゃありません。あんな言い方、ひどすぎますわ」

　言って、ノアはしまった、と思った。

　健太は悪くないと、それだけを言いたくて口にした一言なのに、のえるはオモチャとしか思っていなかったと言われて、一番に傷付くのは、他ほかでもない健太なのだ。

（どうしよう）

　どうすれば健太を力づけてあげられるだろう、とノアは思った。

「わたしは違ちがいますっ！」

　きっぱりと、ノアは言った。

「大統領という仕事も、人に対する気持ちも本気です。一度だって、いいかげんに扱あつかったりしません！」

　精せい一いつ杯ぱいの言葉だった。

　どうして、こんな言葉が健太を力づけることにつながるのか、口にしたノアだって分かっていない。

　ただ、自分は健太のことを想おもっていると、伝えたかった。

　本当に、好きだから。

「健太、わたしは、ね……」

「ノア」

　名を呼んで、健太は顔を上げた。

　互たがいの視線がからみあって、ノアは心臓がわし摑づかみにされたようになった。

　甘い、痛み。

　けれど、

「……分かってたんだ、のえるが僕のことどう思ってたかって」

　健太が口にしたのは、まっすぐな心の言葉だった。

　何のごまかしもなく、ただ真っ直に胸の奥にある気持ちをつぶやいた。

「でもね、それでもね……。僕はのえるのこと、嫌きらいになれないんだ……」

「………………………………」

　ノアは立ちつくした。

　健太はひどいことを言ってはいない。

　おそらくはノアの気持ちにも気付いていまい。
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　ただ、自分の気持ちには何の力もなかったことが、ノアには悲しかった……。

　そこへ、

「手間をかけさせてくれたな」

　声がし、ファヒムが現れた。

「なっ……！」

「大人しく来て貰もらおうか、大統領」

　どうやって、この煙けむりの中、ノアの居場所を知り当てたのだろう。

　ファヒムの背後に控ひかえた部下たちがサブマシンガンの銃じゆう口こうをノアと健太に向けていた。

「大統領っ！」

　煙をかき分けるように、ノア直属のSSが現れる。

「来ないで！」

　ノアは制止した。

「さすがだな、こんな状じよう況きようでも、部下を守ろうとは」

　にやにやと、ファヒムはからかうようにつぶやいた。

　複数の銃口がノアを捉とらえている以上、SSは銃を棄すてて手を上げるしか残された道はない。

　あるいは、殺されるとも知らずに餌えさを食はみ続ける七面鳥のごとく、生きた標ま的ととして撃うたれるか。

　自分を守るために死んだ部下の一人──。ステファンを思い出し、ノアはつぶやく。

「人質になるのは、あなたにわたしは殺せないからよ」

「ほう」

　大人が子供を馬ば鹿かにするような目をして、ファヒムは頷うなずいた。

「わたしを殺せば、あなたたちも滅ほろびるだけだわ」

　悠ゆう然ぜんと、ノアは告げた。

　まだ一四歳だが、彼女は一国の指導者だった。







　それから半日が過ぎた頃ころだろうか。

「こうでもしなければ、言うことを聞いて貰もらえそうにないのでね」

　言って、ファヒムは手にしていた葉巻に火を点つけた。

「そろそろかな？」

　軽く吸い、煙をくゆらせながら、ファヒムは窓の外に目を向ける。

　貨物船は深い青色をした海をようようと進んでいた。

　船せん尾びに立つポールには、国連が認めたＮＧＯであることを示す旗が翻ひるがえっている。

「…………卑ひ怯きような」

　軽けい蔑べつのまなざしをノアは向ける。

「テロリストがＮＧＯを経営してはいけないと、国連憲章に書いてあったか？」


　ＮＧＯ（Non-Governmental Organization）とは、もともとは国連憲章に定められた、開発、人権、環かん境きよう、平和など、地球規模の問題に国境を越こえて取り組んでいる民間組織のことだ。



　民間組織といっても、その活動はめざましく『国境なき医師団』は一九九九年にノーベル平和賞を受賞している。

「ＮＧＯに与あたえられた権利は、人の命を救うためのものよ。それを……」

　怒いかりすら眼めに浮うかべ、ノアはファヒムを睨にらみ付けた。

「これも立派な援えん助じよ活動さ」

「ふざけないで、武器を運ぶＮＧＯなんて」

「国連を利用して戦争を始める国もある」

「そんな屁へ理り屈くつで同格に立ったつもりなの？」

「大統領はリヴァイアサンを知ってるか」

「ヨブ記の？　それともホッブズ？」

　さらりとノアは返した。

「どちらでもいい。洪こう水ずいのように世界をなめつくす米リヴア国イアサンに立ち向かうために、テロリズムという戦ソリいユーシ方ヨンを必要としている国がある。立派な援助だろう？」

「あなたが手を貸している国があるということ？」

「どうかな」

　ファヒムは肩かたをすくめて、話をはぐらかした。

「わたしが死んでも、下院議長がわたしの跡を継つぐだけよ」

　日本と違ちがい、アメリカは大統領にもしものことがあった時のための代行制度が完かん璧ぺきに定められている。

　もともとロバートが失職するカタチで副大統領であるノアが昇しよう格かくしたため、副大統領職は空位にあり、次の順位は下院議長にある。

　以下、上院仮議長、国務長官……と、代行順位が決まっており、ここでノアが殺されたところで、大統領の椅い子すが空席になることはない。

　アメリカの意思が揺ゆらぐことはないのだ。

「あなたたちが得るものなんてない。苛か烈れつな報むくいを受けるだけだわ」

「得るものならあるさ」

「何を得るというの、こんな事件を起こして、あなたの会社の株価はいまごろＮＹニユーＳＥヨークで紙くずになっているわ」

「それを買い占しめれば、どれほどの利益になるかな」

「そんなものを買い占めて何の利益が……」

　言って、ノアはハッと息を吞のんだ。

　ファヒムはニヤリと笑い、

「さすがはオプション取引で巨きよ万まんの富を得た天才数学者だけはある」

「あなた、わざと会社が潰つぶれるような不ふ祥しよう事じを起こして……ッ！」

　ノアは怒りに身を震ふるわせた。

　聞かずとも、ファヒムのしたことが分かった。

（持ち株を売り、それで得た金を元に数倍のレバレッジを掛かけて空売りをする……）

　何らかの理由で、株価がゼロになれば……。

（掛けたレバレッジの倍率がそのまま利益になる！）

　自分の会社の未来なら、自分で操あやつれる。

　株価をゼロにすることも出来る。

「あなた……、このために……」

　ノアは絶句した。

「この世に錬れん金きん術じゆつなんてものがあるとしたら、まさにアメリカこそが錬金術の国だな。無から有を生む。自分の会社を潰すことで、金かね儲もうけが出来るような仕組みを作り出すとは感動で言葉もない！　私のような悪党にとっては天国のような国だよ。アメリカは!!」







「折原総理ッッッッ！」

　その、天国のような国の防衛を任されているリース国防長官は、救護テントの一つに飛びこんだ。

「まだ総理の手当が」

「どけっ」

　制止する看護師を押しのけて、包帯を巻かれている最中さなかののえるの前に立ちはだかる。

　血が頭に上りすぎて、今にも爆ばく発はつしてしまいそうな形相をしていた。

「日本領内でこんな事件が起ころうとは……。アメリカ政府は、日本との外交関係を根本的に見直さなければなりませんな！」

「お待ち下さい、リース国防長官」

　そばにいた北ほう条じよう官かん房ぼう長官が割って入る。

「お言葉ですが、リース長官。この島はまだ法的には米軍の管理下にあり、警察や自衛隊ですら米国の許可なしに踏ふみ込むことは出来ません。いわば日本にありながら日本でないグレーゾーン。そこをテロリストたちにまんまと突かれたのではないかと」

「私は言い訳が聞きたいのではない！　総理の謝罪が聞きたいのだ!!」

　のえるは黙だまって話を聞いていた。

　目はうつろだった。

　心はここになく、胸はぽっかりと穴が空いたようで、どこか、夢の世界を彷徨さまよっている雰ふん囲い気きすらある。

　そんな態度を、リースはふざけていると受け取った。

「総理！　私の話を聞いているのですか！」

「……謝って、どうにかなるものではないでしょう？」

　言ったのは、のえるの声ではなかった。

　みんなが声の方角に振ふり向く。

「シャイニィ！」

　のえるが驚おどろき、長官たちも目を見張った。

「どうして、ここに……」

「あら？　わたしの国をわたしが訪れるのに理由が必要なのですか？」

　言って、シャイニィは目線を斜ななめ下に逸そらすと、ツンと唇くちびるを尖とがらせた。

「仲間外れは嫌いやですと言っておいたのに、のえるったら、新しい大統領とコンベンションや温泉地で楽しそうなことをしてて…………。ズルイです」

　ぷぅ、と頰ほおを膨ふくらませた。

　と、リースが怒ど鳴なりあげた。

「子供の痴ち話わ喧げん嘩かなら、余所よそでやってくれ！　世界の運命がかかっているのだ!!」

　するとシャイニィは首を傾かしげ、

「世界の運命？」

「アメリカの威い信しんが傷つけられたのだ！」

　少なくとも、彼の脳内世界ではアメリカの運命は世界の運命と直結していた。

　アメリカを護まもることが、世界の自由と平和を護ることだと信じて疑っていない。

「……そんなことを平然と口走れる無神経さが、色んな国から嫌きらわれる理由だと自覚したほうがよろしいですわよ」

「余計なお世話だっ!!」

「……シャイニィ、たしかに今はそれどころではないわ」

　それまで二人の話を黙って聞いていたのえるが口を挟はさんできた。

「分かっていますわ、そんなこと」

　恨うらめしげな目をシャイニィは向ける。

　仲間外れにされたお返しをしてるだけですわ、とでも言いたげなまなざしをしている。

「健ちゃんも連れ去られたみたいなの」

「なんですって！」

　シャイニィの顔色が変わる。

　即そく座ざに次の言葉が飛び出した。

「ノエル、つまりテロリストの居場所が分かればいいのですね？」

　眉まゆを吊つり上げたのは、リースだった。

「ちょっと待て！　なんだそれは！　なんでアルカンタラごとき小国の情じよう報ほう網もうでそんなことが分かる!?」

「蛇じやの道は蛇へび、ですわ」

　ふふ、と笑ったシャイニィはちらりとリースを見上げて、

「貴国アメリカには、テロ国家扱あつかい（『乙女おとめの怒いかりは最終兵器』）をされて制裁を受けたり、第七艦かん隊たいに軍事侵しん攻こうを受けたり（『花はな嫁よめがいっぱい』）されておりますので、ある筋からのお誘さそいは山のように来るんですの」

「お、教えてくれっ！　大統領の命がかかってるんだ」

「それはかまいませんけど。……その前に、リース国防長官？」

「なんだ？　交こう換かん条件か？」

　自己紹しよう介かいもしていないのに、シャイニィが自分の名前を知っていることに、リースは何の違い和わ感かんも覚えなかった。

　国家首脳なら、アメリカの国防長官である自分の顔と名前を知っていて当たり前だ、という無意識の自意識がそこには露ろ呈ていしていた。

「わたしを軽んじられるのは別にかまいませんが、アルカンタラを侮ぶ蔑べつする発言は撤てつ回かいしてください」

「な、なんだと？」

「たしかに我が国は千年以上の歴史を持ちながら、面積は貴国アメリカの五〇分の一にも満たない小国です。しかしそれは、これまでたったの一度も他国を汚けがしたことのない歴史の証明ですの。そしてわたしはアルカンタラが今でも小さな国であることに、誇ほこりを持っているのです」

　胸を張って、シャイニィは言い切った。







　そのころ、ノアと健太は船の一室に押し込められていた。

「ごめんなさい」

　ぽつりと、ノアが最初に口にした言葉だった。

「何を、謝ることがあるの？」

「わたしのせいです」

「悪いのはアイツらだよ。それに……」

「それに？」

「巻き込まれるの、慣れてるから」

　元気づけるように、健太は笑った。

　するとだ。

　ノアは大きなため息をついて、髪かみの毛をかきあげた。

「あーあ、意地なんて張るものじゃありませんわね」

「……ど、どうしたの？」

「あの時、空港ではっきりと気持ちを伝えておけば、こんな思いをせずに済みましたのに」

「えっ？」

「健太は知らないままでいいです」

　ノアが何を言っているか分からず、目を白黒させる健太に、彼女はちょっとだけ意地悪をするように微笑ほほえみかけた。

「わたしの経験から、一つアドバイスをしてあげます」

　言って、ノアは伸のばした人差し指を健太の額に立てた。

「後こう悔かいしたくなければ、意地を張らない。自分の心に素す直なおになって、勇気を出すことですわ」







　そのころ──、

　ファヒムの会社の株価はフリーフォールもかくやの勢いで垂直落下していた。

　アメリカ大統領が拉ら致ちされた、という事件の影えい響きようもさることながら、政府の意向を受けて、翌日の取引開始時刻より、ファヒムの会社に関する株取引の全面禁止が発表されたことが投資家を駆かり立てた。

『今日中に売ってしまわないと！』

『明日には紙切れになってしまう、この株を！』

『いくらでもかまわない！』

　──そんな株を、いったい誰だれが欲しがるというのだろう？

　パニックに陥おちいった投資家たちは、疑問を抱いだくこともしなかった。

　ただ血走らせた目をぎらぎらと輝かがやかせながら、市場につながれたディスプレイを凝ぎよう視しし、買い札が立つや、売りを叩たたき込んだ。

　誰でもよかった。

　明日には紙クズと化す株をせっせと買い求める不ふ審しん者しやの正体など、考えようともしなかった。

　いや、気付いていたのかもしれない。

　ファヒムは笑いを隠かくさない。

「誰でもいいのだよ。自分の財産を守るためならばな。ははははは、それでこそ資本主義の申し子たちだ！」

　ディスプレイの中で、数字がダンスを踊おどるように増えていくのを、ファヒムは悦たのしんだ。

　彼が手に入れた株の数だ。

　その数は次第に五〇万という数字に近づいていった。

　ファヒムはすでに先物取引というタイムマシンを使って、一ヶ月後の世界で、一万ドルの株式を五〇万株ほど売っていた。

　過去形なのは、ファヒムは持ってもいない五〇万株の代金、五〇億ドルをすでに手にしているからだ。

　ここには、手にしてもいない株を売ってしまえるというタイムパラドックスがある。

「むしろ、彼女のえるのおかげでかなり安く五〇万株を調達することが出来そうです。差し引きかなりの儲もうけになるかと」

　キーボードを叩き、取引を実行している男が語る。

　モンヘッド・モルバ。

　線の細い、とても品のいい顔だちをした男性だった。

「フフ、取引の停止が明日だろうと、今日だろうと関係ない」

　ディスプレイの数字は四九万に達していた。

「最後の指し値はどうされますか」

「そうだな」

　ファヒムは自じ慢まんの髭ひげをなでながら、にんまりと、意地悪な目をした。

「一ドルで入れてみろ。九九九九ドルの損だが、それでも売る奴やつがいるかもしれんぞ！」

　いた。

　ファヒムは部屋が揺ゆれるほどの高笑いの声をあげた。

「折原のえる！　まったく馬ば鹿かな女だ!!」







　その、馬鹿な女は米国大統領専用機・エアフォース・ワンの中にいた。

　当たり前のような顔をして、彼女は大統領の椅い子すに腰こし掛かけている。

「株を購こう入にゆうした人間のリストが手に入ればいいのよ」

　人差し指をぴん、と立てて、取引の状じよう況きようを映すディスプレイに目を移す。

　一ドルで一万株の買い注文が表示された。

「コイツよ」

　立てた指で指して、のえるは言った。

「世界のどこからアクセスしてるか分かんないけど……、こんな状況にも拘かかわらず派手に買いを入れているコイツがファヒムだわ」

「まあ、どうしてそんなことがお分かりになりますの？」

　きょとんとした顔で、シャイニィが訊たずねる。

「簡単よ」

　ふふっ、とのえるは周りに揃そろった米国高官を見回して、

「昔、あたしもアメリカに嫌いやがらせをしてやろうと思ったとき、考えたことだもの♪」

「なっ……！」

　リース国防長官を始め、居合わせた高官たちは、のえるの態度に息を吞のんだ。

　我々を誰だと思っているのか。

　リースがそう怒ど鳴なろうとした時である。

「難しいのは、そこから先だ」

　ひとり、クールに応対したのはオリバー国務長官だった。

「どうやって銀行口座を押さえる？　この手の輩やからに限って、面めん倒どうなところに口座を持っているものだぞ」

「スイスとか？　ケイマンあたり？」

「そうだ。ナチスの隠し財産すら顧こ客きやく情報の絶対秘ひ匿とくを盾たてに、口座の凍とう結けつを拒きよ否ひする手合いのいる国だ」

「そんなことは許さん！」

　怒鳴ったのはリース国防長官だ。

「そんな国は制裁を喰くらわしてやればいいのだ！　米国との金のやりとりを全面禁止すれば、生き残れる銀行などあるまい!!」

「そこまで事を荒あら立だてる必要はないんじゃない？」

　ひらひら、と子供をなだめるように手を振ふったのはのえるだった。

「住所確認が取れなかったとか、データが壊こわれたとか、そんな理由でいいじゃない。なんでもいいからファヒムの口座を一時的に凍結してくれるよう、お願いすればいいのよ」

「一時的、だと？」

　眉まゆを上げるオリバーに、のえるはこくりと頷うなずいた。

「それで充じゆう分ぶんでしょ？」







「人の口座を勝手に凍結とはどういうことだ！」

　電話口に向かって、ファヒムは怒鳴り上げた。

『ファヒムさまでいらっしゃいますか？』

「貴様、政府にでも取引相手の情報を知らせないのが銀行家のプライドだろうが！」

　そこへ、別の声が割り込んだ。

『…………そんなルールもなかったことに出来るのがアメリカという国なのよねえ』

「その声は………………折原のえるッ！」

　ファヒムは、沖縄で出会った日本の総理大臣を思い出した。

「どうして、この電話を！」

『あなたが出たら、つないでってお願いしといたの、銀行に』

「馬鹿なっ……、どうやって言うことを聞かせた！　軍隊かっ!?」

「そんな必要ないわ」

『どうして、この銀行だと調べ上げた！』

『悪党が安全に金を隠かくせる場所って、世界を捜さがしてもそんなに多くないのよ。鍵かぎを開けるのが難しいだけで、捜すのは、むしろ簡単だわ』

「どうやって口説き落とした！」

『お金預けるって言ったから。日本政府が保有しているドルを』

「預けるだと、いくらだ」

『ほんの二〇兆円ほど』

　ファヒムは受話器を叩たたきつけた。







　ファヒムを挑ちよう発はつしたのは、純じゆん粋すいな意地悪である。

「声せい紋もんは採れた？」

　ＣＩＡ長官に訊たずね、目もく論ろ見み通りの情報が取れたことを確かめると、

「世界中の諜ちよう報ほう機関に、その声紋をメールして、合がつ致ちするデータが見つかったら報告するよう伝えて」

「合致するデータとは？」

　訊ねたのは北条官かん房ぼう長官である。

「盗とう聴ちようよ」

「盗聴ですと!?」

　驚おどろく長官を、フフフ、とのえるは見やり、

「自分の国の電話を傍ぼう受じゆする機関を持ってない国なんて、日本ぐらいなものよ」

　さらに言えば、国際電話ネットワークは日にち米べい欧おうが独どく占せんしていた。

　たとえファヒムが反米国家の支し援えんを受けようとも、国際電話を一つかけた段階で、その声は諜報網もうに引っかかる手はずだった。

　事実。

　ファヒムの居場所が判明したのは、それから間もなくのことだった。

「洋上か、考えたわね」

　ファヒムたちはベーリング海をロシアよりに北上し、北極海へ抜ぬけるルートをたどっていた。

「ただちに攻こう撃げきだ」

　言い出すリース国防長官を、のえるは制止した。

「待って、まだ今はその段階じゃないわ」

「今がその段階ではなくて、いつがその段階だというのだ！」

「航路上にある、すべての港に入国を拒きよ否ひするよう通達をして」

「拿だ捕ほは要求しないのか？」

「そんな荒っぽいことしなくてもいいからいいから」

　のえるはひらひらと手を振った。

　そして、にんまりと笑い、

「原子力潜せん水すい艦かんでもないかぎり、一週間もしないうちに干ひ上がるはずよ」

　警察や軍隊を出動させてまでアメリカの言いなりに行動したとなれば、大国ロシアのメンツに泥どろがついたかもしれない。

　が、テロ容疑者の入国拒否であれば、ロシア国民もすんなりと受け入れた。

　ファヒムの乗る船は、補給を受けられぬまま北上を続けた。

　日に日に減っていく燃料。

　そして、日に日に減らされていく食事の量が部下たちの士気を下げていった…………。

「どうされますか？」

　訊ねるモンヘッドに、ファヒムは闘とう志しをむき出しにした顔で宣言した。

「まだ策はある……！　小こ娘むすめの裏をかく、作戦が!!」

　──同時刻。

「今のうちに艦隊を北極海に派は遣けんしておいて。決着を付けるわよ」

「なぜ、北極海と見切った？」

　リース国防長官とオリバー国務長官が同時に訊ねた。

「この地球上で、どこの国の領土でもない場所っていったら、北極しかないでしょ？」

　似たような土地としては南極がある。

　しかし、南極は「どこの国の領土にもしない」ことが国際条約で決められた土地である。

　無断で立ち入ることも許されない。

　その点、北極には領土となるべき土地がそもそもないので誰だれの土地にもなりようがなかった。

　どれほどミサイルをブッ放したところで、誰にも文句は言われない。

「ファヒムはおそらくそこで、燃料船をチャーターして補給を受けるはずよ」

「そこを、叩くのか！」

「高速展開すれば、燃料船を巻き込む前にファヒムを叩けるはずよ。世界に冠かんたるアメリカ軍なら、出来るでしょ？」

「ふん、言いおって」

　にやりと、リース国防長官は笑った。

　そんな勝負を挑いどまれて、負けるわけにはいかなかった。







　ぱたん、と扉とびらが閉じてリースが去る。

　入れ替かわるように、シャイニィが入ってきた。

「あら、どうしたの？」

「笑え顔がおでごまかそうとしてもダメですわ」

　言って、シャイニィはのえるに近づき、額に手をやった。

　汗あせばんだ肌はだにほつれた髪かみの毛が張り付いている。

「休んだほうがいいですわ。ケンタがいなくなってから、ほとんど眠ねむっていないのでしょう？」

「大だい丈じよう夫ぶよ、これぐらい」

　それでも、のえるは笑った。

　シャイニィは怒おこった。

「ダメです。寝ねて下さい。どうせ、救出作戦には乗り込むつもりなのでしょう？」

「眠れないの」

　ぽそりと、のえるはつぶやいた。

「……こんなの初めて、暗い部屋で、一人になるのが怖こわいの」

「そんなに……心配なのですか？」

「うん、でも、違ちがう」

　のえるは首を振ふる。

「健ちゃんと離はなればなれになることはこれまでもあった。でも、こんなに怖いと思ったことなんてなかった」

　訴うつたえるように、シャイニィの瞳ひとみを見る。

「ちょっと、いい気味ですわ」

　ふざけるように、意地悪な目をする。

「……もう、好きなように言って。なんて言われても言い返せない」

「ノエルも女の子なんだなあ、って安心しました」

「えっ」

「大好きな人と喧けん嘩かをしたまま別れたら、眠れなくなるぐらいで普ふ通つうですわ」

「……あたし、健ちゃんにひどいこと言っちゃった」

「いつものことですわ」

「ひどい、そんな、あたし……」

　のえるは真しん剣けんな顔で抗こう議ぎした。

　と、シャイニィは人差し指をのえるの唇くちびるにちょこんと当てて、

「安心してもいいです。ひどいことを言ったぐらいでめげるぐらいの人は、初めからノエルのＢＦになれたりしませんわ」

「……それって、あたしをけなしてるの？　励はげましてるの？」

「両方ですわ」

　微笑ほほえんで、シャイニィは身を翻ひるがえした。

「では、わたしも準備に入りますわ」

「準備？」

「わたしはわたしで、ケンタを連れ去った連中にぎゃふんと言わせてやりたいんですの」

「平和主義じゃなかったの？」

「北極海で待っていますわ」

　なにをひらめいたのか、シャイニィはイタズラを思いついた子供のような顔をした。







「な……んだと!!」

　敵てき影えい発見の報告を受け、船の甲かん板ぱんに乗り出したファヒムが見たものは、灰色の空の一点を黒く埋うめ尽つくす鳥の……鋼鉄の鳥の大群だった。
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　米軍の攻こう撃げきヘリコプター部隊である。

「馬ば鹿かな……！」

　喉のどの奥がひりついた。

　北極海。根を張る大地さえない、地球最後の秘境。

　だからこそ、ファヒムのように身を潜ひそめ、姿をくらます者たちにとっては最高の場所。

　……のはずだった。

　ただ浮うかぶだけとなった廃はい船せんをつなぎあわせ、土地の代わりとして作り上げた人工の島。

　一年のほとんどが灰色にたれ込める雲に遮さえぎられ、人工衛星の目もくらます曇どん天てんが自分たちを守ってくれるはずだった。

　水平線はいつもぼんやりとぼやけ、空と海の境目すら曖あい昧まいになる世界。

　ここで忍にん者じやのように姿をくらまし、次の王手にでる。そんな作戦だった。

　ところが、だ。

　敵の背後に回り込み、必殺の一いち撃げきを叩たたき込もうと思っていたら、回り込まれているのは自分のほうで、敵の刃やいばはもう自分の喉のど元もとにかかっている。そんな状じよう況きように陥おちいっていた。

　のえるが攻撃部隊司令の名で、降こう伏ふくを要求してきた。

「くそッ！」

　ファヒムは脊せき髄ずい反射で叫さけんでいた。

「来るなら来い！　お前たちの大統領を北極海の藻もくずとしたければな!!」

　意地になったファヒムに、もはや戦略はなかった。

　なんの構図も、なんの意図も、なんの技法もない。真っ白なキャンバスの上にでたらめな絵の具を塗ぬりたくっただけの、ただの八方破れラクガキだった。







　とはいえ、米軍にしてみれば、最悪の展開であることに変わりはなかった。

　十中八九そうなるだろうと予期していたとはいえ、悪党が人質を取れば、正義の味方は怒いかりや悔くやしさに唇を歪ゆがめながら銃じゆうを捨てざるを得ない。

　実際、のえるが乗り込んでいた大型の輸送ヘリ──現場で命令を下すために急ごしらえで作った司令本部では、誰だれもが舌打ちをし、あるいは投げ捨てるように首を振っていた。

　のえる自身、マイクを握にぎり、ファヒムに告げた。

「米軍は降伏するわ」

　その声を聞いていた軍人たちは皆みな、ああ、とうめき声をあげながら、ため息をついた。

　けれども、のえるはそこでニヤリと笑った。

「ただし……。アルカンタラ軍は関係ないけどね」

〝なんだと!?〟

　同時、同地点。ただし深度一〇〇〇メートルを潜せん行こうしている艦の中で、シャイニィは命令を発していた。

「敵基地周辺に魚ぎよ雷らいを発射しなさい！」

　その、数十秒後……。

　どどどんっ、と派手な水しぶきをあげて、魚雷が自じ爆ばくした。

　うちの一つが廃船島から延びるカタチで手足を広げていた氷山を破は壊かいする。

　氷の欠片かけらが大小のつぶてとなって飛び散り、船の甲板や海面を叩いた。

　外にいたファヒムの顔にも、氷片がかすめ飛んだ。

　刃は物もののようにするどい断片が、ファヒムの頰ほおに赤い裂さけ目を生む。

「ファヒムさま、海底に識別不能の艦かん影えいが！」

　デッキから現れたモンヘッドは報告をすると同時に、ファヒムの腕うでを引いた。

　しかし、ファヒムは手にしていたマイクに向かって叫んだ。

「アルカンタラは決して他の国に攻せめ込まない平和国家だと聞いている！　その誇ほこりは偽いつわりだったのか！　貴様もアメリカに魂たましいを売ったのか！」

　その声は無線を通じて、シャイニィのもとに届いていた。

「侵しん略りやくではありませんわ」

　さらりと、シャイニィは言ってのけた。

「侵略を禁ずる我が国では軍ぐん艦かんというものは存在せず、この船もまた、深海での生活を営むための実験的な海洋都市に過ぎません」

　平然と言い切る彼女の背後、鉄で出来た扉とびらにはこんな表示がされている。

〝アルカンタラ市特別行政区海洋町１─１─１番地〟

　れっきとしたアルカンタラの土地だった。

「そして、領土から半径一二海里まではその国の領海であると国際法で決められております」

「ふ、ふざけるなァ！」

「お互たがい様ですわ」

　うふふ、とシャイニィは口元に小さな笑えみを浮かべた。

　表情の薄うすい彼女にとって、それは最大級の爆ばく笑しようだった。

　そこへのえるが助け船を送った。

「ノアを返してくれるのなら、攻撃を中止するよう、シャイニィに頼たのんであげてもいいけれど？」

「………………ッ！」

　ぶちり、とファヒムは回線を切った。

　ちなみに、なんでのえるが米軍の指揮を執とれるのかというと、彼女はかつて第七艦かん隊たい司令をつとめた（『花はな嫁よめがいっぱい』）、立派な退役米国軍人だったからだった。







　ファヒムは降こう伏ふくを決意……しなかった。

　廃はい船せん島から、次々と高速ボートが飛び出していく。

　その一つに自分も乗り込み、エンジンをスタートさせる。

「モンヘッド！　貴様は小ノ娘アを連れて脱だつ出しゆつしろ。エネスドラで合流だ!!」

「分かりました」

「他ほかの者たちも、この島から脱出しろ！」

　部下たちの命を思ってのことではない。

　敵の目を攪かく乱らんするための囮おとりだった。

　いっぽう、のえるの乗る司令ヘリの中では、レーダーとにらめっこをしていた兵士が叫さけんだ。

「キャッチしました！　一・五ＭHz。長谷川健太の所有している携キ帯ヤ端リ末アと思おぼしき電波です」

「その船よ！」

　のえるは島から飛び出したボートの一つにヘリを向かわせた。

「威い嚇かく射しや撃げきをしますか？」

「ダメよ。相手は戦車じゃないのよ。間ま違ちがってボートにあたったら、甲かん板ぱんなんか簡単に吹ふき飛ぶじゃない」

　そうなったら、中にいる健太……と、ほぼ一〇〇％の確率で一いつ緒しよに捕つかまっているはずのノアの命はどうなるのか。

「では、どうやって停船させるのですか！」

「こうするのよ」

　言って、のえるは側そく壁へきのノブに手をかけると、思い切り扉を引き開けた。

　びゅう、と、突つき刺さすような北極の風が流れ込んでくる。

　眼下に、白波を蹴け立てて疾しつ走そうする青い高速ボートが見えた。

「なっ、何をするつもりですか！」

　そばにいた兵士がのえるに摑つかみかかろうとした。

「あたしを抱だきしめてもいいのは、健ちゃんひとりだけよ」

　言った直後だ。

　たった一本、ヘリのロープを手首にくるくると巻き付けたのえるは空に向かって飛び出した。

　もともと小こ柄がらな身体からだである。少女である。

　パラシュートも付けず飛び下りた身体はくるくると木の葉のように弄もてあそばれた。

　群ぐん青じよう色いろの海は、いつ凍こおり付いてもおかしくないほどの温度しかない。飛びこめば一分もしないうちに天国へ行ける。

　だが、のえるの顔には恐きよう怖ふの色など欠片かけらもなかった。

　のえるは信じていた。

　自分の強運をではない。

　自由になれば、磁石の両極が引き合うように健太のいるボートに着地出来る。

　それが運命だと確信していた。

　胸ポケットにいれた携けい帯たいに手を当てる。

　その最初のアドレスには健太の番号が登録されている。

　いまは電波だけが……自分と健太を結ぶ、たった一本の見えない糸だ。

（怖こわくて……、今は声を聞けないけれど……！）

　想おもいは誰だれにも負けない。

　その糸を摑んで、握にぎりしめて、ぐいぐいとたぐり寄せる。

　いつの間にか、ヘリと自分とを結ぶロープは手放していた。

　のえるの身体は吸い込まれるように……、

　だんっ、と板を踏ふみ抜ぬかんばかりの音を立てて、見事、ボートに着地した。

「馬ば鹿かなっ！」

　驚おどろいた一いつ瞬しゆんが、敵兵たちの運の尽つきだった。

　六人はいたはずだった。

　肘ひじ打ちを喰くらって一人、懐ふところに飛びこまれて一人、銃じゆうを撃うとうとホルスターに手をやった隙すきに顔面に蹴けりを喰らって一人、と。

　格かく闘とうゲームのコンボを決めるような一瞬で、全員が打ち倒たおされた。

　操縦士も含ふくめて、全員…………。

「助けて貰もらっておいて、こんなことを言うのもなんですけど、のえる……あなた、船せん舶ぱく免めん許きよをお持ちですの？」

　操そう舵だ室しつのすぐ後ろで、縛しばられた姿で転がっていたノアが訊たずねた。

「…………………………………………」

「その沈ちん黙もくはなんなのです!?」

「ま、なんとかなるわよ」

「なりませんわっ！」

「なんとかなるわよ」

　ならなかった。

　ボートは、まだ氷山といえるほどには成長していない氷板のひとつに乗り上げた。

　のえるは舵かじを切り、どうやればそんなことが出来るのか分からないが、氷の上をスケートをするように滑かつ走そうする。

　もちろん、すぐに横転した。

　シートベルトなど付けていないのえる、ノア、健太の三人は空中へ投げ飛ばされた。

　大きく尻しり餅もちをついて、着地する。

　打ち倒されていた六人の兵士たちも宙を舞まった。

　誰もいなくなったボートは横に転がったまま氷上を滑すべり、そのまま突き抜けて海へと落ちていった。

「なんとか、助かったわね……」

　強気に言って、前方にいるノアに笑いかける。

　と、ノアの顔が真っ青になっていた。

「健太！」

　のえるは振ふり向いた。

「わあああああああああああっ！」

　仰あお向むけに落ちた健太の身体が、海に向かってまっしぐらに滑っていた。

「健ちゃん！」

　のえるは飛び出した。

　摩ま擦さつで手足を縛っていた縄なわが切れた健太は、四し肢しをいっぱいに広げて滑走を止めようとする。

　けれども、なかなかスピードは落ちなかった。

　海の中に落ちれば死──、

「ううああああああ！」

　健太は生まれてこれまで出したことのない力を振り絞しぼって、身体からだを氷に押さえつけた。

　それでも、止まらない。

（ダメか……！）

　そう思った時だ。

　手がふいに軽くなり、ぎゅうと握りしめられた。

　ガクンと、車の中で急ブレーキを掛かけられた時のように身体がしなり、滑りが止まった。

　膝ひざから下、足の半分がぷらぷらと宙に浮ういている。海の上に飛び出していたのだ。

「……助かった？」

　言ってる自分が信じられず、顔を上げる。

「よかったぁ」

　ニッ、とのえるは笑った。

　寒かったのか、それとも泣きそうな気持ちだったのか、うるませた瞳ひとみは赤く、じゅるっとのえるは鼻水をすすりこんだ。

　産うぶ毛げについた氷の粒つぶが、わずかに差し込んだ光をうけてキラキラと輝かがやく。

「どうして……、君は」

　健太は、最後に彼女に言った、ひどい言葉を思い出していた。

「……………………」

　健太は口ごもった。

　とっさに、何を言ったらいいのか分からなくなった。

「……………………」

　のえるも、なんと言っていいのか分からない。

　静せい寂じやくを、男の声が遮さえぎった。

「そこまでだ」

　振り向くと、意識を取り戻もどしたモンヘッドがノアのこめかみに拳けん銃じゆうを突つきつけていた。

「折原のえる、手を上げろ」

　命じながら、後ろ手に捻ひねり上げたノアの腕うでをさらにねじ上げる。

　うっ……、とノアの口から苦く悶もんが漏もれる。

「…………っ！」

　のえるは両手を上に上げた。

「のえる！　馬ば鹿かなことはやめなさい！」

　言ったのは、ノアだった。

　感謝をするどころか、怒おこるようにのえるを睨にらみ付け、首を大きく横に振ったのだ。

「わたしが死んでも、代わりはいます！　次の者が大統領になればいいことです！」

「大統領には代わりはいるけど、ノア・オルブライト、あなたには代わりはいないのよ」
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「馬鹿っ！」

　詰なじるノアの背中で、モンヘッドは満足げに頷うなずいた。

「いい心がけだ」

　その時だ。

　のえるの後ろでうずくまっていた健太が、のえるが腰こしに提さげていた銃を奪うばい、モンヘッドに向けた。

「のえるっ！」

　叫さけんだ途と端たん、のえるは肩かた越ごしに振り向き、健太と視線を重ねた。

　それで充じゆう分ぶんだった。

　健太は引き金をひいた。

　実じつ弾だんの発はつ砲ぽう音おんが轟とどろき、熱く灼やけた薬やつ莢きようが銃身から排はい出しゆつされる。鼻び腔こうを爆はぜた火薬の匂においが刺した。

　モンヘッドはすかさずノアを盾たてにする。

　だが、銃じゆう弾だんはノアに命中しなかった。

　頰ほおをかすめる擦さつ過か音おんすらしない。

　弾たまを当てるつもりなど、健太には初めからなかった。

　撃うたれるかもしれないと、モンヘッドの行動が恐きよう怖ふに支配された数秒。

　その刹せつ那なに、のえるがなんとかしてくれると健太は踏ふんだ。

　なにも示し合わせたわけではない。

　名前を呼び、互たがいの目を合わせた、一いつ瞬しゆんのアイコンタクト。

　それで充分だった。

　のえるは健太が引き金をひくよりも早く飛び出し、音速を超こえる銃弾に追い抜ぬかれ、モンヘッドがまだ驚おどろきの声をあげている数秒のうちに、彼の懐ふところに飛びこんだ。

　盾にしようと突き出したノアの身体が、のえるの姿を隠かくした。

「なっ……！」

　そこから先は言葉にならなかった。

　背後に回り込んだのえるが、回し蹴げりをモンヘッドの後頭部に叩たたき込んだからだった。

「ガッ……！」

　顔で地面を打ち、モンヘッドは叩き潰つぶされる。

「やった！」

　健太は歓かん声せいをあげて立ち上がった。

　ぱき……、

　音を立てて、健太の足下にあった氷が割れた。

「えっ……？」

　健太が理解するよりも早く、身体からだは北極海に落ちていた。

「健ちゃん！」

　のえるが叫ぶ。その叫びの下を、這はい蹲つくばっていたモンヘッドが飛び出した。

　健太を追うように海に飛びこむ。

　助けてやろう──、そんな殊しゆ勝しようなことをモンヘッドは考えない。

　鼓こ膜まくの奥に、こちらへと近づいてくるボートのエンジン音が聞こえてきたからだ。

　水の中に落ちた財布を拾い上げる──、健太の命を助けたのも、その程度の意味合いでしかなかった。

「モンヘッドさま！」

　接近するボートから若い男が身を乗り出し、二人を救いあげる。

　のえるは健太が海から助けられたことにホッとしながらも、悔くやしげに唇くちびるを嚙かんだ。

「追って、あのボートを！」

　上空を旋せん回かいする米軍ヘリに身み振ぶりで命令する。

　ノアの救出を第一とする彼らが、応じるはずもなかった。

　ゆっくりと氷を割ってしまわぬよう、氷上すれすれのところまで高度を下げて、数人の兵士が降りてくる。

「ファヒムは逮たい捕ほ出来ました」

　誇ほこらしげに、隊長のひとりがのえるに報告した。

　のえるは、笑えなかった。

























　どこまでもどこまでも青い海。

　常とこ夏なつの光のもと、神に祝福された太陽の楽園、カリブ海。

　女め神がみの首にかけられたネックレスのように、きらきらと輝かがやく宝石の島々が連なる。

　その一つ、エルドミンゴ島。

　そこにファヒムが収しゆう監かんされた刑けい務む所しよはある。

「ここです」

　職員に案内され、ファヒムの取調室の扉とびらが開いた瞬しゆん間かん、むせるような煙けむりが立ちこめた。

「うっ」

　たまらず、ノアは鼻を覆おおう。

　脂あぶら臭くさい白はく煙えんの向こうには、肘ひじ掛かけのついた椅い子すに悠ゆう々ゆうと腰こしをかけるファヒムの姿があった。

「ようこそ、ミス大プレ統ジデ領ント。そして総プラ理イム大ミニ臣スターどの」

　いったい、取調官とどんな取引をしたというのか。

　囚しゆう人じんであるはずのファヒムは指に挟はさんだ葉巻を口にやると、嫌いやがらせでもするかのように煙を深く吐はき出してみせた。

「捕とらえれば、わたしが何かを話すとでも思ったか？」

　白煙でドーナツを作るほどの余よ裕ゆうを見せる。

　腐くさっても、ファヒムは組織の頂点にのぼりつめた男だった。

　身み柄がらが拘こう束そくされたところで、葉巻を要求するなど、態度のでかさは直らない。

　ノアやのえるを目の前にしても、一歩も引くところがない。

「健太の居場所を知りたければ……」

　と、逆に開き直る始末だ。

　ニヤリ、と笑うのはノアのほうだった。

「これまであなたがしてきたテロについて、洗いざらい話してもらいましょうか」

「黙もく秘ひ権けんを主張する」

　ファヒムは葉巻を灰皿に置くと、机に肘をつき、組んだ手にアゴを置いてみせた。

「捕ほ虜りよの権利を主張したまでだ。捕虜は不利な証言に答えない権利を持っている。大統領ともあろう人間が、ジュネーブ条約を知らないとは言わさないぞ、フフ」

　厚い髭ひげに隠かくされた唇くちびるから笑えみをもらす。

　けれども、ノアは少しも動じた様子を見せず、

「いつまでそんなことを言ってられるかしら」と、髪かみをかきあげた。

「貴様とて、捕虜を虐ぎやく待たいしたら国際法に違い反はんするんだからな」

「あなたにジュネーブ条約は適用されないわ」

　きっぱりと、ノアは告げた。

「何を言う！　米国はジュネーブ条約を批ひ准じゆんしているはずだ」

「残念ながら、ここは米国ではないの」

「なん、だと？」

「エルドミンゴはキューバ領なの。だから米国法は適用されないわ」

「ふざけるな！　キューバ領だというならキューバ法があるはずだ！　私をキューバに引き渡わたせ!!」

「現在、我が国アメリカはキューバを支配している勢力を正統政府とは認めていないので、犯罪人などの引き渡しに関する諸条約に従う義務を負いません」

「ふ、ふざけるなァッ！」

　ふふっ、とノアは笑った。

「あなたたちに対たい抗こうするためにはこれぐらいの陰いん険けんさがちょうどいいでしょう？」







　その頃ころ、健太は千キロほど南に行ったところで呆ぼう然ぜんとしていた。

　吐く息すら凍こおりつく極北で、手足を縛しばられ、目め隠かくしをされ、飛び交う銃じゆう声せいを耳にしながらどこへ運ばれたのかと思いきや、小鳥がさえずり、色いろ鮮あざやかな熱帯の花々が咲さき乱れる天国のような庭園だったのだから……。

「ようこそ、バルヴェイス大統領閣下がお待ちです」

　すっかりとこの国の軍服らしい制服に着き替がえたモンヘッドを見て、健太はあぜんとなった。

「あなたは……、ファヒムの部下だったんじゃないんですか？」

「あの男を監かん視しするのが私の使命でした」

「監視？」

「こちらに都合の悪いことをすれば殺せと。もちろん、彼は私たちの期待に応こたえてくれましたがね。充じゆう分ぶんに」

　ふふ、とモンヘッドは唇だけで笑う。

　頰ほおの動きとは正反対に、瞳ひとみは凍り付いた海を思わせるように冷たく澄すんでいる。

（どこかで……）

　見たことがある、と健太は思った。

　思い出せない。が、どこかで見た覚えのある目をしていた。

　丸い目。愛らしくともなんともない、凶きよう暴ぼうな爬は虫ちゆう類るいのような。

「あ、あなたは、いったい……」

　モンヘッドは答えず、

「エネスドラ大統領府です」

「……えねすどら？」

　聞いたこともない国だったので、健太は首を傾かしげた。

「小さな国です。ご存じなくても仕方ありません」

「す、すいません……」

　庭園を抜ぬけると、白い瀟しよう洒しやな建物が見える。

　大統領官かん邸ていだ。

　健太は執しつ務む室しつに案内され、そこでバルヴェイス大統領と会った。

　恰かつ幅ぷくのいい、彫ほりの深い顔だちをした男性だった。

「我がエネス国ドラは君を歓かん迎げいするよ」

　かつてはスポーツマンだったのだろうか、バルヴェイスは幅はば広ひろの肩かたを上げ、グローブほどもある手を差し出してきた。

　正直、怖こわい顔をしているので、にこりと笑われてしまうと、怖さが倍になる。

（えっ……）

　恐きよう怖ふ的な顔をしているのに、手のひらが柔やわらかくて温かいことに、健太はびっくりした。

「官邸から出してあげるわけにはいかないが、官邸の中では快適な暮らしを楽しんでくれ」

　軟なん禁きんという言葉にも、うまい言い換かえがあったものだ。

「いつ、僕は帰ることが出来るんですか？」

「大統領ノアの返事次第だな」

「……キャッシュカードなんですね、僕は」

　即そく座ざに健太は自分の立場を理解した。

「人民の暮らしをよくするには金がいる。教育をするにも、海外から技術を購こう入にゆうするにもね。はは、これも一種のボランティアだと思ってくれたまえ」

「そんな価値、僕にはありません」

「あるさ。彼女たちは自分の命は安く値ね踏ぶみするくせに、他人の命には敏びん感かんに反応する、実に愛らしい人間たちだ。君を見捨てるなんて可能性はない」

「アメリカの恨うらみを買うとは考えないんですか？」

「とっくに買ってるさ。アメリカあいつらは何年も前からエネスドラを滅ほろぼそうと企たくらんでいる」

「理由もなしに戦争が始まるとは思えませんけれど」

「アメリカは我が国の麻ま薬やくシンジケートを壊かい滅めつさせたがっているからな」

「やめればいいじゃないですか」

「今すぐにはやめられない。現実にそれで生活の糧かてを得ている農民がいるのだ。代わりの産業を興おこすまではやめられんさ。国民を殺すわけにはいかん」

「麻薬で死ぬ人もいます！」

「数なら、銃じゆうで死ぬ人の数の方が多いぞ」

「数の問題じゃありません」

「数だよ。すべて数の問題だ」

　きっぱりと大統領は言い切った。

「そんなに命が大事なら、武器を作るのをやめればいいではないか。武器の製造なら先進国の専売特許だ。ところが武器は作る国より、使った国が悪いのだそうだ。愉ゆ快かいな話だな」

「なにが愉快なんですか！」

「私もそんな国の大統領になってみたいものだ。世界のどこよりも武器を作り、世界のどこよりも麻薬を消費しておきながら、悪いのは全部よその国だと言い張って侵しん略りやくを開始する。愉快な話だとは思わんかね」

　言って、バルヴェイスはひょいと肩をすくめてみせた。

「……と、そんなもっともらしい建前を今さらかざすつもりはないがね。強い者には身勝手を押し通す権利がある。それがこの世界だ。私とてアメリカの大統領になっていれば、同じことをしただろう」

「ノアは……違ちがいます」

　健太は首を大きく振ふった。

「違わんよ。帝てい国こくというものは戦争をしなければ国こく威いを維い持じ出来ない仕組みになっている。世界大戦が終わったあと、あの国アメリカがどれだけの戦争を起こした？　朝ちよう鮮せん、ベトナム、湾わん岸がん……、これからもそうだ。歴史を超ちよう越えつしないかぎり、あの国は戦争から逃のがれられない」

「違います！　ノアはそんな大統領にはなりません」

　ははっ、とバルヴェイスは笑った。

「彼女が本気でそんなことを考えているなら、友人として忠告することだ。──歴史に逆らうな、と」

「どういう意味ですか」

「リンカーンやケネディがどうなったか、調べてみるといい」







　ふたたび、キューバ領エルドミンゴ空軍基地である。

　ノアは司令官の執務室で、一本の電話を受けていた。

「いいでしょう、アメリカは国連に提出しているエネスドラへの経済制裁を撤てつ回かいします」

〝我が国への経済援えん助じよもお願いしたい〟

　バルヴェイスの声は、スピーカーを通して室内に響ひびいていた。

　応接用のソファに腰こしをかけて、国務長官たちが話を聞いている。

「いくらがよろしいですの？」

　笑いもせず、ノアは訊たずねた。

〝五〇億ドルで手を打とう。紐アンなしタイドでな〟

「領収書は必要かしら？」

　笑い、ノアは受話器を置いた。

　我が慢まんならぬといった顔で詰つめ寄ったのは、オリバー国務長官だ。

「大統領！　何を考えているのです!!」

「どうしたの？　驚おどろくほどのことがありましたか？」

「ファヒムを操あやつっていたのは、バルヴェイスです！」

「でしょうね」

「ならば、盗人ぬすつとに追おい銭せんをくれてやるようなことを……！」

「誰だれが、いつ、五〇億ドルをホントに渡わたすと言いました？」

　にこり、とノアは笑えみを浮うかべた。

　白く澄すみ切った肌はだをした彼女によく似合う、天使のような微笑ほほえみだった。

　彼女は泣きたい時に涙なみだを流すことはない。

　悲しい時ほど元気を見せる、寂さびしい時ほど笑顔を作る。

　本当の感情は、人に見せない。

　強がって生きているうちに、いつの間にか身に付いてしまった癖くせだった。

　だから、いま、彼女が見せている完かん璧ぺきなまでの微笑みに、笑えるところなど一つもない。

　卑ひ劣れつな行こう為いで理り不ふ尽じんな要求をする者を彼女が許すことなど、絶対になかった。

「南大西洋周辺地域に展開している、すべての部隊を出動させなさい！」

「エネスドラを攻こう撃げきするのですか!?」

　訊ねるリース国防長官に対し、ノアはきっぱりと答えた。

「彼バルヴエイスは自分の死亡宣告書にサインをしたのです」

　しかし、と異議を呈ていしたのはオリバー国務長官だ。

「宣戦布告には議会の承認が必要です。我がアメリカは大統領の一存では戦争を始めることが出来ません」

「これは戦争ではありません」

　言って、ノアは机の引き出しから書類を取り出した。

　それはある公的機関が作成した、たった一枚の紙切れだった。

　それを見て、オリバーを始めとする三長官は息を吞のんだ。

「こ、これは……ッ!!」







「どうだ、君ひとりの命で戦争が回かい避ひされた」

　受話器を置いて、バルヴェイスは言った。

「卑ひ怯きようです、こんなの」

「卑怯だな。しかし、我々も黙だまって滅ほろぼされるいわれはない。アメリカが我が国を敵視しなければ始まらなかった話だ」

「全部、貴方あなたが仕組んだことだったんですか、沖縄の事件から」

「ファヒムはいい仕事をした」

「あなたはやっぱり卑怯です！」

　言って、健太は詰め寄った。

　分かった。

　バルヴェイスに対して抱いだいていたもやもやとした気持ちが。

「あなたは話をすり替かえている！」

「君はアル・ファドルを覚えているかい？」

　忘れられるわけがない。

　のえるの友達だったサラを死なせた、アメリカ同時多発テロの首しゆ謀ぼう者しやだ。

「ヤツはいわゆる職業テロリストというヤツでね。スポンサーを捜さがしていた」

「えっ……」

「アメリカの敵意を自国から逸そらすにはちょうどいいと考えた国々がスポンサーになった」

「まさか」

　そうだ、とバルヴェイスは頷うなずいた。

「私の国エネスドラもその一つさ」

「そん……な……！」

　それ以上、言葉が出なかった。

　よろよろと、健太はよろめき、壁かべにもたれかかる。

「弱い者は純じゆん粋すいとでも思っていたか？　純粋なものなど、資本主義がすべて滅ほろぼしたよ。金がなければテロも起こせない」

　せせら笑うような口調のバルヴェイスに、健太は吐はき気を覚えた。

　同じ空気を吸いたくない。

　バルヴェイスという存在から、鼻を覆おおいたくなるような臭しゆう気きを健太は感じたのだ。

「ウルムスタンの人をなんだと思ってるんですか！　あなたも大統領なら、自分の国が生いけ贄にえになる時のことが想像出来るはずです!!」

「それの、どこが悪い？」

　そんな質問をする健太の知能指数を疑うような目をして、バルヴェイスは聞いた。

「悪いって、悪いに決まってるじゃないですか！」

「たとえば……」

　言って、バルヴェイスは背を向けた。

　窓まど際ぎわに歩き出し、ガラス戸に手を掛かけると、昼下がりの陽ひ射ざしにきらめく庭園を見下ろす。

「君の国が一九四五年八月一五日に、米国に降こう伏ふくしたのはなぜだか分かってるかい？」

「話を逸らさないで下さい！」

「人を説得しようと思うなら、相手の質問には答えたまえ」

「それは……、広島と長崎に原げん爆ばくを落とされて……、戦争に勝てないことを知ったから」

「ははっ、日本はずいぶんと無む邪じや気きな歴史を教えているものだね」

　ムッ。

　健太は顔をこわばらせた。これまで以上にバルヴェイスを睨にらみ付ける。

「たくさんの人が亡くなったことが無邪気だっていうんですか！」

「虐ぎやく殺さつをされたぐらいで戦争を止やめるのなら、沖縄で何十万人も犠ぎ牲せいを払はらっておいて、いや、東京が空くう襲しゆうで焼け野原になった段階で止めればいいだろう？」

「じゃあ！　どんな理由があるっていうんですか！」

「君は軍部が愚おろかだったから、戦争が始まり、そして終わったなどと考えてはいないか？」

「えっ」

「一国を指導する者はそれほど愚かではない。もっと攻撃的だよ」

　言って、バルヴェイスは本ほん棚だなに近づいた。

　壁を埋うめ尽つくすように並んだ本棚には、幅はばも大きさも様々な本が並んでいた。

　背表紙に書かれたアルファベットを読むに、各国の歴史書だということは分かる。

　バルヴェイスが取り出したのは、Ｊａｐｏｎと書かれた一冊だった。

「三月に東京を大空襲され、六月に沖縄を陥お落とされても戦争を止めなかった政府が、広ヒロ島シマと長ナガ崎サキに原爆を落とされた一週間後、降伏を宣言する。なるほど、説得力のある歴史だな」

　ぺらりとページをめくり、語る。

「八月六日と九日の間に何があったか、君は学校で教えて貰もらったかい？」

「………………」

　健太は知らなかった。

　だから首を横に振ふらなければならなかったのに、振ったら負ける気がして、振らなかった。

「ロシア（当時ソビエト）が日本との中立条約を破は棄きして、攻こう撃げきを開始したのだよ」

　時に、八月八日のことである。

「すでに次の世界はアメリカとロシアの手に渡わたることが分かっていた。新しい地図に国境線が引き直され、狭はざ間まにある国が分断されていった。ロシアは破竹の勢いで中国を南下している。ヨーロッパは両軍が攻せめ込んだラインがそのまま国境線となった。君ならどうするかね？」

「！」

　ある答えが浮うかび、健太はその答えに恐きよう怖ふした。

「そ……それは！」

「分かったかね」

　満足そうに、バルヴェイスは頷うなずいた。

「八月一五日に降伏したからこそ、君の国は分断されずに済んだのだよ。隣となりの国を犠牲にしてね！」

「僕は……ッ！」

「自分は関係ない、とでも言いたいか？　君は生まれた瞬しゆん間かんから、幸せな国に生まれたという罪を背負っている。その幸せが他の国の犠牲によって成り立っているということも知らないという罪も含ふくめてね！」

「………………………………………………」

「良心が痛むのなら、それが君たちの原罪だ。もちろん私は君たちの先祖を賞賛するがね。中国と戦い、ロシアと戦い、アメリカと戦い、そのうえ戦争ではどうにもならないとなったら、あっさりとプライドを捨ててアメリカの召めし使つかいになるタフネスぶりは賞賛に値あたいする」

「皮肉ですか」

　ぱたん、と本を閉じ、バルヴェイスは笑えみを浮かべた。

「ＮＯ。我が国もあやかりたいといってるのだ。はははははははははは！」

　モンヘッドが控ひか室えしつから現れ、健太を連れて行く。

　廊ろう下かに出ても、バルヴェイスの笑い声は聞こえてきた。

　軟なん禁きん部屋に放り込まれ、扉とびらを閉められ、音が遮しや断だんされたあとになっても、大統領の嘲ちよう笑しようが耳にこびりついて離はなれることはなかった。







　海が、燃えるように赤い。

　オレンジ色に染まった空に向かって、海兵隊員を乗せた輸送機が次々と飛び立っていく。

　大統領専用機、エアフォース・ワンはまだ、滑かつ走そう路ろの隅すみで最後の点検を受けているところだった。

「本当に、行くのですか？」

　すっかりと海兵隊の制服に身を包んだのえるを見て、ノアは心配そうに眉まゆをひそめた。

「司令室にふんぞりかえって、ただ結果を待ってるのって、性しように合わないのよね」

　のえるは笑い、そばにあったヘルメットを摑つかんだ。

「……それに、あたしから会いに行かないといけない気がするし」

　湿しめり気を帯びた、熱帯特有の風が頰ほおを撫なでる。

　やんちゃなポニーテールが揺ゆれ、のえるはもう一度、笑ってみせた。

「それにあたし、これでも退役軍人だし」

　と、胸につけたバッジを見せる。

「アメリカはあなたに借りがあります」

「ん、あったっけ？」

　はい、とノアは胸に手をあてた。

「あなたはアメリカの名めい誉よを守ってくれました。前大統領ロバートがあなたの乗った飛行機を故意に撃げき墜ついしたことを、あなたは誰だれにも喋しやべらなかった」

「あ、そのこと？　別に大したことじゃないよ」

　あはは、とのえるは手を左右に振る。

「いいえ、同盟国の首脳を暗殺しようとしたことが明らかになれば、アメリカは諸国の信しん頼らいを大いに失いました」

「だって、秘密にしといたほうが、ロバートは言うことを聞いてくれるでしょ？」

「はぁ？」

　目を点にして、ノアは棒立ちになった。

「バラせばそりゃ、あたしはカッコつけられるけれど……でも、それだけじゃない？　正義の味方ぶるより、アメリカを強ゆ請すったほうが何かと便利だし、面おも白しろいと思ったのよ」

「あ、あなたって……………………」

「呆あきれた？」

　ううん、とサラは首を振ふった。

「さすがね。あなたはサラが認めた人だわ」

　皮肉ではない。

　たいていの人間は感情の支配から逃のがれられずに判断を誤る。利用価値があるからといって、自分を殺そうとした人間を許せる精神力など、誰もが持っているわけではない。

「……いま、サラって言わなかった？」

　のえるが顔色を変えた。

　途と端たんに張りつめたまなざしをして、ノアを見つめる。

　それだけで、のえるにとってサラという名前がどれだけの重みを持っているかが、ノアには分かった。

　じん、とノアの胸にも熱い想おもいが溢あふれた。

　思い出すだけで、サラのことを思い出すだけで、ノアの心は今でもいっぱいになる。

　そしてそれは目の前にいるのえるも同じはずだと、ノアは疑わなかった。

「サラ・ガーランド、わたしの一番の友達だった人よ」

　言って、ノアは手のひらをのえるに差し出す。

「……あなたにとっても、でしょう？　のえる」

　ノアの手は熱かった。

　皮ひ膚ふの下で血が燃えたぎっているような、そんな高ぶりを、のえるは感じた。

「あなた、まさか……！」

　それは直感だった。

　サラの死を知った時に胸を焦こがした思い。

　同じ思いをノアが抱いだいたとしたら……、

　それから悪あく魔まと出会ったとしたら……、

　そして大統領になることを決意したとしたら……、

　のえるは、願いと引き替かえに悪魔に差し出さなければならない交こう換かん条件を思い出し、戦せん慄りつに震ふるえた顔でノアを直視した。

「そうよ、たったの三〇年。惜おしくはないわ」

「なに言ってるの！　それだけ寿じゆ命みようが縮まるのよ!!」

「サラみたいな子が生まれずに済むのなら、惜しくない」

　きっぱりと、ノアは言い切った。

「この世界から戦争を滅ほろぼしてみせるわ」

　期待ほしいでも、希望したいでもない、毅き然ぜんたる決意。

　してみせる、とはそういうことだ。

　のえるの真意を試すように、ノアはまっすぐに瞳ひとみを向けて、

「どうしてわざわざ副大統領になって、ロバートを失職させたか、分かる？」

「米国の大統領は二期八年まで、だから？」

「そう、唯ゆい一いつの例外ルールは、大統領が失職したことに伴ともなって、副大統領がせり上がった場合のみ。その場合は、最大十二年、大統領でいられる」

「一〇年で、戦争をなくせるの？」

「アメリカだけでは無理だわ」

　言って、ノアは両手でのえるの手のひらを握にぎりしめた。

「合わせて四〇％。日本とアメリカを合わせた経済力よ。これがどれだけの力を持つか分かる？　人類の歴史が始まって以来、これほどの力を独どく占せんした勢力はないわ」

「ノア、あなた、何をするつもり？」

「国連みたいな軟なん弱じやくなスキームでは一〇〇年たったって国境はなくならないわ。すべての国をなくす方法はただ一つ！　たった一つのスーパーパワーがのみこむしかないの!!」

　ノアは一いち途ずなまなざしで、のえるを見つめた。

　瞳が赤く、燃えているように見えたのは夕焼けを映しているせいだろうか。

　それだけだとは、のえるは思わなかった。

「たしかに、世界を一つにする方法はそれしかないかもしれない」

「分かってくれると思ったわ、のえるなら」

　しかし、のえるは首を縦には振らなかった。

「でも、あたしは世界は一つになんかならないほうがいいと思う」







　ノアからの最さい後ご通つう牒ちようを受けたのは、そこからきっかり三時間後のことだった。

「馬ば鹿かな！」

　執しつ務む室しつで、バルヴェイスは目を剝むいた。

「大統領」

　駆かけ込んできたモンヘッドが手にしているのは不ふ愉ゆ快かいな情報だ。

「沖おき合あい一二海里に、多数の米国艦の遊ゆう弋よくを発見しました」

「なぜだ!?」

「米軍は、麻ま薬やく取とり締しまり法ほう違い反はんの逮たい捕ほ状じようを盾たてに大統領の引き渡わたしを要求しています」

「誰だれがそんなものを出した!?」

「ニューヨーク州の地方検察局です」

「検察!?　コソ泥どろと同じだと言うのか！　我々は!!」

　だんっ、とバルヴェイスは硬かたく握りしめた拳こぶしをマホガニーの机に打ち付けた。

　びりびりと手が痺しびれる。……はずなのに、バルヴェイスは痛みを感じなかった。

　屈くつ辱じよくだ。

　ノアはエネスドラを国と見ていない。

　一枚の逮捕状で、戦争を起こす気でいる。

　いや、これは戦争ですらないのだろう。

　罪を犯おかした者を懲こらしめにいく、征せい伐ばつなのだ。

「小こ娘むすめ……めッ！」

　バルヴェイスは、パナマの運命を思った。

　一九九〇年、米軍が実際に行ったパナマ侵しん攻こうの根こん拠きよは、フロリダ州が発行した一枚の逮たい捕ほ令状だった。

　アメリカという国家の脳内地図にはもはや、国境線など存在していないのだ。

　そこへ、

『……ガッ……します……ガガッ！』

　ニュースを伝えていたテレビが突とつ然ぜん、砂すな嵐あらしがかかったように震えた。

『……わたしは…………ガッ……、親愛…………エネスドラ国民に…………』

　声は、小ノ娘アのものだった。

『大統領専用機、エア・フォースワンから話しかけています』

　映像がクリアになり、機内の執務室から語りかけているノアの姿が明らかになった。

「テレビをジャックしたというのか！」

『この戦いは、腐ふ敗はいした大統領、ただ一人を逮捕するための行動です。エネスドラのみなさん、わたしたちの銃じゆうはあなたに向けられたものではありません』

「どうなっているのだ？　すでに放送局が占せん拠きよされたというのか！」

「占拠されたのは国営放送だけのようです」

　バルヴェイスはリモコンを握り、そして壁かべに投げつけた。

「どのチャンネルを回しても、小ヤ娘ツの顔が映っているではないか！」

「民間放送はすべて、買収されたようです」

「マネーモンガーめっ……！」

　画面の中ではノアが、涼すずやかな顔でメッセージを続けていた。

『意味のない犠ぎ牲せいは米国の欲するところではありません。兵士たちよ、銃を捨てて下さい。家路につき、愛する家族のもとで一晩を過ごして下さい。あなた方の信しん頼らいを裏切った大統領がどんなに怒いかり狂くるおうとも、あの男には、電波ひとつ取り戻もどす力もありません。朝にはすべてが終わっていることでしょう』

「脱だつ出しゆつだ。亡命の準備をしろ！」

　バルヴェイスは叫さけんでいた。

　自分がネズミに過ぎないことは、誰よりも分かっていた。

　牙きばをむいた獅し子しに立ち向かう方法などないことを、誰よりも知っていた。

「空港はすでに、米国海兵隊によって制圧されているそうです」

「道路は？」

「ベネズエラ、ブラジル両国とも、国境を封ふう鎖さしております」

「アメリカに尻尾しつぽを振ふるヘタレどもが!!」

　すると、胸ポケットに入れておいた携けい帯たいが突然鳴り出した。

「誰だ、こんな時に!?」

「わたしよ」

　ノアの声に、バルヴェイスは驚きよう愕がくした。

「どうして！　この番号が!?」

「あなたによく似て、お金には目のない部下フアヒムに感謝してるわ」

「………………ッ！」

　バルヴェイスは携帯を壁に叩たたきつけた。

　しかし、その数秒で充じゆう分ぶんだった。

　携帯電話の位置情報はしっかりと電話局の記録に残った。

「……そしてエネスドラの携帯電話会社はすでに、米ア国メ資リ本カの通信会社に買収されているのです」

　空飛ぶホワイトハウス──大統領専用機、エア・フォースワンの中で、リース国防長官は電話会社から送られてきた情報から、バルヴェイスが大統領官かん邸ていにいることを報告した。

　ノアは微笑し、

「撃て────────っ！」

　右手を振り下ろすと同時、ただちに数十発の巡じゆん航こうミサイルが天に向かって放たれた。

　標バルヴ的エイスのデータは人工衛星を通じて、エネスドラ沖おき合あいに浮うかぶ駆く逐ちく艦かんに向けて電送されている。

　その光景もまた、世界中に同時中ちゆう継けいされていた。

『バルヴェイス大統領？』

「は、はいっ！」

　たまらず、テレビ画面に向かってバルヴェイスは返事をしていた。

『ミサイルが着ちやく弾だんするまで五分。それまでに自首をするなら、起き爆ばく装置を解除します』

「す、するっ！　自首するっ！」

　死ぬよりマシだった。

「って！　どうやって連れん絡らくを取ればいいんだ？　携帯が壊こわれてるじゃないか！」

「ご安心下さい、大統領」

　さきほどから、モンヘッドは少しも表情を崩くずしていなかった。

　ひとり狼ろう狽ばいするバルヴェイスを、かたわらから無表情で見つめ続けていた。

　何かを取り出そうと、スーツの内側に手をやる。

　いちるの望みに、バルヴェイスはすがった。

「さ、策があるのか！」

「あなたには初めから生きのびられるという選せん択たく肢しなど、ございません」

　言って、ふところから取り出したのは、硬かたく黒光りする拳けん銃じゆうであった。

「なっ……！　裏切りか！」

「裏切り？　もともと、あなたやファヒムがそれほど期待されていたと思うのですか」

　ハッ、とバルヴェイスの顔は凍こおり付いた。

「コルドロンか！」

「手て遅おくれですよ、大統領。まったく、あなたは何をするのも手遅れな人だ」

　冷ややかに、モンヘッドは口元を歪ゆがめた。

　熱のない……、どこまでも温かみのない、絶対零れい度どの微笑みだった。

「とはいえ、あなた方にすれば充分な活かつ躍やくだ。あなたはここで破は滅めつするが、遅おそかれアメリカも破滅する。その道筋を作ってくれたことにはコルドロンも感謝していますよ」

「こ、コルドロンのことは何も喋しやべらない！　アル・ファドルの時のことも、ファヒムのことも、何も喋らない！　約束する!!」

「約束？　そんなカタチのないものをコルドロンが信用するとでも？　ははっ、これは愉ゆ快かいですな！」

「手形なら出す！　私の秘密口座の番号、貴様なら調べ上げてるはずだ。いくらでも引き出していい!!　一〇〇億ドル（≒一兆円）はあるはずだ！」

「…………ずいぶんと馬ば鹿かにされたものですね」

　モンヘッドは肩かたをすくめた。

「たかだか一〇〇億ドルではコルドロンの小指すらも動きませんよ」

　ダンッ……、と執しつ務む室しつに銃声が轟とどろいた。

　一人の男が倒たおれ、生き残った男は胸のバッジを千切り捨てる。

「この名前ともお別れですね」

　モンヘッド・モルバ。

　またの名を、マスリー・クリューエル。

　ウルムスタン戦争の首しゆ謀ぼう者しやの一人であるサリムを謀ぼう殺さつし、もう一人の指導者であるアル・ファドルの右みぎ腕うでとして働き続けた男であった。

　窓の外を見上げる。

　弓のような月の冴さえる空に、機き影えいはまだ見えなかった。

　しかし、マスリーは暗くら闇やみの向こうにのえるの存在を見ていた。

「会うのはまだ早いな、折原のえる、次に逢あう時が貴様の最さい期ごだ」







　ミサイルの起爆装置は初めからオフになっていたことなど、バルヴェイスは知るはずもない。

「バルヴェイスひとりのために米軍が悪者になる必要はないでしょう？」

　にっこりと、ノアはつぶやいた。

　誰だれもが勝ち馬に感情移入出来るわけではない。

　力というものは、圧あつ倒とう的であればあるほど、嫌けん悪おの対象ともなりうることをノアは歴史から学んでいた。

「米われ国われは間ま違ちがいを犯さない。そうでしょう、国務長官？」

　ノアは窓の外を見た。

　エアフォース・ワンから見える高度一万メートルの空は、いつも晴れ渡わたっている。

　まさしく神の高み。

　眼下に目を向けると、薄うすく広がった雲が地上を覆おおい隠かくしていた。

　その雲の下を……、

　群れを成して飛ぶ巡航ミサイルが鮮あざやかな火の粉を散らしながら、滑すべるように夜の空を飛んでいた。

　目指す彼方かなた、大統領官かん邸ていは水を打ったように静かだった。

　生きているものはすべて官邸を逃にげ出している。

　いや、例外が一人だけいた。

　誰もいなくなったことを見計らって、閉じこめられていた部屋から健太が脱だつ出しゆつしたのだ。

　外に出ようと、連れて行かれた道を逆にたどる。

　誰もいなくなった廊ろう下かをひたすらに走っていると、壁かべに手を突つきながら歩いている人ひと影かげに遭そう遇ぐうした。

　血まみれのバルヴェイスだった。

「どうしたんですか!?」

　白いシャツを血まみれにしたバルヴェイスを見て、健太は駆かけ寄った。

　無条件で身体からだが動いていた。このままにはしておけないと、自分よりも遥はるかに身体の大きい大統領に肩を貸そうとする。

　無用だ、とバルヴェイスは振ふり払はらった。

「無理だ。私はもう助からない」

　肺を撃うたれたのか、息をするたびに空気の抜ぬける音が聞こえた。

「理由なんているんですか、こんな時に！」

「なぜ、私を助ける？」

　目を疑うような顔をして、バルヴェイスは訊たずねた。

「だって、そんな怪け我が、放っておくことなんて……」

「甘いな」

　言って、バルヴェイスは健太の胸を押した。

「行け。君には戻もどる国がある」

「でも……！」

「人は見たいと思うものだけを見るものだ。そのことに気付かぬかぎり、人は騙だまされる」

「えっ」

「君の大切な友人に告げるがいい。コルドロンには逆らうな、と……！」

　窓の外に、いくつもの光点が見えた。

　それはミサイルの噴ふん射しや光こうだった。

「行け！　友を守りたいのだろう!!」

「は、はいっ！」

　弾はじかれるように、健太は飛び出した。

　ただひたすらに、照明の落ちた廊下を駆け抜けた。

　頭の中は真っ白だった。

　何も、分からなくなっていた。

　バルヴェイスは悪い人のはずだった。

　麻ま薬やくを売りさばき、罪を他国に着せるようなテロを起こし、恥はじることを知らなかった。

　なのに、彼だけが悪いと思うことが出来なかった。

　とても気持ちの悪い、ざわざわとした気持ちが胸の中を占しめていた。

（のえる、のえる……！）

　たまらず、心の中で名前を呼んでいた。

　のえるに逢いたい、と思った。

　逢って、話がしたい。

　いっぱい、いっぱい話がしたい。

（違ちがう！）

　健太は首を振った。

（こんな時でも……、のえるを頼たよろうとするなんて……）

　健太は唇くちびるを嚙かんだ。

（なにも成長していないじゃないか）

　困ったことがあったら、のえるが助けてくれると思っている。

　どんなことでも、のえるなら解決してくれるに違いないと思っている。

（だから、おもちゃ扱あつかいされるんだ）

　悪いのは自分なのだ。他ほかの誰だれでもなく。

（そんなのは、もう……！）

　拳こぶしをぎゅうと握にぎりしめ、健太は走り続けた。

　扉とびらを開け、外に飛び出す。

　その上空をミサイルが駆け抜けていった。

「えっ!?」

　官邸に命中することなく、ミサイルは官邸の直上を通り過ぎていった。

　噴射光が、執しつ務む室しつにある物言わぬ亡なき骸がらを照らし出し、消える。

　初めから空からっぽだったミサイルは橋を一つ越こえたところにある港に着水した…………。







「自殺、だそうです」

　バルヴェイスの最期を、リース国防長官はそう報告した。

「〝自殺〟ね」

「調査いたしますか？」

　必要ないわ、とノアは首を振った。

「それぐらいの名めい誉よは与あたえましょう」

「バルヴェイスのためですか？」

「エネスドラの国民のためよ」

　言って、ノアは机の上に広げられたエネスドラの地図に目をやった。

「我が身惜おしさに、部下が大統領を殺した、なんて歴史は伝えないほうがいいでしょう？」

　窓の外を見る。

　エアフォース・ワンは機体を傾かたむかせ、徐じよ々じよに高度を下げつつあった。

　薄うすく広がる雲間の向こうから、地上の光が見えてくる。

　定規で引いたようにまっすぐな格こう子し状の道に並んだ街灯が、碁ご盤ばんの目のように光の筋を浮うかび上がらせる。ぼうっと薄く輝かがやくリボンのような帯は高速道路のジャンクションだ。

　その向こうに、ビジネス街に林立するビル群が見える。

　親指ほどにしか見えない建築物が、おもちゃの積み木のように思えたのは、ノアの傲ごう慢まんだろうか？

「到とう着ちやくは四時ゼロヨン三〇分サンマル。予定通りの飛行でしたね、大統領」

「実に穏おだやかなフライトだったわ」

























　エネスドラの大統領官かん邸ていは笑えるぐらいに広かった。

　面積は世界最小国家であるバチカンよりも大きく、おかげで米軍の空くう挺てい部隊がパラシュート降下をするのに、何の支障もなかった。

　エネスドラ国軍の兵士たちは次々に投降した。

　爪つめの垢あかほどの抵てい抗こうもなかった。

　戦おうにも、指揮系統が寸断されていた。

　乗っ取られたのはテレビだけではなかった。

　ラジオ、電話、ネットワーク回線。すべての通信インフラがアメリカによって買収、あるいはジャックされた。

　やろうと思って、一方的に出来ることではない。

　エネスドラ政府の中に、しかもかなりの権力を握った者たちの中に、アメリカの協力者がいなければ不可能なことだ。

　誰が敵で、誰が味方かも分からない状じよう況きようで、一いつ介かいの兵士がどうして戦えようか。

　もちろん、そこには指導者にしては低すぎたバルヴェイスの人望もあったろう。

「……それが無む駄だ死じにを減らしたのだから、皮肉なものね」

　のえるはつぶやいた。

　官邸から、全身をシーツで覆おおった遺体が運び出されるところだった。

　誰よりも真っ先に官邸に飛びこんだのえるだったが、健太の姿は見つけられなかった。

「どこに行ったの……、健ちゃん」

　ツン、と鼻の奥が痛くなって、泣きそうになって、我が慢まんをしようとのえるは空を見上げた。

　剣けんのように鋭するどく冴さえた三日月が、夜の中で細々と輝いている。

　まるで常とこ闇やみの井い戸どの底にいるような気分だった。

　えもいえぬ寂さびしさにかられて、のえるはポケットに手をやった。

　携けい帯たいを取り出して、ディスプレイを見る。

　日本はちょうど午後六時半だった。

　自分だけが宇宙の片かた隅すみに取り残されてしまったような寂しさを覚えて、のえるは今度こそ泣きそうになってしまった。

　出てくれもしない、番号を押してみる。

　リリリリン♪

　着メロが、鳴った。

　目と鼻の先にある藪やぶから、聞き覚えのある着メロが鳴ったのだ。

「健ちゃん!?」

　叫さけぶと同時だ。

「…………のえる!!」

　藪から男の子が飛び出した。

　暗がりで顔を見ることは出来ないが、手には携帯を持っていた。

　慌あわててボタンを押して、着信を切る。着メロも消える。

　すぐにのえるはリダイヤルした。

　男の子の携帯から、着メロが鳴った。

「やっぱり健ちゃんね！」

「違ちがう!!」

　健太は携帯を捨てて逃にげ出した。

「なんで!?」

　答えず、健太は走った。

　路地に出る。

　視界の隅に横よこ倒だおしになったスクーターが見えた。

　この騒さわぎの中で乗り捨てられた物だろう、鍵かぎがかかったままになっている。

　ダメもとで起こしてみた。

　キーを捻ひねってみたら、それだけでエンジンがかかった。

「うわっ、わっ、わっ！」

　荒あら馬うまに乗り込むように、慌てて、シートにまたがる。

　スクーターは右に左に酔よっぱらいながら、ともかくも発進した。

「健ちゃぁん!!」

　のえるは情けのない悲鳴をあげた。

　いかな健けん脚きやくでも、スクーターには敵かなわない。

　と、視界の隅に横倒しになっていた自転車を発見した。

　鍵はかかっていたが、蹴けりを入れて粉ふん砕さいする。

　ごめんネ、と一言。

　のえるはサドルにまたがり、追つい撃げきを開始した。

「なんで逃げるの!?」

「今は、逢あいたくないんだ！」

　言葉が矢のように刺ささる。

　目の前が暗くなって、のえるはバランスを崩くずした。

　コケる。

「のえるっ!?」

　背後で自転車が派手に転てん倒とうする音を聞いて、健太は振ふり返った。

　前方不注意。

　スクーターはゴミ捨て場に突つっ込んだ。

「健ちゃん!!」

　声をあげて、のえるが駆かけ寄る。

　のえるが無事だと分かった途と端たん、健太はまた逃げだした。

「どうして!?」

「どうしてもだよ!!」

　動かなくなったスクーターを捨てて、健太は走った。

　のえるが後を追う。

　誰だれもいない道路の信号が赤から青に変わる。

　アスファルトを駆けているのは、健太とのえるの二人だけだ。

　はぁ……、はぁ……。

　のえるは肩かたで呼吸をし始めている自分に気付いた。息が切れている。

　足の速さなら、あっという間に追いつけると思った距きよ離りが、なかなかゼロにならない。

（それだけ健ちゃんがあたしから逃げようとしてるんだ……）

　きゅっ、と胸が絞しぼられるように痛み、足がもつれた。

[image: ]

　転びそうになって、持ち直す。

（泣いちゃ、ダメだ）

　そう、のえるは思った。

　泣いたら、健太は立ち止まるだろう。

　心配して、駆け寄ってもくれるだろう。

　でも、だから、そんな方法で健太を引き留めるのは卑ひ怯きようだ。

　そう、のえるは思った。

　逃げられたのなら、追いかけて。

　怒おこっているのなら、謝って。

　堂々と健太に振り向いてもらわないといけないと思った。

　ごめんなさいと言えば、謝ったことになるわけじゃない。

　心についた傷の深さは、滑すべるように出てくる言葉の軽さで癒いやせたりしない。

　ただ、まっすぐに。

　どこまでもどこまでも追いかけることが、自分の気持ちを見せる、たった一つの方法なのだと、のえるは思っていた。

　二人の走っていた道は、小さな山を穿うがつトンネルの中に延びていた。

　照明の加減で、前を走る健太の背中が古ぼけた写真のように見えた。

　セピア色にくすんで、時が止まったような錯さつ覚かくを覚える。

　のえるの記き憶おくはいつしか、健太と再会したときのことを思い出していた……。




　あれは、バス停だった。




（健ちゃんの乗っていたバスが強ごう盗とうにジャックされたって報告を受けて……）

　犯人を捕つかまえてやろうと、何も知らない乗じよう客きやくのフリをしてバスに乗り込もうとした時だ。

（ちょうど窓側の席に座っていた健ちゃんは、強盗がいるから、バスに入るなって教えてくれた……）

　五年ぶりに逢っても、健ちゃんが健ちゃんだったことが嬉うれしかった。

　そのあと、犯人と格かく闘とうをして、やっつけたというのに、健太は少しも誉ほめてくれなかった。

　感謝をするどころか、危ないことをするなって怒り出してくれた。

（嬉しかったのは、あたしだけかなあ？）

　思えば、あの時からだった気がする。

　家族を想おもうような気持ちとは別の、温かい愛いとおしさが生まれたのは。

（ごめんね、健ちゃん）

　──家族みたいに育ってきて、

　そばにいられることを当たり前のように思ってきて、健ちゃんに対する好きが、どんな種類の好きなのか、考えたこともなかった。

　ついて来るなと言われた時ほど、悲しいことはなかった。

　ごめんね。

　近くにいすぎて気付かなかった。

　ねえ健ちゃん。

　あたしもね、あたしもね。

　健ちゃんが大好きだったの。

　健太がどれだけ優やさしいか、あたし知ってるよ。

　あたしがどんなに失敗したって、いつも大きな心で許してくれる。

　知ってる？

　健ちゃんがいてくれたから、あたし、頑がん張ばれたんだよ。

　どんな時でも、どんなにつらいことになっても、健ちゃんが待っててくれるって思ったら、すごい力が出たんだよ。

（ぜんぶ、ぜんぶ、健ちゃんのおかげなんだよ？）

　……道は、いつの間にか終わっていた。

　それでも健太は、柵さくを跳とび越こえ、砂すな浜はまへと走り出した。

　踏ふみしめるたびに、小さな砂すな粒つぶがきゅっ、きゅっ、と鳴る。

　すぐ後ろを、別の足音が続いてくるのが分かる。

（のえる……）

　どうして付いてくるんだろうと思った。

（そんなに、僕が頼たよりないの？）

（それとも……）

　声に出して、聞いてみることにした。

「どうして」

「謝りたかったから」

「なにも分かってないくせに」

「ごめんね。でも、いま、考えたら、あたし、心のどこかで気付いていた気がする。分かってて、知らないふりしてた気がする」

「どういうことだよ！」

　がーん、と健太は金属バットで頭を殴なぐられたような気持ちになった。

「のえる、分かってたの!?　僕の気持ち知ってて、それなのに、僕をからかうようなこと言ったの？」

「ごめんなさい」

「こんな時だけ素す直なおに謝らないでよっ！」

　健太は脱だつ力りよくした。

　膝ひざが笑って、へなへなと崩くずれ落ちた。

　これまで、さんざん、のえるのしでかすことには振ふり回され、振り回され慣れしてきたつもりだったが、最後の最後で超ちよう弩ど級きゆうのカウンターパンチを喰くらった。

　最悪の最悪だった。

　気絶出来るものなら、気絶したい気分だった。

「はは……、知ってて、あんなこと言ったんだ……、のえるは」

「ごめんなさい」

「いいよ、のえるの気持ちはよおく分かったから」

　はぁ、と健太はため息をついた。

　目のふちに、涙なみだがじんわりと浮うかんできた。

（ホントに、おもちゃだったんだ……、のえるにとって、僕は）

　泣きそうになってきた。

　立ち上がれないぐらいショックで、それぐらいのえるのことが好きな自分に気付いた。

　着メロが鳴って、のえると再会して、思わず逃にげ出したのは、助けられたくないからだと思っていた。

　頼りない自分でいたくないからだと思っていた。

　違ちがう。

（のえるの本当の気持ちを知るのが怖こわかったからだ……）

　木こっ端ぱ微み塵じんに気持ちを打ち砕くだかれた今なら分かる。

　好きだから、のえるのことが好きだから、想おもいを否定されるのが怖くて、逃げ出したのだと。

「怖かったの、嫌きらわれて、友達にも戻もどれなかったらどうしようって」

「そんなわけ……ないだろ」

　のえるの言葉に健太は首を振った。

　顔は見ない。

　今の自分はとてつもなくしょぼくれた顔をしているだろうから。

「だって、あたし、いつも健ちゃんに迷めい惑わくばっかりかけてるもん」

「……自覚あったのか」

「でも、性格変えられないし」

「だろうね」

「だから、友達のままなら、いつまでも一いつ緒しよにいられると思ったの」

「なんだよ、それ！　そんなこと一人で勝手に決めないでよ!!」

「だって、付き合ってダメになって、口も利きいて貰もらえなくなるのが嫌いやだったんだもん」

「なんでそこまで一人で勝手に決めこむのさ！」

　この瞬しゆん間かん、健太はのえるとうまくやっていくことなんて、永遠に無理なことなのだと確信した。

（のえるは……、マイペースすぎる!!）

　彼女に、悪気なんてものはないのだ。

　髪かみの先に出来た、ちょっぴりとした枝毛ほどにも邪じや気きがない。

　天使のような心を持った女の子なのだ。

　だからこそナチュラルに、何の悪意もなく、人の気持ちを振り回すのだ。

　はぁ。

　健太は諦あきらめるように天を仰あおいだ。




「好きなの」




　ぽつりと、のえるのつぶやく声が聞こえた。

　彼女は泣いていた。

「好きなの。大好きなの。

　だから、嫌いだなんて言わないで」

　──こんなことを言われて、

　嫌いだなんて言える男はいないわけで。

　というか、むしろどきどきとしていて──。

　ぽろぽろと、ぽろぽろと、涙をこぼす彼女を見ているうちに、

「ごめんね」

　と、健太は涙を拭ぬぐっていた。

　健太の指に頰ほおをなでられて、のえるは自分が泣いていることに気付いたようだった。

　恥はずかしそうにうつむいて、両手で涙を拭いはじめる。

　そんなのえるの姿を健太は愛いとおしく思いはじめていた。

　涙を流しながら、自分のことを好きだと言ってくれる彼女のことが、たまらなく愛おしく思えてきた。

　これまでの流れとか、これからのこととか、

　どうでもいいことに思えて。

　彼女のマイペースっぷりに、どれだけ振り回されたってかまわないような気がしてきて。

　むしろそれが男の生きる道だなんて思えてきて…………。

「もう、嫌いだなんて言わないよ」

　思い切り、健太はのえるの身体からだを抱だきしめていた。

「好きだ。大好きだ。これから何回、君に凹へこまされるか分かんないけど、それでも、君のことが大好きだ！」

　自分でも訳の分からないことを言ってると思ったが、まんざら噓うそではないとも思った。

　きっと、こんな感じでのえるに一生振ふり回されていくのだろう。

　それはしんどくて、大変な出来事の連続だけれど、すっごくキラキラとした毎日になるはずだ。

　のえるを抱きしめながら、健太は疑いもなく、そんな未来を確信した。







　あとがき＆特別企画




　お久しぶりです。

　最近、あまり日本にいないわたしです。

　ずいぶんと便利な時代になったものですね。

　インターネットがあれば、世界中のどこからでも原げん稿こうがメールで送れてしま……

「送ってこないだろ」

　うわっ、担当さん、どうしたんですか？

「海外に行くのはいいけど、現地から『フロリダです』ってメール送るのはヤメロよ」

　驚おどろいてくれました？

「驚くよ！　てか、担当を驚かせてどうするんだよ!!」

　人間関係って、常に刺し激げきが必要だと思いません？

「作家の管理をするのがオレの仕事なんだから、お前が何してるか把は握あくできてないとなると、オレの管理能力が問われるんだよ！　オレの給料下げたいのか!?」

　本日はお日ひ柄がらもよく、若い二人が……、

「どういう誤ご魔ま化かし方だよ！　誰だれと誰が見合いするんだ!?」

　まあまあ、落ち着いて落ち着いて。今回は八ページもあとがきがあるんだし、のんびりゆったりと語り合いましょうよ。

「…………いつから、あとがきはオレとお前の雑談コーナーになったんだ？？？」

　一巻の頃ころは、普ふ通つうにあとがき書いてるんですよね。

　途と中ちゆうからおかしくなってきたとゆーか。

　ほら、一巻の頃は、わたしも新人だったし、担当さんも編集に成り立てで、わたしが受け持ち一号作家だったわけじゃないですか。互たがいに初うい々ういしかったんですよ。

「うわ、その頃に戻もどりてえ」

　まだ付き合い始めの頃だから、キスはおろか、手をつないだこともなくて、茶さ店てんとかで向かい合わせに座っても、互いの顔を見ることも出来ずに、会話もたどたどしく、もじもじとうつむいてしまうような…………。

「そんな作家と担当の関係がどこにあるんだよ!?」

　なに言ってるんですか！

　作品は二人の子供みたいなものですよ！　愛の結けつ晶しようじゃないですか!!

　いや、絵師の剣つるぎさんも入れれば、三人プレイの結晶!!

「やめて！　オレ、マヂで想像しちゃったよ!!」

　そうそう最近、わたし、剣さんが薦すすめるもの、なんでも欲しくなっちゃうんですよね。

「ほお」

　わたし、流行ものって嫌きらいなんですよ。

　イケてる、っていうだけでカッコ悪わりぃ、と思うみたいな。

「あるある」

　ＰＳＰもｉＰｏｄも「イケてる」マシンじゃないですか。

　だから全然、興味もなかったんですけれど、剣さんが使ってるのを見てるうちに欲しくなってきちゃって。

「なるほど」

　で、気付いたんですよ。

　わたしはＰＳＰやｉＰｏｄが欲しいわけじゃないんだってことに。





　剣っ！　お前が欲しいんだ～～～～～～～～～～～～～～～～～～!!






「いーやぁぁあああああああっ！」

　テンションも上がってきたところで質問コーナー、行ってみましょう！

「フォローなしかよ!!」





　質問『もしかして、先生はボーイズネタが好きだったりするんですか？』






　普通ですよ。

「どこがだ!!」

　いやいや、この男あまりの時代。男×男に意識が向かうのも普通の話。

「そういや『大だい魔ま王おうアリス』（電でん撃げき文庫）でもやってたな！　四巻目のアレ、絶対に入ってるだろ！　絶対に!!」

　直接的な描びよう写しやはしてないですから。

「入ってるってことじゃないか!!」

　しかもギャグなんですよね、ギャグでやられちゃってるという。男×男で……。

「それを書いたのはお前だろーがっ！」

　まぁ、わたしが書く作品は最低でも一回はそういうシーンがあるということですね！

「……そう言えば、この前『ザ・スニーカー』に載のった『ドラゴンクルス』でも、クルスとジョオのキスシーン（３巻収録予定）とかあったしな……」

　あのシーンは飛行機の中で書いたんですよ。ソウル行きの。

「ほう」

　重力が弱いぶん、気持ちが舞まい上がっちゃうんですね。

「違ちがうっ！　それは絶対に違う!!　てか、お前、彼女と旅行に行ったんだろ？　彼女が隣となりにいるのに、なんで平然と男と男のキスシーンとか書けたりするんだよ!?」

　ハァハァしながら書いてたほうがよかったですか？

「やめて～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～っ！」

　ちなみに今年は少なくとも四月と九月にフライトを予定していますので、その頃に締しめ切きりを抱かかえている担当さんは気をつけてください。

「お前が気をつければいいだけの話だろ！」





　質問『先生はどうして執しつ筆ぴつが遅おそいんですか？』






　今まで秘密にしていたのですが……、実はわたし、子供三人を抱える人妻で、朝は四時に起き床しよう、通勤に三時間もかかる主人を起こして、食事を作り、送り出し、そのあとは幼よう稚ち園えんと高校に通う長男と末すえ娘むすめのためにお弁当を作り、そして子供たちを起こして朝食。長男と長女を送り出したあと、末娘を幼稚園に送って、その足で病院に行って、療りよう養よう中の祖母の世話をし、帰りの足でお買い物。帰宅してからは家の掃そう除じ、町内会の集まり、昼下がりには末娘を迎むかえに行って、帰りには公園で遊んでやり、家に着く頃には子供が帰ってくるので夕食の準備、主人の晩ばん酌しやくの相手、そんなことをしていると瞬またたく間まに一日が過ぎて……いったりしていると執筆が遅くなってしまう言い訳もしやすいのですが、そんなことはぜんぜんなくて二四時間フリーランスの自由人です。

「怠なまけ者ものだからです（きっぱり）」





　質問『この仕事をしていて、担当さんが一番びっくりしたことはなんですか？』






「のえるの原げん稿こう書いて、って言われた時はびっくりしたな……」

　だって、のえるはもう合作みたいなものじゃない。

　どこの字を大きくしたり、書体を変える指定って全部担当さんが決めてるでしょ？

　それはもう担当さんの中に『のえる』があるってことだから、どんな文章があがってくるか、面おも白しろそうだと思ったんですよ。

「オレも相当いろんな仕事してきたけど、小説の原稿を書かされるなんて、オレの担当人生でも初めてだったよ……」

　惜おしむらくは、あとで読者クイズにするつもりだったのに、告知するのを忘れていて、何のために原稿を書いてもらったのか、すっかり意味がなくなってしまったってこと……。

「ホントだよ！　なんだったんだよオレの玉ぎよつ稿こう!!」

　みなさんにクイズです。

　前巻『神様だよ、全員集合！』で、担当Ｘ氏が書いているページがあります。

　それはいったい何ページでしょう？

「遅いよ!!」




　…………とまあ、そんな話をしているうちに紙面も尽つきてまいりました。

「毎度のことながら思うんだが、もうちょっと意味のある話しようよ……」

　例えば？

「書き終わったあとの心境とか、今後のストーリー展開とか」

　てか、シリアスなあとがき書いたら、没ぼつにするじゃないですか！

「うっ、オレも悪いのか!?」

　共犯ですよ。オレたち、愛の共犯者。

「ないっ！　オレには妻も子もいる!!」

　つまり不ふ倫りんですね。人目を忍しのぶ、夜の秘め事というヤツで、ふっふっふ……。

「だ～～～～～～～っ！　お前、今さらリアルゲイ・キャラ付けてどーすんだよ!?」

　失敬な！　わたしにだって愛する彼女がいます!!

「お前の彼女が不ふ憫びんでならないよ…………………………」

　最後になってしまいましたが、ノアのストーリーはまだ終わってないので、続きが気になりますね。

「だからそういう話をあとがきでしろって！」

　ではでは、次回は『ドラゴンクルス』の三巻でお会いしましょ～！





あすか正太　　







　携けい帯たいサイト（http：//asukashota.com）もよろしくお願いします！


















カバー・口絵・本文イラスト／剣康之

デザイン／LIGHTNING










総そう理り大だい臣じんのえる！




愛あいの支し配はい者しや








あすか正しよう太た
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